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は じめに

野 津原方言 集  続 編 NQ2 0号 《通 算 31号 》 が  出来 ま した。 こ

れ もひ とえ に  ご愛 読 くだ さ る皆様 の  ご支 援 ご協力 が あ ったか

らの 発行 で厚 くお 礼を 申 し上 げ ます 。 素 人 集 団 が全 て手 づ
`り

で す。 お粗 末 な冊 子 です が  今 だか ら残 せ る記録 と 余暇 に収 拾

編 集 、印刷 製 本 い た しま した。

内容 も変 わ りば え しませ ん が  『 伝 承 、 民 話』 か ら『 戦 後 の故

郷 』 !ま  昭 和 27年 か ら 32年 までを  中 :こ 『 あ げ な話 こげ な話

な ど』 を 挟 ん で 50年 程 前 に  タイムス リップ。『 女性 の底力

編 』『 表五助 街 道 』 は 山 中か ら荒 木 谷 まで の国 道 を 馬 子歌 と

旅 人 の コ ミカ ル な 道 中談 義 を 故郷方 言に乗 せ て。

『 故郷 の味 』 に は妙 味 もあ り  『 民 話 の つ は る物 語 』 は 故郷

を 愛 す る人 た ち の集 め た 3編 を 。 五助 さん の『 ち ょつ と一 服 』 に

ゃ 面 白おか しい仄 か な 夢 や ロマ ン.『 宝 の玉 手箱 』 は 青年

団 、 消防 団 の脚 光 浴 びた時 代 を  表 に出 して紹 介 。踊 りの 祭 典が

幻 の よ うに『 それ こそ一 回 き り』 に  な り ま した。

『 万言子 ど もの世界』 も 3編 が チ ョコ ッ ト顔覗かせ ま した。

『 あげなこげな話』 あ りゃまぁ ほん と 知 らない ほん とう

え、案外 しらないけれ ど 読む と印象に残 る ものです。『方 言単

語の ひろが り』 に ゃ  『 あ』か らは じま って  ここまで『 し』の

『 コ』まで  15386語 が揃 いま した。

差別用語、卑下す る言葉、方言ではないか も それ らも入 って

い ると思 いますが  なに しろ素人集団の 手づ くりですので 何

とどご了承の程をお願 い申 します。今回 も頁 をメ ク ッテ頂 きま し

て 誠にあ りが と うございます。 ごゆ っくりご笑覧の程を。お願

い申 します。                  会員一同

だ，
電
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成 と猫 は な し仲 が悪 いの

成はいつでん外 にツナガ レチ ョル。 そき一ゆ くと猫 どまネ ンジ

ュ 家ん中 じ自由気 ままに 過 ご しち ょる。 じゃけん ど ドッチ も

『 な しあげ―仲が悪 いん じゃろうか』  『 そ りゃの う こげな事

が ア ッチカルん ごた る』 五助 さんがん話によ ると 昔ん こと

戊 は本 に も登 リキ リヨ ッタん と。

じゃが あん ま り大事 されて 木 に登 る必要が ノウナ ッタ。 じゃ

き猫か る チ ョコ ッ ト悪 口 ぅ言わ るると 追 いかけちす ぐ追いつ

くが 具合 ゆ う捕 まえたち 思 うた らサ ッ ト 木 に飛び登 るもん

じゃ ドンコ ンナラ ン。下か らホエ ヨルガ  いつ時す ると もう

声 もで らん ごつな った。

こまった コ ンニ ャク じゃ I戌 は寝 そべ っち考 えた。なんかいい

くめんなねえかな ぁ。 ところがあ った…猫は泳 ぎキラ ンジャツタ

。 Fシ メ シメ これ と交換 しち お互 いが教 え あえば』 機嫌 の

いい時 ぃ 猫 に話 しか けた。『 こげ こげ じゃが  お互 いに教えあ

うな どげかの ぅ』

猫 も考えた『泳 げた らイイ ンジャガの ぅ』  『早 ぅ木に登 りて

えの う』 じつ とお互 いに見 よったが 猫が何 か知恵が浮かん だ

んか  『 いつか教 え ヤイ コ じゅうか』 相談成立 じ 次ん 日に ど

っち も 教 え るこち決 まった。天気が いいき川ん水 も ツメ トウ

はね ぇごた る。猫が『 ほん な泳 ぎ教えて』

成 は『 ま ぁ先 に教 え ち ゃろ うか』 ち 川 に入 ると上手に泳 ぎを

教え ちゃつ た。ずぶ濡 れになっち ち った鼻か る水 も飲んだんか

『 す まんが  ちつ と鼻が痛 ぅなった き 木登 りゃあ したでん いい

な』 シ ョボ ク レチ言 う声 に 成 も『 明 日でん いいわ』 ち 返事

しち ゃつ た。
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次ん 日も天気はいい ごたる。成 はテ ッキ リ教えち クルルチ

待 っち よつたoが猫 は全 くシラ ンカオ シチ どこか遊 び行 っち

しも ぅた。成は自分 じ 木の側 に行 くと登 りかか ったが スベ

タ リコケチ 足 ぅタゴカ シチ シモ ウタ。『 もうふん とキニ ヨウ

オ シエニ ヤよか った』

悔 し涙が流れち痛 い足ん 上にポタ リと落ちた。そこにあん

猫が どこか らか りIテ つて来た。『今 日は教えち くるるか』 猫

に声をかけたら タマガ ッタゴツ こつち向 くと『 なにごと』

と 知 らんふ り。『 お互いに泳 ぎと 木登 りぞ 教え合 う約束

した じゃね ぇか』 『 え一そげな事知 らんで』

成 は頭を 大 きな丸太ん棒 じ 真剣叩かれたごたる 思いに

なったんで。無理 もね ぇわななぇ 約束は守 らんは 教えたの

:こ  こっちには教えち くれん。そげん こた― 悪いち思わん。

もう腹がたっち 足ん痛さも忘れ 券 追いかけま した。猫はほ

ら 得意な木に飛び登 ると 上か らじっとニラ ミツケチ ョル。

残念無念 成 は木登 りが 習わ ない もん じゃき 出来ル き

『 う一 ぅ――』 ウナ ッタモ ンノ もうどうにんな らん悔 しい

涙が  ラ ッキ ュウん ごつ 大 きか った ごたる。『 う一ん悔 しい

この猫 め』  『 ここまでおいで 成 さん こち らょ』 爪を ガ リ

ガ リ言わせたが  もう ドウエ ンナ ラ ン。

ソ レカルチ言 うもん な 成 は猫 と仲が悪 いそ うな。 こげな事

は『 ゆ うねえが』 折 角覚えていたん を 使わん もん じゃき

駄 目に した事 もいけないな 小。仲良 しとはそんな事で 喧嘩す

ると自分 も 困 る事が きっとあ るち _―・うが なえ。皆ん なが知

っちると便利でんあるに。知っている事を上手 |こ 使う事 も 使

わんと忘れ 使えない勿体ない 事にもなるごたる。威、猫だ

けじゃねぇんで。
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市 場 、古市 ん ロマ ン時代

権現ん白山神社や 平野ん祇園神社ん お旅所があ った古市 は

市場 とん 言 いよった。野津原村 恵良村、権現村がえ―とあ っ

た頃 じゃき 途切れ途切れん 村でん ソ レゾ レが 知恵 ぅ絞 っち

皆 なん幸せを 願 う思 い付 きがあ りよ った。

お旅所ん周 りじゃ祭 りん たんび 物物交換 もあ ったき アキナ

イす る しが物 ぅ運ん じ来 る。庄内、大飼、大野 、温見、山坂越え

てんそれが  商売 にな りゃ結構  クジゥ言わん じ来 る。 それが又

アキナイでん ア ッタ。農産物が積 まれ ち ょる 海か るん産物 も

こっちべた に ゃあ る。

着物ん裾を真剣整え ち 草履 も新 しいぬ履 いち ょる。髪油 どま

香 りがす るん も 女 ら しさを チ ョコ ッ ト それが女心ん心理 じゃ

ろ う。『 今 日はイ リコはあ るかえ』『 あ るで 昨 日獲 ったば っか

りじゃき ウメー しダ シも ゆ う出 るで』
・

『 あんたがんは 品

が いいきヤ ウチが  喜ぶわな』『 じゃろ う ・おお きに 親父 じゃ

サカ シイナ』 本 当は詳 しゅうは知 らんでん  そか ぁ商売 じ相手

ん 話にア ヮす ると 聞 くほ うはヤ ッパ嬉 しい。

どうせ買 うんな ら こん じのがち 微妙に揺れ動 く心理が 思

わず買う気 に しち しま ぅ。『米でんいいで』『 そ うな ふんな米

ぅ一升持 っち くるき』『 いいで セカ ンデ ンイイキ』 商談成立

ちなる。百姓は現金 じ買 うよりゃ 気楽に決済が出来 るき 本当

は動かる。

あっちでん  ここん隅でん駆 け引 き もあ りよ る。米がイイ シモ

ア リャ _欲 しい もん な ら現金でん ち っと値切 っち買 いて ぇ心。

百姓ん作 った物が 帰 ると高 く売れ るき ピス トン商売が出来 る

。顔 な じみ にな りゃ 次ん予約 なんか も 相談 しよる。
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人 ん知恵 と人ん  ふ れ あ いは形 こす 変 わ って ん  今 も昔 も変

わ らん風 情 でん あ る ごた る。 府 内ん 小 京都 とん  言 い よ った 頃

か る こげ な  自然体 ん 生 活 ん 流 れ は  時代 が 変 わ ってん  人 が

お る限 り じゃ変 化 は  ね え ごた る。 じゃき人 が安心 しち  こ き

住 む ん かん 知 れんが 。

時代ん波 ゃそれか る何百年か  した後 に国その もんの 変革

によ っち大 き ゅう変わ るが  こん頃ん人たちに しちみ りゃ ま

ぁそげな こた―夢の又夢でん あ った。市場。古 市、が チ ッ ト賑

わ しゅな ると 人ん集 まりが ひろが り 恵良村 は本格的な異家

が  多ゆ うな っち 農業用水 も木の内か る 引い ちくる。

とな りゃ自然 と生活環境 も 変わ り整 t`｀  お旅所周辺 の整備

や ら 生活用品の集散地 と もな っち 様変わ りしなが ら 生活

ん基盤が生産す る それを現金化す る 必需品を買 う そげな

役割分担が進ん じ 商売す る しが進 出。お互いん経済力 も 増

しち豊か にな ったごた る。

西 にゃ鷲が城ん内堀か らん 水が流れ出る『地蔵谷』があ っ

ち これ も江戸期 にな ると 埋めち長 ぇ町筋 になるが  そ りゃ

ま ぁダイブ先ん事。 ダイブちゃ言わん ぐれ先ん話。 じゃが こん

お旅所周辺 の 二つん池を 中心 に コ ジンマ リシタ公園のよ う

な場所。 じゃき周辺か ら 農閑期 に ゃ着飾 っち 遊 びがて らん

買 い物ん と シャレコ ミヨッタ。

江戸期 に入 っち水不便な 矢の原を変更 しち ここに『 お陣

屋』を 設営 した肥後ん殿様 もャッパ 地質学 に堪能 だけに

ゆ うまぁこき―決めた そん才能 に ゃ頭が 下が る。 そげん巡 り

合わせん宿命 は 神 しか知 らん じゃつたん じゃろ うが  それ に

してん 自然 とん 関わ り合 いは何 とん まぁ ゆ う出来 ち ょるも

ん じ ゃち  思 うが な ぇ。
ヽ
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『大 掃 除 の楽 しみ 』

夏 の盛 りん 暑 さを ヨケ チ 大 掃 除が は じま る。 雷 さんが 鳴 るぬ

グ ワイユ ウ避 け ち 畳 を ツボ に立 て ち 床 下を掃 ゎ きだす と 時

に ゃ 1円 銅 貨 も見っ け だ しち  コオ ドリす る事 もあ る。 ケ ン ドも

蚤 ゃ足 もとか る は い あが つち くる。 叩 く畳 か るん埃 よけ 上手

に敷 こん じ雑 巾 じ拭 くと 陽 の暑 さが じゎ っと 全身 に伝 わ っち

くる。

大掃 除ん検 査 に ゃ 村 ん駐 在 巡 査が サ ーベ ルん  音 ガ チ ャガ チ

ャいわせ ち区長 と一 緒 に来 た。 ま っ白ん 夏服 ん ボ タ ン 1つ はず

さん じ日覆 いを か け た帽 子 を  脱 ぐと湯気 が 立 つ 。『 床ん 下 もゆ

う したかえ』 笑顔 も見せ ん じこげ言 うと  『 美 しゅ しま した』

と 答 え た の を 聞 い ち え ― と顔 ほ ころばせ ち  『 検 査済 み』 ん

紙 を ペ タ リ イ リグ チ に張 りつ けた。

1円 銅貨を汗が出 る くれ 握 りしめちそ りゅう見 る。ほ っとす

る瞬間 に汗が ポ トリ 足 もとに落ちた。検査 じ不合格ん家は『や

り直さにゃ』 じ 次の 日に又来 るこちなる。冷汗サ ン ドん時間が

終わ った セ ンチ ンの周 りに ゃ 石灰 じまつ白にな っち ょる。

自分かたん為 じゃあ るけん ど。

『 え―と済んだ ごた るな』『 ひどか ったの ぅ』 家内がイタワ

リ合 う言葉ん は じに 思 いや りん優 しさが滲みで る。 こんだ馬屋

ん肥 たぜ しす りゃ もう盆の前準備 になる。『 若え娘 は馬屋ん肥

出 しす りゃ 手がスベ スベす るど』 白い肌 :こ が一番輝 く頃 じ

これ も『 ご褒 美』ん  印 じゃろ う夏ん行事。

§§§ 方言説明  §§§

5P じゃけん ど―です けれ ど。 ドッチ も…どち らも。ア ッチ
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か るん ごたる・―あってか らのようです。キ リヨッターうまく上が

れて。 ノウナ ッターな くなった。 ドンコンナラ ンー・どうに もなら

ない。ホエヨルガー大声で叫ぶ。キランジャツタ…泳げなか った

。 イインジャガ…よいのですが。 ショボクレチー萎縮 して。

6P クルルチ… くれますと。スベタ リコケチ…滑 り転んで。 タゴカ

ス…捻挫する。キニュー昨 日。 タマガ ッチ…吃驚 して。 ドウエ ン

ナラン…どうに もならないので。 ソレカルチ‐―それか らは。

7P たんび…たびたび。アキナイー商売。 こっちべたにゃ…こち ら

側には。チ ョコッ ト…少 し。サカ シイナ…元気がよ くて。ゃ っぱ

やは り。 こん じ…この人は。いいで…よいです。セ カ ンデ ンイイ

キー急がな くて もよい。イイシモア リャーいぃ人 もあるが。

8P そげなこた一一そんな事は。 となりゃ…とすれば。そげな一そ

んな。コジンマ リシターきちん と整い清潔感 も。 シャレコ ミヨッ

ター こじんまりして着飾 った。 もん じゃき… ものですか ら。

9P ヨケ チ…外 して 。 グ ワイユ ウ。一うまい具 合 に。 ツボ …農 家 の庭

先 。 ケ ン ド… けれ ど。 こげ … この よえ うに。 え ――と一や っ と。 イ

リグチ…玄関 回。 セ ンチ ン…便 所 、 トイ レ。馬 屋 一牛 馬 を飼 育す

る場 所 。 スベ スベ ー滑 りが よ く輝 いて い る よ うに。

農村 の盆 は遅れ盆の  8月 13日 か る 16日 頃に あ って 13日
は迎 え火を焚 いて 墓地 に迎え に行 く風習。今年一年間の故人の

初盆会 などあ り。送 り火は 16日 に。柱松の行事 は この 日にあ る。

供養踊 りも地区によ って異 なるが  13日 か ら 15日 の間 にあ り

故人を供養する。

とんば、蝉、など一年で一番暑 い頃 農蒙 も静かに過 ぎるので

挨拶周 りにも『静かぼお盆で ございます』 と 企画ん  ような言葉

が ゆう似合い難 しい言葉よ り どれだけ心を和ます るか。系′
,t卜 さ

の中に人の情愛 も そっと込め られて いるもんでんある。

10
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戦 後 の故 郷  『 昭 和 27年 か ら』

こん年 に ゃ県内でん 市町村教育委員会発足。保安庁、電電公社

発足、第 19回 卓球大会 じ 一躍『卓球 日本』の名声 、本犀号が

大分 じ遭難 、村八分事件が静岡 じ起 きた。別府 マラソ ンが始 ま っ

たん もこん年。米価 も3000円 じゃつ た。

砂糖や ら麦、が 自由販売 にな り 電気洗濯機ん普及がは じま り

血液銀行、茶羽織、中小企業ん倒産 も続 いた。

『 りん ご追 分』『 素敵なラ ンデブー』『 赤 いラ ンプの終列車』

『芸者 ヮル ツ』『憧れの郵便馬車』 なんかん 歌 も流行。

高 崎 山 じ猿 に餌つ けが始 ま り 翌 年 に ゃ自然動物 公 園 にな った

。 第 15回 ヘ ル シ ンキ オ リン ピック開 催 、 ラ ジオ で 3つ の歌 も

は じま った。 世 相 は年 ごとに 日 ま ぐる しゅう変 わ っち。

28年 に な る と 県下 の豪 雨 被害 が 甚 大 じ 100億 を越 し死 者

も 50人 、 400戸 倒 壊 。 ラ ジオ大 分 が放 送 開始 。 10円 公衆 電 、

話 も登場 。 デ フ レ時 代 、 NHKが 放 送 劇『 君 の名 は』 で 大 人 気

番組 にな って『 真 知 子 巻 き』 も流 行 。 この 時間 には銭 湯 の婦 人 湯

は ガ ラ空 きに な った ら しい。 NHKの TV放 送 も始 ま る。 ジ ャ

ズの流 行 も。 鳩 山内閣 に な り米 価 も 3280円 に な った。

大分市 ん竹町んアーケー ド鉄骨屋根が完成 高崎山 自然動物 園

になる。 日本初のスーパ ーマーケ ッ トが 東京青山に開店。台風

ん呼び名を外 国女性名か ら 発生順 に番号 に変更。 8頭身の伊東

絹子がアメ リカ じ ミスュニバースん 3位 に入賞。 NHKの 第 3

回『紅 白歌 合戦』が  日劇 じは じめち放送 された。

映画… ひめ ゆ りの塔、十代 の性典、君の名は、東京物語、地獄

門、何んかが人気上映 されよ った。 753フ ーム もこの年か る。

11



こん 頃 ん歌 に ゃ『 お 祭 リマ ンボ』『 山の煙 り』『 悲 しい小鳩 』

『 津 軽 の ふ るさ と』 『 落 ち葉 しぐれ』『 チ ャペ ルの鐘 』 なん か。

北海 道 ん 名犬 ビックは  江刺 追分 ん唄 を聞 くと 合 ゎ せ ちナ イ タ

そ うな。

29年 に ゃ芹川発電起 工式、防衛庁、 自衛隊発足、竹 田市 と豊後 、

高田市が誕生。デフ レ時代、 NHKが TV放 送開始。黄変米騒動

原爆 マグロ廃棄、 ピロポ ン災いが始 まる。ヘ ップパ ンスタイルが

横行、 50銭 以下の貨幣 は廃止。第 1回 母親大会開催。米価は

3648円 だ った。

時の歌は 愛の賛歌、青いカナ リヤ、お富さん
f、

岸壁の母、高

原列車は行 く。人分水族館会館で 大入 10円 じゃつた。

町 村 合併 が続 き 大 分 県 で ん 55町 村が 減 っち  133町 村 に

な ったが  合併 は 30年 代 ま じつづ き さ らに平 成 ん 大 合併 に よ

っち  さ らに チ ッ トー に な った。

青函連絡船が台風 による 被害で転覆死者行方不明が 1155

人の 大惨事 にな りま した。

『 ひば りのマ ドロス さん』『ギ ター流 し』 など 軽快 な歌 も次

次 と発売 されよった。時代が急速に変わ るもん じゃき 農村でん

戦後 10年 過 ぎち え ― と変貌 も見 られよるが 経 済の発展な

まだまだ先になりそうな 傾向が巻にゃ多かったごたる。青年団

が小学校ん運動会に 参加 しち成果な足跡も残 :ノ  やつと戦後ん

空気が 消えかかるごたるが 不況と景気が交互に押 し寄せち

故郷 も新 しい息吹きにチツトズツ なりそめかけてんおった。

青年団の素人演芸か る どうや ら趣味に転向す る 集団活動が

定着 しつつ も あった ごたるなぁ頼 もしいがご   _

12       長蒙ιlf｀
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昭和 30年 代… 30億 円に もなる台風被害 もあ ったが 神武景

気 で救われ るが庶民は厳 しい。アル ミ1円 が通用 マ ンボス タイ

ル、 トラ ンジスターラ ジオ発売。 1_0円 牛乳  テ レビ、洗た く機

、掃除機 も普及。鳩山内閣 で米価は 3995円 。

天皇が戦後初めて国技館 で 相撲観戦 《43年 ぶ り》。衆議院

選挙開票速報がテ レビで放送。ス タル ヒン投手が初の 300勝 を

達成。

映画…浮雲 、血槍富士 、野菊の如 き君 な りき、警察学校 など。

歌…カスバの女、ガー ド下 の靴みが き、別れの一本杉、男の舞

台、むすめ巡礼、小島通 いの郵便船 、君恋 し。などが発売。

※ ポ ンポ ン菓子 づ くりが 巻 で始 ま った。

昭和 31_年 …台風被害 によ っち一の瀬橋ん 掛け換 え工事がは

じまる。バ スが川原を走 る特異的な 風景が しば らく続 いた。 じ

ゃそん頃ん  『 あげな話 こげな話 しゅう』 ちっと入 れ ま しょう

かな 五助 さんいい じゃろ うがえ。『 いいで1』

七瀬川 には 貴方 と二人  苦労す る瀬 も淵 もある

ハ 七瀬のせせ らぎ サ ラサラサ ラサ ラ ホイホイホイ

§ あん娘年 頃 あねさんかぶ り いつか覚えた馬 子唄を

ハ 七瀬のせせ らぎ 小鮎がスイスイ ホイホイホイ §

30年 の台風 にょっち 大 けな木や らゴウソウや らが 流れち

来 たんが橋 ん桁 に ヒッカカ ッチ それが元 じ崩れち流れち しも

うた もん じゃき 1月 か る急 ピッチ じ始 まった。仮ん橋が下手 に

頑丈 に掛 け られち バス も乗客 は降れ ち もらい 車だ けは通過 し

ち川原 じ 乗 りこむ と新 町ん横町ん細道 ぅ 屋根先す れれに通 る

有様 じゃつ た。それでんサ ホ ゾン 不 自由はなか った。

§

＾ヽ
さ
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木橋 か る鉄 筋 コ ンク リー ト橋 に な る とア ッチ ヤ大 工 事 にな る

ピーヤ橋脚 に ゃ川底 ま じ 基 盤 を下 げ に ゃな らん。 潜 水 夫 が水 中

に も ぐっち堀 下 げ 砂 利 を 掬 いげなが ら 基礎 工事 した桁 を さげ

ち行 く 見事 な方 式 が 取 り入 れ られ  機 械 工具 もまだ まだん時代

に ユ ウマ ァち思 うごた る 工事が続 きよ った。

§ 行かざな るまい待 たせ た夜は イ ドラの露 に足濡 らし

ハ 七瀬のせせ らぎ カ ジカも賑わ い ホイホイホイ

§ 肥後か府内か一の瀬渡 りゃ お国訛が なつか しい

ハ 七瀬 のせせ らぎ  もみ じがち らほ ら ホイホイホイ

§

こん年ん 10月 30日 に ゃ 大蔵大 臣にな った
・

一万 田蔵相 も

帰郷 し東部小学校 じ 歓迎式典があ った。故郷を眺め ると都会 と

は 格段の思 い もあ った じゃろうが 国を思 う政治家 と してん

威信 もチラ リ見せてい るんが 垣間見 られた。『故郷 に』 と進言

す る人に も応答 は 冷酒を チ ビリ即答 は避 けた。政治家の気骨が

感 じ取れ る。今時の政治家 に もほ しい姿勢 か。

11月 20日 に見事面 画を一新 した『一の瀬橋』が 見事に完

成そん落成式 ぁ12月 5日 にあった。 こん年 に大分県の初の『敬

老年金支給 461人 』 に 嬉 しいニユース。 18日 に ゃ大相撲ん

野津原場所が 東部小学校 じあったが 初めち見る力士の太さと

なか :こ ゃ色白ん肌が輝 く人 も。『 のこった のこった』かけ声

が 山肌にま じ響 く懐か しい 場所でんあった。

経済が好転 した影にゃ『一億総塞痴化の懸念』も 取り沙汰さ

るるごつなった。TV、 電気洗たく機、冷蔵庫が爆発的な 売れ

行きになったんもこん年 じゃつた。反面県の財凛は 6億 円の赤字

が 可愛いそうに計上された年。敗戦かる約 10年 過 ぎち どう

や ら揺 られ なが ら形 に お さ まる故 郷 ん あ り方  幸 せ 念 じた も`

§

｀44ご
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昭和 32年 にな っち 防 塵 舗 装 か る本 格 的 な舗装 が  1日 宿 場町

本 通 りで ん 始 ま った。 は じめ幅 7Mん 長 さ 300M 工 費 ん総計

280万 の 内 30万 は負 担 。 引 き続 き新 町 工 事 400Mん  予定

に な ったが  いず れ順 々 に舗 装 され ち 現 在 ん姿 に変 貌 しなが ら

9月 21日 に庁 舎ん落 成 式 もあ った。

時ん村長 …工藤清彦、助役 …小野寿生 、そ しち 34年 2月 にゃ

町政施行 しち『 野津原町』 にな る。大分空港 もこん年 に開港 しち

国東が 空ん玄関 にな った。

野 津 原村 に入 蔵 、本 町 に戦 後 発 足 した『 子 ど も会 』 も 年 々そ

ん 数 が 多 ゅうな っち 学 校 単 位 に出来 たが  学 校教 育 も新 しい世

に な らった 教 育 が広 ま って 行 く。

戦時中ま じゃ百姓ん忙 しい時 ぁ 子 ど もも おんぶ しち後 ろに

た っち勉強 した り 途 中か る早引 き した りも した。苗代頃 に ゃ苗

に病害虫がつ くき 『 害虫駆除』 しち学校 に集む る。農繁期 にゃ

早引きす る ごく当たり前ん ごたる 余裕 もぁったが それでん

なんとか連れの うち卒業.遅 れた子にゃ放課後 先生が教員室に

集めたり 校長室 じ薄 くれ ぇ探電球ん 下 じゆう習いよった。

地理が解 らん じ残 された 次席ん先生が校長室 じ ガ ラス戸に

白墨 じ書 いたぬ見せち 一 人ずつ部屋で質問 しち 出来 た ら帰す

そ こま じさ るりゃ 答え も出来 た もん じゃき 帰れたがや っぱそ

ん時ん 勉強は今 も脳裏 に残 っち ょる。 じゃき苦手 な地理が好 き

に もな った。 まさに心が通 い合 う か らじゃろ うか。

『 ゆ う覚 えたの ぅ』『 先生が書 いち くれた き』『 そ うか  ほん

なそん気持 ち じ覚 ゆ りゃいいん ど』『 あい』 そん時ん覚 えたぬ

次席ん先生 も 自分がん事ん よ うに喜ん じくれた。不思議 な覚え

ルー トが 目覚めたんかん知 れん。
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兵庫パルプ大 分工場創業 、 30年 の神武 景気、 31年 の高原景

気がつづいた ら こんだ『 なべ底不況』 にな った。化繊の着物が

出現、 5千 円札が発行 され た。カ リプ ソス タイル、 ソ連が初 の人

工衛生打ち上 げに成功 した。サ ック ドレス、 ロカ ビリー旋風。

11月 ん九州場所で玉 の海が 幕尻か ら く休んで いたので》

全勝優勝 した年 《金色の まわ しで土俵 にあが った》

野津原村 と今市村が合併 …野津原村 に。 ※ 34年 に町政施行

す る。昭和 の大 合併が進 んだ頃。大分県 も一挙に合併が進んで

町村数が少 な くな った

こん年 に流行 した歌→ お月さん今晩は、雪 の渡 り鳥 、柿の末坂

の家、江戸 の闇太郎、島育 ち。

9月 21日 に新庁舎落成祝賀演芸大会『 の ど自慢』 が 東部

小学校講堂 であ り司会 に起用 され 伴奏 は NHK大 分放送局の

恵良宏 さんだ った。当時の『 のど自慢』 とな ると 出 るのに勇気

が いる時代 それ に 唄 うとなれば伴奏はつ いて 来て くれ るが

ょ くょ くで ない とつい 外れそ うにな った。で もやは り申 し込み

した人たちは 自信 もあ るだけに旨 くこなす 素晴 ら しい会場に

な ったと思 い出す。

司会を受 け持 ったこん じも 元は素人 じゃき胸が ドキ ドキ し

たけんど伴奏者がプロ それに唄 う人たちが勇気がある そんな

環境にささえ られたか ら 約 2時間はア ッ ト思 う間に 過 ぎたと

冷汗三斗の思 いだったよ う。 レコー ド発売 と共にす ぐ ラジオに

放送され るか ら 耳か らの入 る歌には好奇心旺盛 な 若い人たち

は直 ぐ覚え る。時には大分ん南海堂に走 る 皆んな じ蓄音機 じ

聞 く覚えやいこする。次ん 日にゃもぅ覚えち ょる。 34年 の町政

施行祝賀会で も 起用 された ごたる。

ご
~
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§ § § 方 言説 明  §§ §→ こん 印 が ち ― たん な七 瀬馬 子 歌 。

1lP

12P

13P

14P

15P

16P

村八分…心が通いあわ ない 意見が対立す るなどで地 区

の人たちが 交際 しない対策で 残 り三分は火災 と葬儀

は平等 に して いた。餌つ け…餌で猿を寄せ る作戦 に執念

を 燃や した上田市長が成功 観光客誘致 に大 きな役割

を。

50銭 以下 の少額貨幣  10銭 、 5銭、 1銭 。え― と一

や っと。 ごた る…よ うです。 チ ッ トズツ…す こしずつ。

川原一河川敷を整備 してバ ス運行実施。 じゃ一では。 い

いん じゃね ぇ…よいので はない。

ゴウソウ… ごみ 芥 など。サホ ドン…それ ほどの。

ア ッチャ・̈ あ っては。ユ ウマ ァ…よ くもま ぁ。

※一億総 白痴が心配 されたが 物が不 自由な くな ると

あ りがたさが薄れ  自然心が貧 しくな って くる。感謝 の

気持 ちが な くなると 頭デ ッカチ人間 にな りがち。

防塵舗装…簡易な舗装で急場を しの ぐ。裸電球…透明な

電球で中の線までみえ る。か らじギるう…だか らで しょ

う。いいん ど…いいのです。

こんだ…こんどは。 こん じも一この人 も。ア ッ トー・瞬間

に 。

方言が入 っち ょると お とろ しゅ難 しいごた るか  分解 しち見 る

と 前後を見 くらべ ると な るほどと 理解 が出来 るで しょう。

優 しい暖かみのある方言 元は生 活手段に使 った 生活用語 じゃ

った き 人の心が染み こんでお るよ う。聞 くと荒 々 しいよ うで も

分解 した答えは『 なんな そげな話 じゃつ たん』 に なるよ う

に受 け取れ るか ら 不思議でんあ る。同 じ語句でん意味が い く通

りもあるき 慌て ると先は トッベ ンネ ェ所 に 行 くこともあ る。

で も方言の持つ優 しさは 格別でん あ りそ うです。
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バ スが川原 を走 るなん か  ち ょい と珍 しい光景 じゃつ た。 そ し

ち仮 橋 ち ゅうて ん 木 を  頑 丈 に組 ん だ もん じゃき 無理 は とて ん

出来 た話 じゃね ぇ。『 元 気 の いい しゃ歩 いて な 川 に落 て込 まん

ごつ して な』 運 転 手 の優 しい心 くば りに 元気 の い い しゃ降 り

ち歩 くが  ど うで ん歩 けん じゃ  『 おば さん な い いで  しゃん と

トラ マエ チ ョツテ ナ』

こん頃ん運転手 と乗客 は もう顔 な じみが多か った き 親戚か

友達見たごたる。石合の佐藤 さん どま 元気 のいい所見せ ち 手

にツヅ ぅパ ッ ト点 けると ハ ン ドル しゃん と握 る。 そん素振 りは

『 わ し任せち ょきな ぁ』 その もの じゃった。木炭バスどま寒 い

朝 どま ガスん発生力が悪 いき 横町ま じ皆ん な じせ る。発動機

が 目を覚 ます と ブルル ン ブルル ン 『 セ ッチ くれた しゃ乗 り

ょ』

ガ ラスが割れたまま なかなか修理が出来ん き 板の窓枠が風

に音 ぅたてち 走 った事 もあった。 けん ど野津原か らで るバ スは

ま ぁ 乗務員 と乗客が一体 とな っち ょつた。 じゃきあん ま り異常

もね ぇ じ 耐え忍ぶ心が豊 かでん あ った。発生炉んハ ン ドル回す

加勢 バスを押 しなが ら点火 ま じ 走 る場 面 どまふん と絵 になる

ごた った。

宇曾山祭 りん 日どま夜中ん  『御戸開き」を拝むために 夜に

臨時バス じ来 ると 所 どころに明か りがつ いち ょる 参道を上 り

夜中ま じ待 っち ょる。御戸開き時間にゃ本殿前は 身動 きも出来

ん ごついっぱいになる。 しか も拝殿かるん石段は素足 正月 どま

霜雪ん寒さと松葉が 足の裏をチクチク刺激す る。それ もご利益

じゃつたん じゃろう。

バス も昼過 ぎま じビス トン輸送 御利益 もあ ったん じゃろ う。

大 分か る温見通 いか る 大分バスになっち野津原ん足 じゃつ た。

18



若 い二 人 が手 を取 りお うち 参 道 を 上 りよ るぬ 見 ると 楽 しか

ろ う青 春 時 代 じゃろ う。 じゃが 山道 なん か始 め ちか  ち っ と上 っ

た頃か る  『 足 が痛 ん じ来 た』 ち 泣 けべ そ声 じ言 い よ る。 困 っ

た ち思 うたが こ こま じ来 ち 今更 引 き返 す なん か  あん ま り色 気

が な さ過 ぐる。

『 ち ょういとヨコウチ行 くか』『 そげ じゅう』 脇 に石垣が あ

っち適 当な ヨコイ場所。 そげな ヨコイ ヨルんを 横 目にサ ッサ ち

歩 く若 い二人連れ もあ った。悔 しゅわねえんかの ぅ 『 男は じゃ

ん とせんか 背負 っち上れ』 宇曾ん天狗が言 いよ るんか 風 に

乗 っち聞 こえゆ るごたる。

いっときヨコイ ヨッタガ 男は何思 うたか  『 よ し俺がオ ンジ

ヤルキ』 と しゃがみ込 む と背を向 けた。女ん子 もそ りゅ見た ら

『頼 も しいち思 うたんか』 背負われ るんが恥ずか しいんか

『 もういいで 歩 くは』 と 痛 そ うな足 ぅヒコズル ト 歩 きは じ

めた。『 しょわねえんか』『 しょわね ぇき』

覚悟決 め ちみ りゃ 余勢 に後押 しさ るるごつ 痛 さ もコラエ ラ

レンコタね ぇ。 ち っとんずつ歩 くうち 調子 もでたんか足取 りも

ゆ うな った。 § ゎ しの思 いは宇曾山や まん ほか に木 《気》は

ね ぇ 松 《待つ》ばか リ ハ七瀬のせせ らぎ サラサ ラサ ラサ ラ

ホイホイホイ  §

上 る したちが追 い抜 く けん ど慌てん じ確実 に上る そこに ゃ

天狗 も鬼 も味方 じち くれ よ る ごた る。『 どげ―ち った痛み ゃ

ゆ うな った』『 ぅん ち ったいいごた るわ』 顔見合わせち笑顔

が こばれた。時計 は 10時 半 じゃつた。『 ゆ っくり じいいき』

『 あい』 素直に返事す ると 笑顔が また こばれた。

賑やか な声 と一緒 に若 い人 たちが 元気 ゆ う上 っち来た。
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『 あげな しにゃ負 けと うねえな ぁ』『 じゃろ う ケ ン ド無理 ゃ

せんが いい』『 おお きに』 相手 にそげ一言わ るりゃ 不思議 な

もん じ痛みが消えた ごた る。 ご加護 もあろ う こん山 は神ん森 じ

ゃき や っぱ ご利益があ るごたる。上 り坂が急 にな ったち 思 う

た ら見晴 らしんいい場所。

『 あ ら一眺 めが い いわ 』『 よ し休 憩 す るか』 黙 っち立 ち止 ま

った遥 か  彼方 に人 の住 ま いが あ るん か 微 か に灯 が チ ラチ ラ と

ま る じ 星 ん ごた る。『 あ あ上 っち よか った な ぁ』『 じゃろ う

も う あ とち っと じゃ きな』『 そ う 嬉 しい や っぱ 来 ちよか っ

た』『 ゆ う頑 張 った き 天 狗 さん が 助 けち くれ たん じゃ』

吹 き上 ぐる風 に汗が滲ん だ 白い肌が心地好 い。 F涼 しいきチ

ッ ト前を嬰 けよ う』『 大文夫 かえj『 ………』 無表情 に前を少

し開 くと そよ風を一杯入 れて見た。『 よ し俺 も開 き ゅうか』

二人ん動作が艶か しいぬ 通 りがか りん人たちが 横、菌で ジロ リ

『 若 いとはいいな ぁ』 ため息 ま じりの声が聞 こえ た。

『 さ ぁ そろそろ行 くか』『 こん ままオ リテー』『 遅 ぅなると

戸開 きに間 に合わん よ』『 ほん と じゃ急が ないと』 あわてて

前を ちが えて 上 りは じめた二人。時計は 11時 20分 じゃつ た

。『 よ しチ ッ ト馬力か けち と』 『 ほん と負 けないか ら』楽 しそ

ぅな会話 は 休憩前 には なか った 気分転換でんあ った。

石段が見えたき もうすぐ拝殿煎に行き着く。『ここ

だまだ奥の院本殿に 石段が100あ るから」『え―そ

『 そ りゃ嘘 じゃが  50は あ るかん知れん』『嘘言 うと

るよ』『 じゃな ぁ 折角 ここま じ上 ったん じゃきな』

どりもゆ うな った。

『 来 たで ここが拝殿』

るごた る声 にかわ った。

『 あと石段 50じ 本殿 じゃな』

な」 Fま

げ―も」 、

罰があた o,,
‐ ■、,

二人ん足 1ヽ:ヽ、

プ ツ轟すぐ
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☆★★  方 言 説 明  ★ ★ ★

もん じゃき… ものですか ら。 ごつ しち…よ うに して。 ど う

でん …ど う して も。 トラマエチ ョツチナ…掴 まえて いて。

ッヅーパ ッ ト…唾液を勢 いよ く。本炭バス…木炭火力 によ

るガス発生エネルギーで エ ンジンを回転 させ る。 セ ッチ

くくれた しゃ…押 して くれた人は。 けん ど…ですが。ふん

と一ほん とに。御戸開 き…午前 0じ に神殿の戸を開 ける。

じゃろ う…で しょう。 じや った一で した。

じゃが 一ですが。 ヨヨウチ…休んで。 そげ しゅう一そ うし

ま しょう。 しゃん と…‐しっか りと。 ごた る…ようです。オ

ンジャルキ…背負 ってあげ る。 ヒコズル ト…引きず りなが

ら。 しょわねえんか一大丈夫ですか。み りゃ…みれば .コ

ラエ ラ レンコター我慢で きそ うで。 ち っとんずつ…少 しず

つ。 ゆ うな った…ょ くな った。 けん ど…けれ ど。 どげ―…

どんです。 ち った―…す こ しは。 いい ごたるわ…よいよ う

です。 ゆ っ くり じいい…ゆ っくりでよいよ。 あい…はい。

じゃろ う・―で しょう。 ちっと じゃき‐I少 しですか ら。や っ

ぱ…やは り。 くれたんか…いただ いたの。開 き ぅか 一開 こ

ぅか。 こん ままオ リテー… この まま居たい。 ここな一 ここ

ですか。え ―そげ― も…あ らそん なによいの。

いろいろん話 が あ るん も 世の中ん面 白さ じゃろ う。野津原 に も

大分か る電車が来 る予定 じゃつた。東京ん電鉄会社 に縁故者が あ り

見聞 しち 調査 した ところ何 と 途 中ん大分川を渡 るのに 鉄橋ん

工事が地下ん軟弱 じ膨大 な工事費。今でん ここん橋 に ゃ吊 り上げ式

アーチが  ,着 け られ ち ょる。仄かな夢 もサ ヨナラにな った。

昭和 40年 《1965》 県の農業実践大学ん 構想 もあ っち調査

が進んだ。 じゃが これ もイツ ンナカメーカ 他所 に決 まったのん

理由 もある じゃろ うが 何 とん 口惜 しい思 いで話。
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盆 踊 り も夏 ん風物 詩 で ん あ る。 新 しい初 盆迎 え ん 家 に 青 年 団

が 供 養踊 りに回 っち行 く。 日 ごろん仕 事着 た ぁ 全 然 違 う姿 や ら

薄 化 粧 した年 頃ん娘 達  晴 れ て器量 も抜 群 な手裁 き じ 日説 き歌

に合 わせ ち 2周 3周 。 そ して次 の家 に移 るが  お接 待 に ドブザ ケ

が  振 る舞 わ れ た。

『早うせにゃ先がせ くんで』 そん家ん若者が心配 しち せき

たつると 『わかっちょるき』 『あれじゃす ぐ クチモガイス

ル』 ないしょじ母子喧嘩 しよる。詢きかねちロクバセすると

『 ごちそうになりました』と サ ット移動 した。

9月 になると賀来ん『善神様ん まつ り』が .あ るち旗立 てがあ

っち これ も若者 たちん楽 しみん ひとつ。大分郡 の よ しみ じ祭 り

にあやか る。 3つ ん大 きな祭 りは 西大分ん浜の市。賀来 の市、

そ しち野津原ん清正公市が  あ っち郡役所ん伺候 もあ った。祝儀

を貰 う嬉 しさ もあ るが  お接待 にゃこれ も大変。

こ う しち農 家 も作 業 は夏 か る 秋 に移 り変 わ る。 暑 か った今年

夏 じゃが  じゃき作 もゆ う出来 た ごた る。 あ た ― シケ 《台 風 》が

来 に ゃい いけん ど。 豊 作 が 決 まれ ば青 年 団 の 秋 まつ りに合 わせ

た 素 人 演 芸が あ ち こち じ開演 。毎 晩 青年 ど ま熱 演 じゃ。 見物 に

渡 り歩 きそげ な中 じ ロマ ンの花 も咲 くか らチ ョイ ナ チ ョイナ。

故郷の戦後 27年 か ら 32年 まで と あげな話 こげな話題を

い っ しゅた くりに どげ じゃつ た。案外知 らなか った故郷んよさ

懐か しい思 いで物語。若 い人 たちはは敗戦 に も めげん じ頑張

った きチ ッ トンズツでん ユ ウナ ッチ行 きよるごた る。経済 も少

し好転 しかけたが  まだ まだ農村の経済浮上 に ゃ 時間が いるご

た るが  皆ん な心 は豊か にな ったち 思 うが ど うで しょうか。
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↓
こんだ『 女性ん底力』 に変わ ります。引 き続 きご愛読を。

22



力織の基カ
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祖 母 、母 そ して孫

今 日 も暑 い陽 が頭 ん上 に 来 た ごた る頃 じゃっ た。野良 か る

仕事 ん 区切 りが チ ー タ ンカ 親 た ちが 帰 っち来 た 。留守 番 す る

ババ さん と コ ンメ ー娘 は囲炉 裏 ん側 じ 待 っち ょつ たが  や

っぱ嬉 しい ごた る。『 お膳箱 』 ぅ 抱 え で 一 ち並 ぶ るん を 優

しい 目 じ追 いなが ら見 よ る。

めいめいん茶碗や ら箸 も入 っち ょる。百姓は忙 しい毎 日じゃ

き 朝飯んあた―そん まま食べな りん 茶碗や ら箸が入れち ゃ

る 言 ゃ―『 めいめいん お膳箱』でんあ る。

『 帰 ったな ぁ』 ばばさんの こん  ぁは ものす ぎ―はず温か

みんあ る言葉。 そん ばばさんが外ん仕事す る しに チャ ン ト

ご苦労様 ち ね ぎ らう気持ち ゅ 忘れん じ言 うな ぁ 自分 も今

ま じ言われた そげな心 くば りゅ 大事 に しち ょるけん。『待

ったな ぁ仕事んキ リがつかん じ』 言 い訳でん ね ぇ 仕事ん な

り行 き ぅ話す こと じ 留守番 も安心 も出来 る。

泥足 ぅザ ブザ プ洗 うと ず り上 が っち いつ もん 所 ぃ 座 る と

注 いだ茶 を飲 み始 め た。『 ば あ さん の言 ぅ こつ  ゆ う聞 いたか

な』『 うん』『 ゆ う遊 ん だで  なえ』 親 父 に返 事 と孫娘 に も

ち ゃん と言 う。『 オ カサ ンモ  ゆ っ くリ ョコ ヮ レンな』『 イ

ンゲ ゆ っ くり しち ょったで』

ひ じい外ん仕事 に比ぶ ると そ りゃ家ん LFん 仕事 た 楽な も

ん じゃが  ソク ゥお互 いが 理解 しお うちこす  家ん中は調子

もゆ う行 くもん。 自然 と笑顔が こぼ るるん も そげな潤 いが

あ りゃこすん 家内 ぐみでんあろ う。仄か な香 りが流 るるごた

る 味噌汁が ヌクマ ッタごたる。『 お膳箱か る出 して』『 あい

』素直に返事す ると 親父ん茶碗 を ハ ア ジ ョウに渡 した。
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っ ぐあ いだ側 に座 っち 待 つ ち ょる。 いつ ん な か め 一 か 身 に

ち ― た躾 は や っぱ家 に祖 母 、 母 、娘 、 ち暮 らす なか め に 身

が 覚 え る母性 本 能 が  出 ち くるん じゃろ う。 そ っ と渡 した手 が

震 え るん も  『 こぼ さん ごつ せ に ゃ』『 あい』 親 も子 も視 線

が 娘 に あつ ま る と  『 なん な みん なづ り見 ち』

『 今 日 みつばちが飛ん じ来 て』『 りゃ 刺 されたん じゃね

ぇ』 口出嵯に被害が あ ったので はと 心配顔 にな った娘 。『 じ

ゃねえが 蜜を もう集 めよるごたる』 不思議 そ うに聞 いち ょ

っが  『 いつ頃蜂蜜が取れ る』『 ま ち っと先 じゃろ うが』

『 たべ たいな ぁ』 」子ど もらしい 想像が きっと頭をよ ぎった

ん じゃろ う。

食べ なが ら外ん話を親が  『 今 日薬屋 さんが来 たんで』『 や

富 山ん しか』『 がい と飲ん じょらんな』『 ほめ られ たんか』

そんかわ り いい もん なアゲ ラ レンガ  これあげよ うち  『風

船 くれたに』 『 そ うな みん なサカ シイキナエ』『 デ 銭を

払 わん じすんだ き 銭 にゃ変 え られん けん ど』『 じゃな』

皆 ん なん 話 が 次 々 に 飛 び 出 しち時間 が流 れ よ る。『 さて と

昼 か らは あん続 き ゅ しち 早 じまい じゃの』『 早 く終 わ るの』

『 そ うで  早 帰 る き今 日はユ ツ ク リ 湯 に入 るか な ぁ』 『 うん

待 っち ょるょ』『 ょか った な ぁ』 バ バ さん も嬉 しそ うで す 。

娘 が ャ ジパ 冒 :こ こす  豊 さん で 4察 しい ごた る き。

家族が知恵を出 しあい 話 し合 `う こち一又 知恵 も浮 かん じ

くる き ひ じいのん も軽 く済み 銭 もあん まり使 わぬ それが

家ん経済 に も響 くき 計画生活 も出来 るごたる。家族が それぞ

れん役 目を果 たす時 思わぬ効果が経済 も左右す る 結 果 に

な りゃ一番理想的 じゃろう。健康 こす幸せん原点。 それ に ゃ家

ん特 に女性ん底力は 大 けな役割 も果 た しよる ごた る。
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小 豆 が 支 え る開 拓 ん宝

そん頃は米 も700円 は しよった。が売 るに ゃそん くれ 出来 に

ゃ売れん もん じゃき 限 られた広 さか る正面が 迫 らるる。中学生

ん子が『 培土機を買 お うえ』『 そげん銭が どきや』 終 いは話 も萎

む厳 しい開拓地。母親 は聞 いち ょつてん  自分 にサ ンク リが出来 る

わけでんね ぇき 親子 の気持 ちがいちば い 悔 しか ろ うち思 う。

水が少ね ぇき米 も限 られ ち ょる が そん畦に ゃ豆はゆ う出来 た。

大豆や ら小豆 や ら 中でん小豆は高値 じ売 るる。泥んついた手で コ

ンメー 小豆粒 ぅ丁寧 によ りわ けよる。『 かあち ゃん 頼 まれん小

豆 シヨ出来 たな』『 出来 ち ょるで 持 っち行 く』『 うん いいで 値

のチ ッ トデ ンいいんが』 学校か る帰 るとす ぐ 頼 まれた家に小豆

ぅ運ぶ。家ん経済はみん なが 気心揃 ゆ りゃこす。

昼下が り郵便屋 さん が来 た。『 お手紙が来ち ょるで』 笑顔が こ

ぼれ泥んつ いた手を 前 たれ じ拭 うと震 え るごた る 思 い じ受 け取

る。『 あ りが と ござ いま した』 もう目頭 に ゃ滲む涙 里ん身内

か る F達 者か欲 しい もん な ないか』 皆んなが物不足ん時代 じゃ

が 娘ん苦労思や何 か しち ゃりて ぇ。

『 ばあち ゃんか ら 元気 しち ょるか  ち手紙が』 夕飯わ きにそ

ん手紙が回 し読みさ る る。『 かあち ゃん頑張 ろ うえな 甘えた ら悪

いで みん な苦を見 よ るん じゃき』 健気 に子供 に怒 られるのん

思えば こすん言葉でん あ る。『 じゃな ハ リコ ンジ錦飾 る約束 じゃ

なえ』 みん な嬉 しい大笑 いになった。

Fは い一今 日ん小豆 代 米ん倍で ゆ う手入れ しち ゃるき また

持 って来てち』『 そ うな おおきに 培土機が先で』『 そげな こた

ぁ後 じいいき 高えん で』 『 そん代わ り仕事が 出来 る じゃろ う』

『 うんに ゃ仕事 は人間 が してん いいき』 そん言葉 は嬉 しか った。
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山買 いを す る し じゃろ う 汗 を ふ きふ き寄 って きた。『 す み ま

せん水 を一 杯  頂 け ませ んか』『 ど うど ッルベ井 戸 の が冷 て ぇき

こっち』 優 しく言 わ れ て遠慮 な く寄 る と 数 の寄 った手 で小 豆

の選 別 。 じっと見て い たが  『 物 作 り出す のは大 変 で す ね』『 は

いま ぁ で もイ ノチキ で す き』『 それ に して も手 を か けて』

冷たい水を頂 き 選別す る横顔 は 自分の母親 と 同 じくらいか

とふ と思 ったのだろ うか。『 もうお幾つ に』『私恥ずか しいが

還暦です』『 いや ご苦労様ですね で も心は若 いです』 き っ

と感 じい ったのか 自分 も苦労 し母親 に迷惑かけたのか。選別の

手先を じっと見つめ る。

『 そん なに丁寧 に して お値段 は』『 やすいんです よ 百姓 の

仕事 とはそげな もんで』『で もこん な奇麗 な小豆 は 町で !意 高 い

んです ょ』 きっといろんな経済知識が あるのか。私少 しわけて

頂けませんか』『 え で も』 躊躇す る母親に誤魔化 しではない

身分証明書をみせて それには自然保護の監視員の よ う。

『 それは もう どうせ売 るのです か ら よろ しか った ら』 と

ほっ した思 いで次の言 葉を まった。『 じつは欲 しい と頼 まれて

仕事を兼ねて ここまで 立 ち寄 ったのです』 母親 の苦労は勿論

物作 りの構えが尊 くて  『買 ってあげたい気持 ちに させ られ ま

す』 と 呟 いていた。『 今 ここには 1斗 ほど しか』『 ですか よ

か った 断わ られ るか と不安で した』

取 り合えず 1斗 を貰 い 後は後 日幾 らで もほ しい』 と 約束が

成立 し値段 も約培だ ったとか。優 しヽ`母響の執念が相手の 心 ま

で感謝 の世界 に誘 った功労。苦労す れば報 いがあ る ものの 証明

とん言 えそ うじゃつた。 まとまって揃えばす ぐ取 りに くる。産物

の生産 には苦労 も多 いが 尽 くせば必ず宝物 に も変化 して くれ る

農産物。 それは人の心が そうさせ る 現実の世界か も知れない

が。
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人 の巡 り合 わ せ は不思 議 な もん 一杯 の水 の魅力 もあ ったが

この老婆 の  心 の温 か さが 与 え た魔力 は  厳 しい生 活 の 中 か ら滲

み 出 る 宝 じゃろ う。『 粟 が ほ しい』『 山 芋 お願 いで きます 』

米 に殆 どた よ り酷 暑 の タバ コ耕 作  そん な 中 に飛 び込 ん だ穀物 ん

予 想 しのぶ  希 望 に少 しず つ 潤 す 開拓 農 家 。

『 はい今 日は便 りが 』『 あ ら―……』 嬉 しさを い っぱ い 笑顔

に見せて  『 いつ も頂 くば か りで お返 しです 』 差 し出 した羊

羹 一 竿  タマ ガ ッタ ンカ『 ま ぁ 子供 が 大 好 き じ す み ません』

後 は言葉 に な らな いが  言 い た い言葉 は も う一 足先 に 届 いた。

『 丁度 よか った  チ ツ トじやけん ど』 差 し出 され た小 豆  奇麗

に仕上 げて『 気 の毒 な』 『 気 の毒 はマサ カ リじゃろ ぅ』

親が働 き子 ど もが加勢 もす る。元締めは母親が しゃん と じゃ

き苦労が苦 にな らん ち言 う。心が豊かなん じゃろ う 遠隔地開拓

の惨 さに も『 もうなれた き』 そん気持 ちが  自分が溶 け こむ心

が 大事 じゃろ うな ぁ。子 もど も素直に太 っち 遠 い道程通 う学

校ん行 き来でん おば さん 、おいさん、一言ん挨拶が どん くれ。

それに心ん応援 しよるか  後 じそげ言ゃ『 そ うじゃな ぁ』

いい時期 に引 き上げち若 い しが 頑張 りよるん も気構えが違 う

家族。そん要ん母親が シヤ ン トシチ ョリャ こすそれ も出来たん

かん。泥手 じ一粒一粒美 しゅしち 出す そん真心 はまさに『女性

ん底力』 なん じゃろ う。見 か けだけ じゃ分か らん 真心 はいつか

きっと相手 に も 通 じたか るこす味方 も多か った。

宝物そ りゃ金か けち買 うもん もあるが  金や物 じゃ買えん宝物

もある。世話 にな った ままち別れる時  『 そ りゃこっちが言 うん

で』 と 教え られた り習 った り 上産 もい っぱ い大事す るき。 と

白い毛 も増えたが ここ じ 撒 いた人の真心 ん宝物 は いつ までん

皆んな大事す る じゃろ うな ぁ。
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くち な し執念 の親 譲 り

父親 が ど う してん苗 を育 て ち 希 望 地 に送 りて えち執 念 燃 や し

取 り組 ん だが  成 果を 見 な い ま まに病 に。効 果が い いん は立証 ず

み とあれ ば  気 性 が似 通 う娘 にす り ゃ こん まま親 ん意 志 を朽 ち

させ と うね ぇ。 余暇 に里 帰 り しなが ら 挑 戦 す る気 構 ぇ はやん が

ち 成 果 に近 くな った ごた る。

打 ち身の治療 にと試験 しち 効果が解 っただけに 苦労重ねち

足ん痛みを訴 え る母 に 親孝行 と勧めちみ ると 効果が あ っちそ

ん痛みか る も 開放された ごた る。花 も一重でん香 りが仄か じ

素朴 な真 っ白な清楚さが漂 ぅ。『 どうな具合行 きよるかえ』『 ま

ぁ素人 じゃき 父ち ゃんの ごつはな ぇ』

そん謙遜 とや る気 はど ぅ しちどぅしち 立派な もん じゃつた。

ただ問題 もあ るき難 しい。が 自然に逆 らうわけに ゃいかん。梅雨

時期ん白い花 ん香 りは もう気がつ くと側 によりて え。二輪撞み

水車を作 っち小水に 当て ると具合ゆ う銚ねなが ら くる くると

クチナ シ水車が回る。

襲を痛めた父親の知人が話を聞 いて 尋ねち来た。『 治 らにゃ

もともと じやき』ち 2、 3日 つけちみ た ら 不思議 と痛みが取

れた。『 いい ごたるわい』 喜び声が電話 の向 こうか ら入 ると

す ぐ飛んで来 た もじゃき  『 タマガルデ』『 でん お じさんな』

ち父親 とん懇意ん人が

嬉 しか ったか。

効き面があったち言う。それがどんくれ

不幸にも今はいない父の面影 その裏側か ら娘が燃やす執念に

父親は どん くれ嬉 しい事 じゃろう。そ しち人のためにな りゃ尚

更んこと。一人でん多 くの人のために 社会奉仕でんぃいきあん

清楚な 自い花 も好きじゃき。 と笑顔が こばれた。
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交 流 が広が る中 じ自助 努 力 ん  か い もあ っちか 治 った ち 聞 くと

無 性 に 嬉 し ゅな っち『 と うち ゃん 治 ったん と』 報 告 す る横 顔

が 紅 潮 す る。 自杵 に送 る以外 に 効 果が あ る 治 療 に も欠 か せ ん 白

い 可 愛 いい クチナ シ なか な か 種が取 れ に き ぃが  苗 を 育 て ち

チ ッ トズツデ ン 花 が 咲 き香 りが 仄 か に 入 ん 心 ま じ慰 め ち も く

る り ゃ それ も又 故 人 が 喜 ぶ じ ゃろ う。

余 暇 に飛 び回 る執 念 が  多 くの 人 た ち に役 立 つ ん な ら 熱 心 に

研 究 しち種 か ら育 て た 父親 ん 努 力 もやんが ち 報 い られ るん じ

ゃろ う。人ん巡 り合 わ せ は突 然 に  出会 う もの じゃな い。 しか し

奇 遇 な 出会 い じゃつ ち あ る もん  ま してや痛 み に 出会 った時  そ

ん 薬 に もな った薬 草 が  父 親 の 意 志 に結 びつ い た。 そ り ゅ う思 う

と世 間 の関 わ りは  いつ 誰 に世 話 にな り 世 話 を させて も らう事

もあ る と 若 い 自分 も勉 強 に な った と しみ じみ振 り返 る。

猛 暑 に花付 きが 悪 い き 不安 もよ ぎるが 限 られ た 量 が 収 穫 で

きた な らき っと誰 か の 何 か の 役 にたつ と陽 を ょ けなが ら も 畑

に入 る執念 は ま さ に 親 譲 りん 血 が そ うサ ス'ル ン ジャロウ。 白 い

花 が ゆ う似 合 う手 先 に 泥 が つ くの も構 いな しに 草取 りす る と

ふ っと そよ風 が 流 れ ち来 る。 そ りゃま るで『 ま ぁオ ヨコ イ』 と

何 かが 囁 い ち くる るよ う。

女 性 の底 力 は外観 か らは想 定 も 出来 ん けん ど人ん為 に な る

思 いが 父親 か ら依頼 され た よ うな 今ん気 持 ちは大事 に護 っち

これ か ら も頑 張 りた い ち 遠 慮 が ちに話す の が  又 なん とん 言 え

ん 暖 か な言葉 に 響 き出来 る支 え は して あ げ た い と 花 の 香 りを

満 喫 させ て も らった。

物作 りは一朝一夕 に出来 る もん じゃね ぇ ま してや特殊 な薬草

とん な りゃ 別問題 でんあ る。が挑戦す ること じ望みが叶 うな ら

や りがい も達成感 も 楽 しみ な もんでんあろ う。 白い花。
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△ △ △  方 言 説 明  △ △ △

じゃが 一ですが。 イツ ンナカメーカー いつの間にか。

せ くんで 一急 ぐので。あれ じゃきす ぐ…あん なふ うです い

つで も。 クチモガイスルー愚痴返答す る。あた―…あ とは

。 どげ じゃつた…ど うえで した。ユ ウナ ッチ…ょ くな って

。チ ョイナチ ョイナー調子がよ くて。

チータ ンカーつ いたのですか。 コ シメー…こす まい。 な り

ん―な りの。オ カサ ンモ…母親 も。 ヨコヮ レンナ ァ…体 ま

れな くて。 イ ンゲ…いいえ。 ソク ゥ…そ こを。ハ ア ジ ョウ

…母親。

こぼさん ごつせに ゃ…こぼさないよ うに して。亀山ん しか

…富山の薬屋 さんですか。 しよ らん き… してないか ら。ア

ゲラ レン…あげ られ ません。サカ シイキナエー健康ですか

らよか ったです。ヤ ッパーやは り。

培土機 …稲 の株元に上を寄せて 倒 れ ないよ うに して溝の

中が 低 くな ると空気 日光がよ く入 る。サ ンク リーや りく

り。 シヨー準備。 チ ッ トデ ン…少 しで も。ハ リコム・…頑張

る。

ツ リベ イ ド…釣 瓶 で水 くみす る井 戸 。 イ ノチキ ー生 活 。 1

斗 …米 で約 15キ ロの量 。

タマ ガ ッタ ンカ・̈ 吃 驚 したの。気 の毒 は マサ カ リ…木 の毒

がつ くとマサ カ リは錆 び るので の名 言 。 シャ ン トシチ ョラ

ニ ャー。しっか り して いな い と。

ごつはなえ…よ う :こ はですね。つ けちみた ら一つ けたな ら

。タマガルデー吃驚 しますよ。

チ ッ トズ ツデ ン…少 しずつで も。サスル ンジャロウ…。その

よ ぅに意識 して動 くのだろ う。 まあオ ヨコイーまぁ休憩 し

― も

ませんか。 もんでん… もので も。
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表往 還 街 道  五 助 ん旅物 語  5

五助 さん が肥 後 街 道 を 野津原 宿場 町 か る今 市 ま じ 5回 分割

じ辿 った後 こん だ『 表 往 還街道 』 を  5回 に分 割 しち今回 は山 中

か る 荒 木橋 ま じゅ旅 ん じと 二 人三 脚 旅 日記 。

山中ん野仏 に道中ん無事を願 い 本の間が くれん道 ぅ歩 くのん

もぅ 慣れた もん じ時 に ゃ馬 よ りゃ 早 ぅ小走 りに行 くき『 ど し

たんかち』 じっと見つめち ょると 路傍 に可憐 な花が まぁ露 ぅ

ためち 待 っち ょる。顔 は荒むて―が優 しい気持 ちが そげ一さ

す るんか。

どこか らか妙 な る尺八ん音  自然の中に響 くのん誠 ふ さわ し

風情が醸 しだ さるる。竹がそよ風 に微か に動 いた サヤュ レには

状況描写 も様 になる。 いつ じゃつたか 白熊回 しを 見に行 った時

じゃつた。出会 い橋 ぅ渡 る時 本当に美 しい谷水が顔 ま じ 写 し

ちそん写 った心 が 人間の宿命 ま じ写 し出す ごつ さざ波に揺れ

るんが  まるで 自分の運命 とも重ねた。

§ 白熊 獅 子 舞 い祭 りん 夜 は 恋 に焦 が るる出会 い橋

ハ  七 瀬 のせ せ ら ぎ サ ラサ ラサ ラサ ラ ホ イ ホイホ イ §

§ 湯立て しちか るお前 と二人 起 けた子供 ぅ寝せつ くる

ハ 七瀬のせせ らぎ 小鮎がスイスイ ホイホイホイ 8

温 見ん イ ノ コか る流 れ で た 水 が月 りん 水 ぅチ ッ トズ ツん 集 め

ち こ こま じ くる と デ ー分 多 ゅうな った。 谷底 ん 小 砂 をユサ ブ ッ

チ 流 れ 去 るが 縁 ん 谷 草 が  名残 り押 しそ うに ゆ らゆ らっと 見

送 っち ょる。『 サ カ シ ュ シチ ョ リヨエ』 巡 り会 った水 と草 でん

別 れ は 辛 く切 な い もん じゃ。 そ しち川 に な っち 流 れ くだ り

七瀬川 にな るん じゃろ う。
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『 ど っか お祭 りが あ りよ るんです か』『 え ― あ ― そ う じゃ今

た しかス グ ソコ ジ 白熊獅 子 舞 いん 祭 りが  ア リヨルハ ズ ジャ』

『 見 た いケ ン ド』『 そ うな フ ンナ ち ょこ っと よ っち見 るか な』

話 は早 ぇ 馬 ん顔 見 た り ゃ チ ッタよだ きいふ う じゃが  お客 さ

ん がん願 い な ら シ ヨガ ナ カ ロウモ ン。

出会 い橋 ぅ渡 っち チ ッ ト坂 道  太鼓 や ら笛 が 聞 こえ で ―た。

★ 尾 原 白熊練 り唄

笛 や太 鼓 で ヨイ コイ 舞 立 つ獅 子 は ハ ー ソ レソ レセ

お先祓 いの ヨイ ヨイ よ い さ道開 くハ ァ リャ ヨ ゥオ イ ヨイ ヨイ

それ  ヨ ウオ イハ リャ リャ コ ゥ リャヤ ヨイ シセ

ハ  ヨー イ トサ ノサ

伊勢 に ゃ七 度  熊 野 に ゃ三 度 愛 宕 さん に は ヨイサ

月参 リ ソ レ

お江戸 日本 橋  練 り出す 白熊  これ も大 名 の コイサ

立 白熊  ゾ レ

変 しゅうな きゆ うょ り ゃ ち ょろ ち ょろ ごれ

ござ り ゃ見 もす る コイサ  見 もす る ソ レ

白ん柄の長 さは 1間 1尺 《約 4M》  直経約 5Cの 樫の棒 頂 きん

傘形に馬ん毛を取 りつ けち まっす ぐに立てち回す と 遠心力 じ広

が っち傘を広 げた ごた る。 そ りゅう独特な唄 に合わせち 手振 り足

ぶ りゆ う道 中を練 り歩 いち進 む。唄 い手 は羽織袴姿 じ 拍子木 に合

わせち唄が流 るる。

明治 13年 頃  こん 頃 に始 ま った大 野 町 か る 伝 授 した もん じ歌

詞 に『 山 の 中でん 小 倉 木 ゃ名 所 』 ち あ る きや っぱ そげ な流れ ん

元起 こ りで ん あ ろ う。 荷 小 野 ん八所 神 社 まつ りん  獅 子 舞 いに杵 原

と尾原ん 白熊 が加 わ る。
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獅 子 舞 い も明 治 13年 《1880》 の  i秋 祭 りか るは じま った

ごた る。 こん 獅 子 舞 い も 宝 徳年 間 《1450頃 》 大野 郡 に京

都 に習 い に行 った都 留村 ん 加 藤 門 左 衛 門が 大 野 郡地 域 に普及

中熊 に伝 わ り志 屋 に伝 わ ったんが  お はゃ し笛 、舞 い方 、 太鼓 な

ん か も習 ぅち 佐 藤 源 次 郎 、佐 藤増 治 、久 々宮 岩 太郎 らが  村 内

ん青少 年 に指 導 した。

村 に こげな芸能が入 った事 じ 皆ん ながん気持 ち もゆ う まと

まとまり青年 たち も 芸能だけ じゃね ぇ 家ん仕事 に も熱が い っ

た ごたる。又伝承す る気風が物事 に 取 り組 む姿勢 に も現れち

京文化ん人づ くりも 自然 に大 きな効果が 見 られだ した ごた る

§

よそん祭 りにお呼びがかか ると 仕事ん くぎりもつ けち お礼

も入 る経済効果 も 笑顔 に変わ る連鎖反応 じ 事剪 と地域発展 に

もな った ごた る。

遍 路 しば しの トキ開 か せ て 噂荷 小 野 に語 りか け

ハ  七 瀬 の せ せ らぎ 紅葉 もチ ラ ホ ラ ホ イホ イホ イ

§ ア ン娘 と しごろ あね さんかぶ り いつか覚えた馬子歌を

ハ 七瀬のせせ らぎ 黄金 も実 って ホイホイホイ §

※ 千秋万歳

千秋万歳 思 うたこと 末 は鶴 亀  ヨイサ

五葉 の松  ソ レ

どれ が 姉 や ら ヨイサ

妹 や ら ソ レ。

茶屋 場 もど りは 皆 す げ笠 の

§

一
＾

フうノ
叶

ム
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昔 ん庄 屋 さん じゃつ た 杵 原 ん後 藤 家 住 宅 ぁ 他 の民 家 とん 形

式 手 法 ん 比 較 か る 1_8世 紀 中頃ん 建 設 ん ごた る。寄 棟 造 茅 葺 、

北 寄 りに大 戸 目が 開 いち ょる。土 間 ん 上 手 に ゃ土 間沿 い に  1間

の板 張 り間  それ に ク ドが つ け られ ち ょる。 こん方式 は コ コヘ ン

に多 い。

板の間 に続 く広間 に続 いた座敷 じ来客が接待 され 一般来客

は広間が 旨 く利用 されち ょる。広間の南手 に ゃ内緒  そん奥が納

戸 じ寝室 にな っちよる。方式 は宮崎県 に もあ っち 大分県でん こ

こあた りが北限 じゃろう。県下でん年代が古 いき こん地方 にお

け る直屋農家ん いい模範でんあるごた る。

人里離 るごたる場所 にち思 うが 藩主が こん地方ん管理 なんか

を 任せ ち役職 もヨナ シタん じゃろ う。苦労ん後 も忍ば るる。 じ

ゃき人情が こまやか じ まとまりが いい地域 じゃき 他所 にゃね

ぇ特異性 も継承 され ち ょる。厳 しい寒 さがあ り水不足ん 農耕作

業 なんか に耐え忍ぶ 強靱 な精神力 もここに ゃ輝いち ょる。

戦後『 農休 日制度』が一時あ った。 そん制度が実 に見事 に守 ら

れ ち 今でん ミニ なが ら続 いち ょる。毎月 16日 を こん 日に しち

農作業は 一切お休みにす る。 そん分 は勉強会や家庭 の生活向上

に 役立つ集団活動何かが 位置づ いち ょつた。正月休みは 2日

か る高齢者が 温泉行 きを楽 しむ。 4日 か ら主婦が交替す るが

温泉 じヤ ッパ編み物んぬ した リ ツクロイ もしよるが『 農体 貝』

ん真髄は ち ゃん と守 っち ょつた。

婦人会の研修会、料理教室 なんかは ここ じ 腕ん見せ どころ じ

地鶏飯 は見か け味 と も際立 っち ょる。 こん頃は山芋料理ん珍味。

山菜が時期を生か しち 愛情を こめち一際人気を集めた。寒 さや

不 自由な環境 に も 先人が残 した生 き方は 継承 したいと今 もそ

ん意欲は暖か い もん じ 明 るい集団でん あるき不思議。
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笠 ヶ淵 ん 物 語

今 市ん奥 地域 に息 子 夫 婦 と 姑 とん 3人 が 住 ん じょつ た。 日頃

ぁ仲 ゆ う見 え ち ょるん が  本 当 は姑 が ナニ ンカニ ン 嫁 苛 めす る

もん じゃ き も う 嫁 ど ま泣 きん涙ん メーニ チ じゃつ た。

婿 じょうに言 う と  『 姑 ん言 うこつ ―聞 くごっ 』 ち 言 うば っ

か り じこれ が  夫 婦 じゃろ うか ち 近所 ん じもチ ッタ果 れ  てん

ぉ ったが  ま ぁ他 所 ん カ タ ン仲悪 い こち  口 うサ イ ダス ンモ  ち

っと大 人 げね ぇとん  思 い よ った。

こん 日は朝 か る雨 降 り じゃき ま ぁ普 通 ん 家 ど まな ら  『 今 日

は ゥロィ ョコ イ ど ま ス ル カ ノ ゥ』 ち  ゆ っ くりた まに ゃ  ヨコ

ゥ コチ しょ った。 じゃが  ここ じゃチ ョイ ト違 う こち  な っち ょ

た。嫁 ん ち ょい と した不 注 意 が  と っべん ね ぇこち な っち  姑が

嫁 に意 地悪 ぅナ ジ ッタ ン じゃつ た。

もうこれ以 上 ん 我 慢 は 出来 ん 泣 き じゃ くりなが ら 嫁 は笠 を

持 っち家 を 出 ち行 っち  シモ ウタん じゃつ た。 荷 小 野 ん カサ に

大 けな岩 が あ ったが  そ こま じ来 る と も ぅ 嫁 は思 いあ ま っち

そん岩 か る谷 に飛 び こん じ しも ぅた。 なん と思 い切 った こつ ぅ

した もん か。

と そん時 じゃつた。 アタダ風が吹 き出え ちか る 笠が手か る

離 るると舞 いあが っち しもうた。そ して そん ままず ―と下ん方

ん淵に沈ん じシモ ゥタ。笠が手か る離れた 嫁 :ま どけなったんか

それか るは 人 々は こん淵ん こつ ぅ 『 笠 ヶ淵』 ち呼ぶ ごつな

った。 また嫁が飛ん だ 大岩ん こつ『嫁岩』 ち 呼ぶ ごつ なった

こん世 に生 まれ ち来 たん じゃに 不運 に も惨 めな暮 らしゅ す

る運命 た ぁな しじゃろ うか。何があ ったんか  1話 じゃ解 けん事で

ん …そ りゃナ カ ロ ウエ 。 マ ァ何 とムゲエ コサ レ物 語 。
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荒 木 谷 には夢 あ り

石合か ら曲が っち北側 は 岸壁が続 しち今に もクズル リャち 息

ぅ飲 む こともあ ったが 人間慣 るりゃ可笑 しな もん。馬車ん軋む音

にん ビク トンせん き 時 に ゃ寝息 じ時 に ゃ鼻唄 じ。 こん岸壁ん潜 っ

ち山中、上詰 にや水路が通 っち ょる。七瀬川上流ん谷水 もデープ ン

増 えち ょる。時 どき小鮎が跳ね よる。

§ 温 見通 い も苦 に ゃな らな いが

ハ  ーヒ瀬 のせせ ら ぎ そ よ風

あん 娘 と別 れ が 切 の う じ

サ ラサ ラ ホ イ ホ イ ホイ §

府 内 か る野 津 原 こん げ に 荷物 卸 ち ゃだん だん  荷 も少 の ぅな る

が 温 見 ま じゃ ま ぁち った残 り もあ る。 けん どそれ が 又嬉 しい 夜

に連 な るち思 うと 足 も軽 い に比 べ ち 馬 は これ か るが坂 道  曲が

り道 が続 い ち柿 野ん坂  掘 割 ん 坂 じゃチ ョィ ト ょ こぃて 一 ごた る

。 それ でん こん『 表街 道 が 竹 田か る熊 本 ま じ』 抜 け たん が そ
‐
り ゃ

も う どん くれ便利 にな った か。

高 沢 に上 る道 もケ ック シヤ 坂 じゃが そ こに も人 ん 営 み。 こげ し

ち先 人 た ちが 苦 労 した 里 が 楽 し く住 ま い しち ょるん が  仄 か に浮

か ん じ来 る。 ひ とよ こい シ ヨツ タ 旅 ん したちが 馬 ん 足音 じ 腰 う

ぁ げ た。『 こん じゃ温 見 ま じん  卸 屋 さん じゃな』『 ヘ ー い ど こ

ま じ行 くん か な』『 安 蘇 まで じゃが  今 晩 は温 見泊 ろか ち』『 そ う

な ふ ん な連 れ なお ぅか な ぇ』『 旅 は道 づ れ じゃ きな ぁ』『 そ うで

荷 物 こん上 に乗 す りゃい い』『 い いん で す か』

気安 い馬方 も優 しい もん  きっとコイサは楽 しい夢 も あるん じ

ゃろ う。荷物ん分が楽 にな った き 懐 か る紙袋を 出す と開 け 中か

る『 せんベ ー』が出た。『 ょか った ら食べて』『 りゃす まんな ぁ』

2, 3枚 つ まみダス ト そん 1枚 は馬 にクワエ させ た。『優 しい

な ぁ』『馬 も食 いたか ろ うきな ぁ』『 そ うじゃな ぁ』
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34P

35P

36P

37P

☆ ★ ☆  方 言説 明  ★ ★ ★

のん一の も。 ど したんかち… どうしたのです。 そげ ~… そ

ん なに。 じやつ た ~で した。 イ ノコー・水湛井戸。チ ツ トズ

ツ…少 しずつ。 デーブ ン…だ いぶ。ヤサ ブ ツチ…揺 らして

。サ ヵ シュシチ ョリヨェー元気でいてね。

ショ…準備。 ソ ツココジ~あ ち こちで。 うん に ゃ一いいえ

。ォ ッタ ンデー在宅 して。 ョコィョルー休んで いる。 ア ダ

が 一立派 な教 えが。 ヨコグルマ…反対を は る。 ヨカ ローモ

ン…いいで しようがoイ ヌルキー帰 るか ら。 シチ ョキ ヨ…

しておきなさい。 ワク ド~蛙。

ア リョルハ ズ ジヤーあると思 います。 ケ ン ド…けれ ど。 フ

ンナーそれ な ら。 チ ツタ…少 しは。

こん…この。 こげな一こん な。皆んながん 一皆んなの。

じゃった一で した。大木戸 …‐昔の玄関 口。 ク ド…竃。 ココ

ヘ ン…この あた り。直屋一ス グヤ 《建築方式 の形》。 コナ

シタ…兼務 して役職を務めた。農休 日…全国 に広まったが

自然消滅 して  ここには現在 もそれがあ る。 ヤ ツパ ~や は

り。 ツクロイ~補 修。 ここ じ… この場所 で。

ナニ ンカニ ン… とにか く大変。 メーニ チ…毎 日。チ ッター

少 しは。サ イ ダスモ…差 し出 して。 ウロイ ョコイー雨 な ど

で体む。スル カ ノゥ・̈ しま しょうか。 ナ ジ ッタンジヤⅢ…ひ

ど く悪たれ言葉を。 シモ ゥター決断 した。 ヵサー上手。 ア

タダ…急 に。 シモ ウタ… しま った。 ナヵ ローニーないで し

ょうに、気 の毒。ムゲ ノコサ レ…可愛 いそ うに。

クズル リャチ…壊れないか と。 ビク トンー大文夫。 デープ

ン…だいぶん。 けんど…けれ ど。チ ヨイ ト…少 し。 よ こい

て一体みたい。 どん くれ… どの くらい。 ケ ツクシヤ~結構

。 ショ ッタ_し て ぃた。 コイサ・…今晩。 クワエサセー タベ

させ て。
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故 郷 に ゃ先 人 が長 い問 食 べ た 料理素材 、 山 菜 が至 る所 にあ り

それ を 巧 み に使 い分 けち 命 ん 源 に した工 夫 が  今で ん 受 け継

が れ ち ょる。 今 時 ん 自然 環 境 ん 汚 染 や ら 農 薬 肥 料 なん か に頼 る

ん じやね ぇ 自前 ん知 恵 と努 力 じ 暮 ら した素 晴 ら しい時代 かん

知 れ ん。 《きな こオ ハ ギ も そん一 つ》

五 助 さん な今 日 も帰 り荷 が  み な終わ った き気 楽 に 下 りよ っ

た ら顔 な じみ ん 娘 が  『 寄 らん じ帰 るん 』『 … … …』『 ち やあ ら

知 らんふ り しよ る』『 なん ゃ ォ ロイイ ノ ゥ ち よい と考 え ごつ

しょ ったん じゃ コラ イイ ノ』 イサ グ ユ馬 を 引 き こん じ 笑顔

じ寄 っち きた き 娘 も『 や っぱ 好 き じゃ』 チ  抱 きっ い ち来 た。

中 か るキ ナ コん 香 り  『 や つ ぱ そ う じゃっ たん な』 五 助が好

き な『 きな こオ ハ ギ』 奥 か る手 拭 いを脱 ぎな が ら バ アサ ンが

ォ テ シ ョに乗 せ た 握 り立 て ん キ ナ コオハ ギ 。『 寄 らん の か と も

ぅた』『 あげん オ ロイ イ コ ツ言 う 考 え ごつ しち ょつ た ん じゃこ

と』『 そ うな 。は い食 べ あ』『 お お きに す まん な ぇ』

ひげ面を撫で まわす と 汚 れ た手を押 し拭 うち 摘んだ。 目を

シバ タタセチ  『 ャ ッパおばんがんな うめ―』『 じやろ うがえ

帰 らん じよか った じやろ う』 1娘か るヒヤカサ レチ 顔が赤 ぅな

った五助 さん。 キナ コおは ぎは急 な お客 さんが来 た時  す ぐま

にある 取 っ手置 きんお接待。

大豆を煎 っち黄粉 に しち ょきや いつでん間 にあ う材料 じゃき

上 品 じゃね ぇが 急なお客 さん ぬ モテナセルル。盆頃 は ヤセ

ウマ、ダンゴに付 くりや す ぐお供えに もな る。娘がバ アサ ン譲

りん 器量 よ しじ愛敬 もいい き ばあさん もャォネエガ 嬉 しそ

うな顔は皆ん なに喜ばれ  それが人か らも で ― じにされ よる。

『 きなこオハギ なんぼかえ』『 また トワズ言 う 銭 があるな

知 っち ょるき お代 りどげえ な』
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『 もう腹 が ぉ けた』『 遠 慮 しなん な ぇ』 話 が弾 む とつ いつ い

夕暮 れ にな っち しま う。

どこん家でんマナ板 に コチヨチ 調子 ゆ う音が響 く夕暮れにゃ

夏は きま っち胡瓜、蓮芋ん酢味噌あえ。 コ ンモ刻んで塩 じチ ョ

イ ト揉み 絞 った らもう材料が出来た。酢味噌ん調合 は好みに

それを ウマ イグアイに 入れち和ゆ りゃ もう逸品が 出来 あが る

。  (胡 瓜、蓮芋、ん酢味噌和え》

暑い盛 りにゃ食 も進まん ごつなる そげな時んアイデ
1ア

料理が

こん 酢味噌和え。涼 しさを呼び寄せ食感が 喉越 しをゆ ぅしち

歯ざわ り、酢が食欲に働 くき 思わず食べ こなす妙味。イ リコを

ァプッチ刻み 入 るりゃもう上品な逸品になった。香 り、におい

歯ざわ り、喉越 し、特有ん味、 5調 子が思わん元気に しち くる

る。

おまけに取 り立て野菜 時間が掛か らない即席。イ リコ、味噌

が栄養価値 も加えち 夏ん食欲減退の応急料理。体を導 しくす る

作用 もあ るき 暑 さ凌 ぎん妙味かん知 れん。 うなぎ も結構 じゃが

そ うそ う ねん じゅう食 う訳 に もいかん。 とな りゃ英知 を働かせ

ち 粉練 りに タニ シも役割 りゅ果たす。

農薬肥料 を使わん と タニ シが姿見せで―た。土用ん 頃 !ま 栄養

満点 とか 百姓では夏ん暑 さか る 健康保持ん為に もゆ う 使 う

材料んひとつ。水ん美 しい田んぼどま 動 くんが手 に取 るごつ

見ゆるき取 るのん簡単。拾 いあげちゆ う水洗 い しち 一時泥を吐

かせち殻か る取 り出す。

さっと熱湯 に潜 らせ ち 粉練 り材料 にす りゃもう 天下逸品の

タニ シの粉練 りが 出来上が る。昔 は多 いき夏ん食べ物ん王様。

ウナギ も タニ シも重宝 されちょつた。
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タニ シ ゃ砂 糖 醤 油 じ甘辛 に 味 付 けす り ゃ これ又 独 特 ん 風 味

と味 が ぁ っち だ ま っち ょる と言 わ に ゃ 解 らんかん知 れ ん 。 夏

土 用 は一 番 暑 い時期  農家 じゃ昼 寝 しち寝 不 足  体調 疲 労 を緩 和

させ ょ った。 そ げん 時でん  ば あ さん や らオ カ チ ャ ンな 昼 間 わ

き昼 か ら先 ん 仕 事 ん 間ん  コ ビル作 りに頑 張 る。

《火焼 き、握 り飯》 小麦粉 を水解 き した中に イ リコ刻みを

入 れ ち 鍋 じ裏表焼 くと出来上が り。簡単 じゃが焼 きあが った ら

上 に 黒砂糖をパ ラパラと振 り 解 けかけた頃 にグル リ ト巻 く。

後 は適当な時 に切れば 出来 上が り。焼 き立て は黒砂糖 が 熱 い

き ご用心を。

残 り飯 なんか もこん中に入 れ る 米 と麦が うま くコ ン トラス ト

模様 に。農家 の食 い延ば しは  こげな生活ん知恵 じ保 たれ 売れ

る米 は売 って生活設計。 じゃき農家を粗末 にす りゃ 政治家 は先

で恨 まれ ると言われた もん。 じゃが『 そげん こたネエキ ち』言 う

人 もあるごた るが  そりゃ違 うち思 う 心が貧 しゅな っち ょる。

朝昼食 うた飯が残 った な ら『 にぎり飯』 に しち ち よい焼 く

と昼か ら先ん ヨコイ時間の  『 こびる』にな る。塩結 び、 きな こ

結 び、の り結 び、人ん愛情 が こ もっち ょりゃ どん ひとつでん

おい しい もん。 ま してやお腹ん空 いた時 どま  『 うまい』 はず。

『 おい しか ったで』『 そ うなオオキニ』 :老 婆 の目も潤む もん。

人 間 に ゃ感 謝 しち食べ る それ以 上 に欲 が あ るん も事 実 じゃろ

う。 それ も結 構 じ欲望 が あ り ゃ 頑 張 る事 も出来 る。 じゃが 農 家

ん ごつ計 画 的 に 作 物 を利 用 す る生 かす  そ げ な計画性 は一 般 の

人 に は や や もす れ ば薄 れ て  簡 単 に出来 る金 さえ払 え ば と 思

うな ら少 し違 うと も思 え る。

コ ボ ク レん 里 芋 で ん  使 い よ う じ ゃ ウ メ ー 料 理 に  そ か ぁ知 恵

ん 出 しあ い ど 感 謝 ん 気 持 ち が  よ り深 み もま す 。
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五助 さん が 帰 りつ い た時 じゃつた。『 今 日は遅 か った な ぁ』

隣 んバ アサ ンが  『 黄 飯炊 いた き食 べ よ』 ち 前 垂 れ に隠 しち

持 っち来 た。『 あ り ゃ一久 しぶ り じゃな ぁ』『 嫁 が炊 きた いち

言 うき 教 え た と ころ ケ ック シャ 上 手 に炊 いたん で 』『 おお

きに ヨバ リュゥカ なえ 』

クチ ナ シん 種 を砕 い ち 煮 ると濃 い黄 色 ん 汁 が  取 る る。 き

それを 飯 ぅ炊 く時 ぃ入 れ ち タク ト仄 か ん黄 色 が  なん とん言

えん上 品 に 出来 あが る。 色 も香 りもい い もん じゃ き 高 貴 な食

事 ち言 わ れ よ った。 自 杵 ん 黄飯 は有 名 じ 食 べ物 所 じゃ献立 に

あ るが  音 物 語 にで も誘 わ るるごた る。

『 お うつ りあ ぎゆ う』 五助 さん も若 い・嫁 さん の手前 今 日

もろうた『 ア ンコロ』を 手塩皿に乗せ ち ばあさん に返 した

。 コンメーだん ごに 上手 に餡をつ けたんが  5つ 串 にさ しち

ゃる。人ん心ん優 しい気 くば りが  こめ られち ょるんが ゆ う

現れち ょる。 《ア ンコロ》

『 リャーー折角 もろ うたん じゃろうに』『 いいんで 心配せん

ごつ言 いな ぁぇ』 お互 いに真心が行 き来す る ツツ ロク人生

んほのぼの した夕暮 れ じゃつた。『 おみつ 夕飯 しゃ隣ん嫁 さ

んの お手並みん『 黄飯』 ど』『 また貰 うたんな』『 そん代わ

り お前が好 きなア ンコロ 1つ  ヤ ッタ ド』

本当は娘が好 きなア ンコロ じゃが他人が くれ た『 黄飯』 に

込めた優 しさ :ま  ア ンコ ロ以上ん味がす るごたる。『 これ もゥ

メーナ ァ』『 じゃろ う 上品なのや お前 もい っぺん炊 いち

見 るか』『 うつとうが  どげ じゆうか』『 うそ じや 心配すん

なや』 そ り してん ア ンコロもじゃが  や つぱ珍 しい もんぬ

人にあ ぐるそん気持 ちは 見習わに ゃち若 ぇ おみつ も胸 に し

っか り覚 え ごた る。

42



おばんがん味噌汁 は うめ―な ぁち近所ん若 い連中が 時折ん

行事ん時 いオダッル .ソ リャ解 っち ょつてん 素知 らんふ り しち

『忙 しいけん どいつ イル ンカ』 チ 言葉が帰 っち来 た。『 よい

おばんが炊 いち くるると』『 ヤ ンナ どげん こつ 言 うち頼ん だん

か』『 いん にゃ 上手 じゃきち言 うた ら いつ いるんかち言 うき

こんだ旗立てん 日』 しちゃるわ いにな った。

賀 来 ん 祭 りに ゃ決 ま っち 百 姓 は旗 を立 て ち ご利 益  頼 ん じ参

り も行 きよ った。 ち ょこ っと覗 い ちみ ると 何 ち ゅこたね え 味 噌

汁。 ち った材料 が 違 うん じゃろ う  『 いん に ゃ一 緒 ん ごた る』

聞 い ちみ た ら い り こ出 しに 家 ん 味 噌 を使 う 煮 立 った ら早 め

に食 ぶ るん が ウマ イ コツ。

簡 単 じゃに な し お か しいの ぅ。 い りこだ しが鍵 ん ごた る。 前

ん晩 に水 につ け ち ょき ゃ 朝 に ゃ も う  『 イ リコだ し』が  待 っ

ち ょる き 朝 イ リコは ポ イ して ん い い。 あ り合 わせ ん具 も大 事

野 菜類 が い い き揃 ゆ る と 香 り もん に ゃ季 節 ん 山菜 。 これ もい ろ

い ろ入 れ ん が い い ごた る。

煮 た った らす ぐ火を止めち そん時が一番 ウマイソウナ。ふん

な真似 しち見 りゃどげな  『 よ し 俺がゃ っちみろ う』 そん通

りや っち豆腐 ね ぎ あ っさ り仕込み.『 うん  こりゃ一ウメー

エ』 下手 にいろいろ調味料 どま 入れんほ うが シンプル.勝手

な上品ぶ りよ り あ っさ り味がみ魅力 じゃつ た。

昔 か る 自家用 味 噌 は  うまい具 合 に酵母菌 が  栄 養豊 か に熟 成

しち  くれ ち ょるん じゃき 小 細 工 せ ん ほ うが 得策 。『 今 日か る

か かん 代 わ り炊 くど』『 や  そ り ゃ本 当か』『 じゃけん ど か か

が任 せ られん ち言 う じゃろ う』『 も う逃 げで ― たの ぅ』 大 笑 い

したが 年 季 は い るが  素 直 に作 るん が  い いん じゃね ぇ。 賀来 に

参 り行 くか の ぅ。 気 合 いが入 っち 若 者 ぁ動 き も早 ぇ。
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● ● ● 方言 説 明 ● ● ●

39P

41P

40P

42P

43P

ち ゃあ ら一 あ らあ ら。オ ロイイノウ…横着 な。 コライイノ

…ご免な、許 して。イサ グ…急 ぐ。 や っぱ…やは り。オテ

ショ…小皿 。 あげん…あげな。モテナセルルー接待が出来

る。ヤオ ネーガー大変 なのだが。 トワズ…冗談を。

だまっち ょる一黙 って いる。オカチ ャ ン…母親。 コ ビルー

食事の間 に少 し食べ る。 グル リ ト… くるっと。 そげん こた

ぁね―き…そん な事 はないので。 ヨコイ…休憩、休み。オ

オキニ…あ りが と う。 コボタン…小 さなは した物 .ウ メー

…おい しい。

コ ンモーちいさ く。 アプ ッチー火で さ .ら して。 しち くるる

… して くれ ますか。 タニ シ…田んぼ にい る食用貝。

ヶ ックシャ…結構。 ヨバ リュウカー頂 こうか、 ご馳走 に。

お うつ りゅう…お返 しを。ア ンコロー ダ ンゴに餡をつけた

物。 リャー…吃驚す る。 ツツロク じんせ い―行 き来す る人

の優 しい心 ば り。 ヤ ッタ ド…や りま したよ。 じゃろ う―で

しょう。 うっと うが一私が。 どげ しゅうか…どう しま しょ

つ。

オダツルー調子に乗せて。ソ リャーそれは。イル ンカ‐…い

りますか、必要ですか。ヤンナーお前は。いんξこゃ…いい

え。ウマイコツ…上手に行 った。 ウマイソウナー上手なよ

うで。 くれち ょるん じゃき…くれていますか ら。かかん…

妻、嫁の。 じゃ :夕 ん ど…ですけれど。

先 人の生 き暦か ら伝承 され た 身近な食財を生 か した 食べ物の

工夫 はその中に 情愛 と知恵が組み込 まれ ち ょる。 じゃき山菜な

んか も 薬草でん あ る。思 わず食べたそれが 健康ん保持 に役た

つ薬でん あ った りもす るが  じゃき健康 じ過 ごさるる そげな

優 しい秘密が内蔵 されち ょる。や っぱ世 の中ゆ うした もん じゃ。
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野津 原 に ゃ伝 承 、民 話 が 多 く残 っち ょる。 それ だ け先 人 が 人 を

で 一 じした 優 しい心 ん現 れ でん あ ろ う。 今号 じゃそん 中か る

3編 を ご紹 介 しま し ょう。

◎ 小倉屋敷伝説 昔ん今市村 は 竹田ん岡藩 じゃつた頃 今

市 に長者様が住ん じょつた。長者様ん屋敷

を村ん シタチは 小倉屋敷 ち呼ん じ 長者様ん勢 いは村ん中で

ん 及ぶ もん なオラ ンじゃつた。

あ る時 ぃ村人が お宮が痛ん じょつ た き どうした もんかち

長者様 に相談 に や っち来 た。長者様 は しば らく 考えよつたが

『 ょ し ゎか った わ しが直 そ う』 ち あ っさ り引 き受 けち くれ

た。 もん じゃき 村人は喜 くうじ帰 りま した。

長者様 も どげな門を作 ろ うか ち 考えま した。人ん噂 じゃ

時ん将軍様が  日光 に目 も くらむ ごた る す ごいお宮を作 ったち

言 うそ う じゃ。 その門 な一 日見てん 身飽かん ほず素晴 らしい き

『 日暮 らし門』ち 言 うそ うな。長者様 も日光ん『 日暮 らし門』

のよ うな 素晴 らしい門を作 るこち しま した。

そ しち長者様は 江戸ん左甚五郎ん 所 ぃ使 いをで―たところ

そん大工ん弟子がす ぐ や っち来 ま した。

長者様 は大工 に  『 ゆ う来 ち くれたな ぁ 実 は 日光ん『 日暮 ら

し門』の ごた る 素晴 らしい門ぬ作 っち欲 しい。そん門 に ゃいろ

いろな 彫 り物 も彫 っち貰 いて一と。 そげ一説明 しま した。

じっと聞 いち ょつ た大工 は 屋敷ん離れにい っとき 閉 じこも

っちお ったが  え一と心が決 まったんか 仕事 に取 りかか りま し

た。長者様 は大工 に いろいろと注文 もつ けたん と。特 に門の彫

り物 にゃ自分の 日ごろん暮 らし振 りも 一杯彫 るごつ言 いま し

た。
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それか る日にちが た ったんか  そん門が ど うや ら出来 た ごた る

噂。 もう通 りかが りん じどま こそ っと覗 いち見 ち ゃ 話すんが

初 めん じの話が 次 に ゃチ ッ ト大 きゅなっち そん次 に ゃ又大 き

ゅなる もん じゃき時 の間 に 広が っち行 きよる。長者様 も笑顔

じ そ りゅう問いち ょつ た。

門 な 日暮 し門に真似 ち 作 ったき村ん シタチ ャ  『 日暮 らし門

じゃ』 ち 言 いよった。門の数々ん彫 り物 に ゃ 小倉屋敷ん生活

ぶ りや ら 食事ん こと、畑仕事ん こと 筍堀ん こと 鍬ん折れた

のや ら ケ ックシャ詳 しく 彫 っち ゃつち村ん じも タマガ ッチ

シモ ウタ。

門の正面 にあ る竜ん 彫 り物ん どま今 に も 飛 びで ち きそ う。

そん竜が夜 中に抜 けで ち 近所ん井戸ん水飲みよ る そげな話 も

広が りで―た。 もん じゃき コ ンママ ジイイ ンカち 心配す る人

も出よ った。そげな事がイ ッ トキ続 いたきか  しば らくす るうち

長者様が死んで しもうた そん挙旬 に家族 もつ ぎつ ぎに 病 にか

か っち しもうたん と。

門 に ゃいろいるん彫 り物が  しち ゃるがそん中に  『肥 た ご』

が あ ることか る 村人 たち ゃ神聖 なお宮ん 境内を汚 したか るか

知 れん じ 罰が当た ったん じゃ あ るめ―か。 ち噂 ま じ広 まった

。 じやが本 当は信心深 い長者様 中国ん故事 に もあ る 親孝行ん

特 に優れた人物  24人 の彫刻『 24孝 』を 彫 らせ ち村人ん

幸せ願 った グレジャキち思 う人 も多かった。

今でん『 日暮 し門』は 丸山八幡の楼門 と しち 残 っち ょる し

今市地 区ん鎮守 と しち 人人 に信仰 されち ょる。石 だたみ 660
メー トル歩 いた 西 に鎮座す るお宮ん 入 口に風雪 に耐えち過 ぎ

た 歴史を そっと語 りか けち くれ そうな 日暮 し門。仄か な夢 と

ロマ ン も浮 か び そ う じゃが 。
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§ ハ ァー昔 しゃ馬 子歌  肥 後 街 道 の

上 り下 りの石 だ たみ  ァ ソ レ

揃 うた揃 うたの 行 列 過 ぎ り ゃ

野 津 原 ょい と こ 七 瀬 の里 の

夢 と人 情 の  ソ レ 花 も咲 く 七瀬音頭か ら §

☆ 一荷和尚の籠か き人夫 …昔昔大田ん地福寺 に ゃ 一帰和尚ち

言 ぅ たいそう力ん強い お坊 さん

がお ったそ うな。一帰和尚は一荷ん竹 じ 本堂ん噴 き替 ゅう

したち 話が村村 に伝わ っちか るわ 一荷和尚ち呼ぶ ごつ な っ

た。

ある日和尚は 野津原ん宿場か る 今市 ま じん間を 肥後

藩の役人ぬ乗せ る 籠を担 ぐ人夫 に 駆 り出された。 ヨコ ド山

か る湛水ん間 にあ る  『 子持 ち谷』 ち言 う 断崖絶壁ん赤岩 に

さ しかか った時 和尚は何を思 うたか 役人を乗せたまん ま

籠を絶壁ん ホキ ンハナに 出 しち肩肘 じ 籠ん棒を押 さえち

キセル ぅくわえ 両手を使 うち 火打 ち石を カチカチ つと 打

ちで―たん と。

居眠 り半分の役 人が 籠が進 まん もん じゃき  『 おい籠 どん

何 しち ょるんか 早 ぅ行かんか』 と言 うと 和尚は落ち着 き

ハ ロウチ  『 も し お役人様 籠人夫でん ヨコイテー時 も あ

ります き まぁそげ一 言わん じ ち ょいと籠ん戸を 開 けち見

らんな』 そこ じ役人 な籠ん戸を 開けち見 ま した。 そ しち外

ぅ見 ると こりゃま ぁタマガ ッチ  シモ ウタ。

下 は断 崖 絶 壁 ん 谷 川 じ 水 が トウ トウと流 れ よ る。落 ちで も

す りゃ も う 命 な ん か ア ッタモ ン ジ ャネ ェ。 籠 人 夫 を見 る と

鉢 巻 き姿 ん  目の 鋭 い坊 主頭 が  肩 肘 じ籠 を押 さえ ち 知 らん

ふ り。 吃 驚 しち し も うた役 人  『 籠 人 夫 は僧 侶 と 見受 け るが

拙者 に対 しち 何 か恨 み でん あ ったの じゃろ うか  そ う じな け

りゃ 早 ぅ籠 ぅ上 げ ち くれ まいか』
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『 いゃいや お役人様 に ゃ恨みなんか チ ッ トン持 っち ょらん

が  実はの う 肥後藩 だけが出家を 籠人夫 に使 い迷惑 しよる』

『 そ りゃまぁ』『 仏様 に仕え る出家は ほかん藩 とオナ ジゴッ

扱 うち貰えんか ど う じゃろ うか ご返事次第 じゃ わ しも覚悟

す るが  お役人様を生 かす も 殺す も わ しの心次第 じゃき』

は じめち和尚ん気持 ちが 解 ったお役人 も『 ごもっと もなれ ど

私 は 下役人です き は っきり返事は ご勘弁願 って必ず  こん

事 は肥後 に帰 った ら 申 し上 げて責任を持 って 殿様 にお願 いを

す るほどに まずは籠をあげては くださ らんか』 冷汗三斗ん

気持 ちが 切れない うちにと ここま じ一気 に申 したそ うな。

話 が つ いた き 和 尚 も役 人 様 を乗 せ ち

ま じ そ しち今市 ま じゃ こん だ二人 じ

そ れ か るは 肥後 藩 じ ゃ籠 か き 入夫 に ゃ

そ げ な決 ま りが護 られ ち 熊 本 城 下で ん

評 判 にな った そ うな。

一 人 で 籠 を担 ぐと湛水

送 っち届 けた そ うな。

僧 侶 は絶 対 使 わ な い

一荷 和 尚 ん豪 傑 ぶ りゃ

今 でん こん  一 荷 和 尚ん 逸 話 は数多 くあ っち 又機 会 が あ った

ら お話 を いた しま し ょう。 豪 傑 は強 いだ け じゃ ね ぇ優 しさ と

理 屈 が通 る良 識 も 兼 ね備 え ち ょつ た き 皆 ん なか る も好 か れ

尊 敬 もされ ち ょつ た ごた る。

☆ 鬼 と天狗の知恵 くらべ …昔ん こと じゃつ た。宇曾山 に降 っ

たオオ ゴ トン雨が 麓ん村ん畑を

荒 らしち村人は たいそ う困 りよった。ある年 こん宇曾山に

住ん じょつた鬼が  こん年ん食べ物んが少ね ぇに つ いつ い村人

ん食べ物 ぅ横取 りしち 近所ん村村 も荒 らし 回 っち ょつ た。

宇曾山を修行ん場 に しち ょつた

『何んか いい考えはね ぇか』 ち

天狗 は村 を 見下 ろ しなが ら

悩ん で お りま した。

q沼争手ヽ
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ある日 いたず らを止 め させ る 方法を考 えつ きま した。

『 あん鬼は酒が好 き じゃき 酒を飲 ませち こん村ん為に働いち

もらお う』 そげ~考 ゆ ると 天狗 は鬼に言 いま した。『 お前の

好 きな酒を 毎 日好 きなだ け飲ませ るき 今 日か る 3日 ん間に

山 に 100本 の谷を 掘 っち くれん じゃろ うか』

いっとき考えち ょつ た鬼は  『 じめ じめ こりゃいい話 じゃわ

ぃ』 と そん話 に乗 ったん と。天狗 は山におお ごと 谷が出来 り

ゃそこが 水ん通 り道 ぃな っち 畑を守 り水ん害 も の うなる。

困 っち ょる村ん もん も助 か る。けん ど もし約束通 り 鬼が谷 ぅ本

当 にほった ら……酒ん こた―どげ しゅうかoち  ち つと不安に も

な った ごた る。

早速仕 事 に取 りか か った鬼 は  1日 日は 50本 堀 あ げち ち よ

い と笑 顔 が 見 え ょ った。『 こ りゃや るわ い』 1天 狗 もタマガ ツチ

で ん  3日 じ 100本 な無 理 じゃろ う。 ち思 うと『 鬼 どんす ごい

の ぅ』 ち チ ョコ ッ ト感 心 しち見せ ま した。 鬼 は谷 造 りん後 に ゃ

酒 が飲 め る る。頭 ん 中 は それ じ 一杯 じゃつ た o

2日 目 も頑張 っち 40本 が 見事出来上が った。約束ま じ10

本がある。天狗 はや っぱ タマガ ッタ もん の 今更取 り消 しゃ無理

じチ ッ ト 焦 りで――た。 3日 目 天狗 は夜が明 けん うち コソ ツ

ト山中んニ ヮ トリぅ呼 び集め こげ一言 いま した。『 鬼が全部谷

を掘 っち しまうと お前 たち も浚われ 食われて しまうき よ う

聞けよ。今 日我 しが ‐̈鳴 け―‐ち言 うま じ鳴かん こと』

さすが にダ ッタ ンジャロウ ゆ う寝 ち ょるき 明 け方に目が覚

めたが『 まぁチ ッ ト早か ろ う あ と 10本 慌つ るこたね ぇ』ち

もちっと眠 るか』 ち 寝 ち しもぅた。ニ ヮ トリも鳴かん じ せ く

こたね ぇ。 ところが ドシタことか  そん ままグウダ ウ。 ソシチ昼

が近づいてん ニ ヮ トリゃ鳴かん じ 何 日めか解 らん ごつなった
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夕 暮 れ じゃつ たか  急 にサ ワガ シュ ニ ワ トリが 鳴 きで 一 た。

タマ ガ ッタ鬼 は 目が覚 め ち  『 あ りゃ シモ ゥタ』 ち  じだ ん だ を

踏 ん だ が もう遅 い。慌 て ち谷 は踏 み荒 らす は 折 角 ん谷 は ドコ ン

コ コ ン壊 れ ち しも ぅた 。 天狗 は ほ っと した けん ど 可 愛 い そ うに

もな った。逃 げ 出 した鬼 も 欲 張 り勝 手 な振 る舞 い に 反 省 じち

『 愚 か な俺 が悪 か った』 と 修 行 に出 て行 っち し も ぅた。

見 送 った天狗 も引 き止 め たが  『 これ も自分 の 為 に な る じゃろ

ぅ』 と 必 ず帰 って くるよ うに と 見 送 った。村 人 た ちは鬼 の掘

った  88本 の谷 を手 入 れ しち 大 事 に使 うごつ な った き 大 雨

に も畑 が 荒 れず にす ん だ そ うな。 今 も残 る 88谷 は胡 麻 鶴 周 辺 に

そん  遺 跡 が垣 間見 られ る。

※※ 方言説明 ※′※

45P

46P

48P

49P

シタチー人たち。オラ ン…留守でいない、不在。

こそ っと―そ っとない しょで。ケ ック シャ…結構 .コ ン

ママ ジイイ ンカー この ままで よいのですか。肥 た ご…肥

や し 下肥を入れて運ぶ桶。 グ レジャキー くらいだか ら

47P ホキ ンハナ…断崖の端 っこ。才ハ ロウチ…喜 ち着いて。 ヨ

コンテー…休みたい。 トウ トウ ト…大 きな流れにな って

チ ッ トンー少 しも。

チ ョコ ッ ト… ほん の少 し。 コ ソ ッ ト=こ っそ りと。 ダ ッ

タ ンジ ャ ロ ゥ…疲 れ た の で し ょう。 ドシ タ… ど う したの

ですか。

50P ドコ ンココ ン…どこもここ も。
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五助 さんの『 ち ょいと一 服』

黒 いとこる ぅ一遍 見せち……『 こん前か る言 いょったぬ 見せて

ん いいで』『 そ うか え す まん な ぁ

今 日はホ ンナ皆ん なは』『 出かけち ょるき うつと うも留守番 じ

ゃき 五助 さん さえよか りゃ』『 いい ぐれか 一人な らナオイイ

キ』 にや り笑顔が こばれ たん も なかなか イツデ ン 見 らるる

もんでんね ぇき。 そ リーー 人留守番 とあ っち ゃ ゆ っ くり見 らる

るち も 思 うたん じゃつた。

いい按 配 に今 日ん荷物 は ね ぇき ダカイを しちか る 言 わ るる

頃 に出か け た。 『 早 か った な ぁ か たづ け ち ょらん けん ど』『 そ

げ な コター心 配 せ ん じょつ ち  くれ な ぁ』『 黒 ぅじォ カ シ ゲ ネ

ー けん ど』『 そ げん こた ― ね ぇで  いつ も周 りゃ美 し ゅ シチ ヤ

ル コ ト」『 あ り ゃ― いつ 見 たん な』『 見 らん で ん 解 るが え』

もうち った興奮す るごた る 初見参 に見 るん じゃき 固唾飲む

ごたる思 いでん あ った。『 ほん なこっち 来 て』ち 案 内 しち く

るる暗 ぇ小屋ん前。『 ち っと暗 い きユ ウ見えんかん』『 いいで

ソ ッココ見 ゆ りゃ だいた い手探 りでん解 るわな』『 じゃぁな』

日ごろ ら散 らか した所 じゃが  今 日は留守す るきか 美 しゅ片ず

けち ケツマズ ク心配はネエ ゴタル。

『 周 りも黒 いけん ど 中は もっと黒い きな』『ふん と黒 いごた

るな ぁ』 じっと見つめた ら フ ン トまつ黒ず くめ じ 手先がチ

ッ ト黒 ぅな った。汚れた ら拭 きな ぁえ 顔 ま じ黒 ぅな るかん』

笑 い声 も出 らん ごつ ち っと緊張 しち しもうた。留守 ん なかめ―

ふん と今 日は 運が よか った。

『 うっとが先 にい くき』『 いん に ゃ 俺が先 にゆ くき ゆ っく

り後か るでん いいで。
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さす が ん 五 助 さん も 若 い留守 番 の娘 と二 人 じ 真 っ暗 な場 所

に入 るに ゃ ち つと気 が 咎 め そ う じゃつ た。『 俺 だ け じ見 る きな

外 じ 待 っち ょつ ち くん な ぁ』 さす が ん 五助 さん も 入 って な

ん かは言 え ん じゃつ た。 じつと見つ め た娘 も 真 っ暗 ん窯 ん 中を

見 つ め た。 それが五 助 さん に ゃユ ウ解 った。

『ユ ウ解 るな』 窯 日か る声をか けた ら  『 しょわね ぇわな

ち っと明か りが  :差 し込 む きケツク シャ 明 りいわ な。 じっと中

じ落ち着 いち見回す と 慣れた日に ゃデープ ン解 る。『 こりゃま

ぁたい した もん じゃ』『 どげ―な お じい こたネーナ』『 ショワ

ネエキ お前ん ごつ はネーキ ノ』

ため息 つ きなが ら え ― と四つ ん ば い に な っち  出 ち きた五助

さん で ―ぶ ん 黒 うな っち ょる。『 見 よ そ う真 っ黒 に な っち ょる

で』『 そ うか  これ ぐれ 黒 いが  ゆ う似 合 う じゃろ う』『 ま ぁな

ぁ』『 な にや  オ ロイ イや つ じゃの ぅ』 や っと出 て来 た姿 に ゃ

や っぱ素 人 ち思 うた。 家 ん父親 で ん 兄 で ん 身 軽 いん じゃが。

『 どげ じゃったな 炭窯んなかん居心地 ゃ』『 うん 長 ぅはオ

レンノウ息がつ まる』「 はは―』『何 が おか しいん か』『でん

本 とうん こつ一言 うき もう 嬉 しゅな ったが』 真 っ黒に汚れた

野良着を手拭 い じ 払 い落 とす と雛ん顔が 妙 に愛 らしいごた る

。五馳 さん…………側 によ ると背中に抱 きつ いた。『 こら炭がつ く

ど』『 いいがえ 炭窯ん案内 したん じゃき』 そん言葉が心 :こ 響

くごつ 嬉 しか った。

顔洗 い縁 先 か け ち 出 され た茶 を よ ば れ なが ら『 ゆ う炭 窯 の側

じ仕事す ん な  ヨダキ ュネエ カ』『 いん げ  イ ノチ キ ジャキ』

親がす るぬ み る と 自然 そげ ―納 得 しち 働 くん じゃろ う。 でん

黒 い炭 に汚 れ て ん 心 ん 真 っ白 さに ゃ 五 助 もや っぱ嬉 しい。 い

い所 に輿 入 れす る とい い な ぁ ち思 うが … …。
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人 は人 に褒め られて 悪 い気 はせん もん じゃ。が褒め らるるに

ゃ人を 
―
褒む る ぐれえ な心 くば りも で一 じな こと じゃろう。 と

か く ドケカス リャ 人ん悪 口 ぅ言 うにす ぐ 首 ぅ付 き くうじもう

鬼ん首でん取 った ごた る 気分 になるしが多 い。 じやが ソゲ ンシ

コス 人か る悪 口ん まな板 に 乗せ られち ょる もん。

欠 点 を捜す ぬや み ゅうえ

長 所 を見逃 さん  努 力 を し ょ う。親 は子 を 褒 め 子 は親 を褒 め

夫 は妻 を褒 め 妻 は 夫 を褒 め  姑 は嫁 を褒 め  嫁 は姑 を褒 め 互

い に褒 め合 うと こ り 平 和 も来 る。

怒 ることもで ― じじゃが 褒 め るこた一さ らに大事 じゃ。褒 め

るこつ―忘れち けな した り怒 っち ば っか り しよると どげな

しでん クサ ッチ しま うじゃね ぇ。褒め合 うと こり 進歩 と向上 も

あ るち言 うもん。            
‐

お か げ さ ま じ 働 く 《は た を ラ クニす る》 i税 金 が かか らん笑

顔 じ 心 が豊 か に あ りゃ 有 意 義 な人生 ち 思 うが な ぇ。 人 ん 幸

せ と不幸 は プ ラス  マ イナ ス  0じ あ る き ど つちか に片 ぶ い

た 時 に ゃ 努 力 しち修 正す る そ げ な心 ん ユ トリガ 幸 せ 人 生 じ

ゃあ るめ 一か。 人 を あて に して ん 無理  当 て に しち な らん もん。

生 まれつ いてん宿命を 皆ん な背負 って ち ょるんが 人生 じゃ

き自分を大切 にせ に ゃ 人を大切 にゃ出来ん じ 人 も大切 に しち

くれん じゃろ う。人 の為 にな ること |ま  人 に世話 しち もらうこち

に も 結 びつ くもん。健康 じ生か されちお る 幸せを大切 にせん

と人が不幸 になれば  回 っち 自分 も不幸にな る。 それが 自然の摂

理 でんあるんが 現世の人ん世界でんある。
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健康 は買 うち ゅわ けにゃ いかん もん じゃが 努力す りゃ健康 に

な るる 人間に備わ った もんが あ る。それが 自助努力でん あ る。

健 康 7条 …睡 眠 出来 れば 8時 間 。朝 食 は必 ず 食べ る。 タバ コに

ゃ害 に な る。酒 は適 量 にす る。 30分 以 上 ん 運 動 を欠 か さぬ事 。

間 食 を しな い。 太 らない。 こげ な こち一気 を つ くる こと。

5大 習慣病 …脳卒 中。がん。肝 こうへん。糖尿病。心筋梗塞。

生 きた味方の細胞 …維持す るために ス トレスを貯めない。

特 に男性 は欠 け ると危険。女性 はス トレスに強 いか ら 長生 き ぅ

す る。 自助努力 は自分が そん気 にな りゃあ る程度 蓄力可能。

神か ら与え られた仕事をす る一生 きがい。家族や周 りの人 たち

との関わ りゅ大事 に。 自分 に出来 る役割を持つ こと。一 日一笑ん

心が ける。笑顔 と感動を作 る。 自分の生 きる権利を生かす も。

健康な身体 には健康 な精神が宿 る、 それを社会に生かす こと、

そ りょって生 きて いた証 も残せ る。生 きた価値観 も現 るる もん。

健康 の幸せ…快食、風邪を引か ない一万病 の元。

快便、疲れを作 らない残 さな い。

快眠、運動を欠か さない  体全体を動かす努力 に

つ とめ る。無理 は禁物。 リハ ビ リ体操は 自身の 体

調管理 に も効果 .

昔 か る早寝早起 きち ゆ う言 いよ ったが早起 きは 頭ん回転 もゆ

うな るき 知恵 もゆ う回 る もん じゃ。 自然体 も動 くき体調ん  コ

ン トロール も万全。 そ こに ゃや ること も順調 に 成果 もゆ う出ち

能率 も上が るこちな る。早め に区切 りもつ くし 見直 しも余裕が

あ るき 欠陥 も見出 しち信用 も 確保 出来 るん も 楽 しい一 日。
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51P

52P

53P

54P

□□□ 方言説明 □□□

ホ ンナー。それ な ら。 うつ とう…私。 いい ぐれか…よいです

ょ。 ダカイー牛馬 に餌をや って。 ち ょらん けん ど… して な

いけん ど。 コター…事は。ォ カ シゲネーケ ン ド…恥ずか し

いけれ ど。 シチ ャル コ ト… してあ ること。 ほん な…それな

ら。 ち っと一少 し。ュ ゥ…ょ く。 ソッココーそこらを少 し

。 ケッキズ クーつ まづ いて。 ネエゴタルーないようで。 い

ん に ゃ一いいえ。

くん な ぁ… くだ さい。ケ ック シャ…結構。 シ ョヮネーキー

大丈夫です。 オ ロイイ…根性が悪質。 どけ じやつた…ど う

で した。 もう… とて も。 ヨダキ ュネエカー大儀 じゃない。

イノチキ ジャキー生活方法ですか ら。

ドゲカス リャ… ど うかす ると。 ソゲ ンジコス…それで こそ

。ば っか り…ばか り。 クサ ッチー気落ち して。やみ ゅうえ

…やめ ま しょう。

こげな こち… こん な ことに。 ゆ う一よ く。 そ りゅう…それ

に よ って 。

生活遺産のルー ツ…知 っち ょつてん 悪 い こたなかろ ぅき

20ほ ず並べた き 参考 ま じしち ょく

れ。そげん こと じゃつ たんで。

学徒動員…昭和 17年 10月  徴兵年令の引 き上 げによる出征 出

陣。 (1943》 戦雲厳 しくなる。

蚊帳……… 日本書紀 に も出 るが 庶民利用は江戸期か らのよ う。

うちは……古代宮 中儀式 などで一江戸時代以降 は一般的 :こ 利用。

はきもの一下駄 弥生文化後期 に使われ始 ま ったよ う。

ラ ンプ……点灯 したのは安政 6年 《1859》  明治か ら30年

代 にかけて 一般家庭に も。 5年 頃が最盛期。
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い け ば な 一万葉 集 に よ る と天平 勝 宝 2年 《750》 す で に あ っ

た。 古 今 和歌 集 や枕 草 子 な どに も 現 れ る。

新 聞 …… … ロ ン ドンで初 の発 行 《1985=ザ 、 タイム ス 》 日本

で は  1877年 毎 日新聞が  東京 で 発 行。

印刷 。一 ……中国 で紙 が 発 明 され て 《105) 1900年 に発 見

され た木 版 印刷 が  精 巧 さを物 語 って い る。 金 属 板 の

印刷 も 《770》 あ った と言 わ れ る。

粘 土 版 文字 …前 3000年 か ら 約 3000年 の間 用 い られ た。

大 八 車 … …寛 文 年 間 《1667=72》 江 戸 で発 明 され た。

ひき自……平安時代の文献 にあ リ ー般庶民は江戸 中期以 降で

もっぱ ら精 白に。

古代琵琶…奈良時代 《700》 に中国か ら入 った。

農薬 ……… 1670年 〈寛文 10》 ウンカ発生で用 い られた。

だい こん一原産 は中国などで 奈良、平安時代 に i:え にあ った と、

記録 されて いる。

盆栽 ………中国で は じま り 鎌倉時代には記録が あ る。室 町時代

にな ると曲折を 愛 で るもの も。

青 の洞門… 1745年 頃か ら30年 余 りかけて  善海が  掘削 じ

た約 185メ ー トルの  トンネル。

鎌倉大仏…建長 4年 《1252)金 銅で鋳造  1495露 座 とな

った i葛 さ 11, 36メ ー トル。

大般若経
‐=『大設若波羅蜜多経』仏教の 真理を体得 して  これ

を全ての人 に生かそ うと励む 菩薩の最 も重要 な実践

徳 目であ る 波羅蜜 を解 いた 多 くの聖典を集約 した

もの。

大 日本史 …水戸徳川家が編纂 した歴史書。明暦 3年 《1657》
着手。明治 39年 《1906》 完成。神武天皇 か ら

100代 後小松天皇 に至 るまでの 歴史を収 め文献 と

∫
d

くごコ

して優れて いる。
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★ ★ ★  今 回 の玉 手 箱 を開 け ま し ょう ★ ★★

青年団…戦後 《1945》 に一時 ひえ い して いた当時の 故郷は

復員者 、引 き揚 げ者が 温 こ ぅ迎え られ ち 帰宅す ると何

は ノウデ ン皆ん なガ カを合わす りゃ何 とか……食い物 は

分 けお うち食 いよ りゃ しょわね ぇき。

心 ぅ豊 か にせ ん と馬 力 も出 らん 。心 あ る しが『 七瀬舞 踊 団

体 』 を 肝 い り ゃ青 年 団 も負 けん ど。 当 時 はや った『 の ど

自慢 』 な どげ な。子 ど も会 もあ っち こ っち ニ ヨキニ ョキ

で け ち そん  大 方 は青 年団 が競 争 じ 世 話 を しよ った。 も

ん じゃ き青 年 団 そん もん も 頑 張 りで ― た。

昭和 39年 に青年団が『 団歌を募集』 した。当時 と しち ゃ

郡部 じゃ画期的 な取 り組み いい按配 に詩が決 まった。 き

曲 も都合 ゆ う付 けち くれた。 5月 5日 に 野津原 と今市 じ

景気付 けと紹介ん 発表会が開催 され た。 自分 たちん団歌

があ る なんか コソバ ィィゴタル心ん歓喜でんあ った。

野 津原青 年 団 団 歌

1 恵み うるわ し 山や川

我 らに希望 《ノゾ ミ》の 明 日が あ る

育み培 い 母 なる故郷 《サ ト》の

愛の灯  うけて起 《夕》っ

ああ 野津原青年団われ ら。

2 炎 と もゆ る 清 《ウ レ》 しき 瞳 《メ》

我 らに青春 《ハ ル)の  夢がある

あけわ た る空 に 母 な る故郷 《サ ト》 の

理想 の光  か ざす もの

ああ 野津原青年団われ ら。
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3 果 て 歩 み  た ゆみ な く

我 らに誇 りの 道 が あ る

大 地 の叫 び 母 な る故 郷 《サ ト》 の

っ きせ ぬ真実 《マ コ ト》 求 め 行 く

あ あ 野津 原青 年 団 わ れ ら。

機 会 あ る ごとに合 唱 しよ った。 そ げ な熱心 な時代 に呼 応す る ごつ

昭和 41年 《1966》  全 国青 年 祭 りが 東 京で 開 催  そん 中 に

野 津 原 青 年 団 コー ラス部 が  出場 す る こち な った。 団 歌 と指 定 曲

ん特 訓 に乗 せ ち 勇躍 首 都 でん 晴姿 に み ごと『 努 力 賞 』 を 受賞

錦 を 飾 った。

こん 時 代 にチ ョイ ト ラ イ ト当て ちみ ろ うか な ぁ。 昭和 35年

《1960》 に 有 線 放 送 電 話 が 開 設 され ち 改 良 工 事 と と もに

41年 に完 成 した。 今 市 ん 尾原 ん 無 灯 火地 区 :こ  風 力 発電 工 事 が

完 成 す る。 36年 3月 に ゃ待望 ん  本 田、今畑 にバ ス路線 新 設 に

な っち  利 便性 が ゆ うな った。 《1961》

昭和 45年 《1970》 に 第 2回 全国消防操法大会に 野津

原消防団が 出場 して  『 敢 闘賞』を受賞 した。

また昭和 61年 《1986》 には 第 2回 全国婦 人消防操法大

会 に 大 田婦人消防団 も出場 し 特 別賞 も受賞 した。

地域 じゃ60年 (1985》 第 1回 ん `『 ふ るさ とまつ り』

平成 8年 4月 に ゃ香 りん森  『 マ ロソン大会』

平成 15年 8月 にゃ豊後今市『か ごか き競争』か は じまる。

野津原 じゃ過去 に も 大分大学ん駅伝競争

大分郡駅伝競争

大分消防署駅伝競争 なん か もあ った。

考え ちみ りゃフン ト 野津原に ゃ夢 とロマ ンが ガ イ トあ った。
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『 踊 りの祭典  い まここに』

平 成 7年 9月 3日 《1995》 に  ふ るさ とに根 づ いて 50年

『 踊 りの祭 典 … い ま ここに』 が  開 催 され たん が  も う 23年 も

前 ん こち な る。終 戦後 いち は よ う 心 だ けは豊 か じあ りて ― ち

心 あ る した ちが  『 七瀬 舞 踊 団 』 ぬ 作 った。 長 い戦 争 ん あお り じ

荒 れ果 て た故 郷 ん  人 の心 を チ ツ トデ ン 和 らげ明 日に向 こ ぅち

生 き抜 くため に大切 ん事 ぁ 何 ち ゅうてん 心 が  豊 か じ明 り ぃ

笑 顔 取 り戻 そ うえ。 ち。

いち早 ぅ楽 しい時間ぬ作 り出す  自分だけ じゃね ぇ 近隣の人

たちか る村民 に波紋 たて 心が弾む こちな る生活ん回復。不安 の

ねえ 日々を取 り戻す為 ぃ 通 じ合 う心 と優 しい情愛が湧 く それ

が大事 と思 うたか らじゃつた。 あ り合わせん器具や  レコー ド

用具衣装を使 ぅちん 舞踊演劇 は若 い人ん心 る捕 らえ 家族や地

域 に溶 け こん じ ひとときん間の機会 に 苦労や悩み もチ ョコ ッ

ト 忘れち夜 の更 け るま じ 刻 む リズムが人ん元気 も 取 り戻せ

た よ うじゃつ た。

舞 台 演 劇 か る青 年 団 の 素 人 演 芸 にか わ り 各地域 じ繰 り広 げ

らる る憩 いん ひ と と き。 裸 電 球 ん 下 に ゃ人 と人 ん ふ れ あ い 交 流

そ しち ロマ ン。 新 しいカ ップル も芽 生 え た。 人 が増 え食 料 も衣 住

もままな らん が  心 ま じゃ貧 し くね ぇごつ 努 力 が加 勢 も しち く

れ た。何 は の うで ん 頑張 れ たん も 心 が 豊 か じゃきか。

あれか る 50年  今は亡 き方や 苦労 しなが ら指導 しち くれた

人。 そ りゅ受 け継 い じ世話 しち くれ た人。涙か くしち教えち くれ

そiヂな影にゃ多くん貢献した 人たちがあったかるこす こん
祭 典 も出来 た よ うな もん で す 。 こん 祭 典 は これ か ら続 く人 た ち に

明 日に向 か う晴 の登 竜 門 な の です 。 自然 に恵 まれ た故 郷  そ し

ち七 瀬 川 ん せ せ らぎ。父 母 が 子 孫 が 愛 しい人 が  心 寄 せ合 う こん

踊 りの祭典 は
・
素 晴 ら しい星 に輝 い たん で す 。
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は じめ に

9時 20分 すべてが終了 した。 Sの 手が一層固 い それは感激の

心があ るか らじゃろ う。無言の握手に涙が頬を一筋伝わ る。無事 に

終えた満足感が全身を抜 けた。感謝感激 舞台 にかけた執念。会長

と事務局長 と駆 け寄 り 言葉 にな らぬ。 目が 回ほ どに手が手が余韻

ひときわ身 に染みて。

18人 のス タ ッフが 心 込 め た 集大 成 は この よ うに して  終 幕

を迎 え た。『 故 郷 に根 づ いて 50年 踊 りの 祭 典 い ま ここに』

人が相手を大切 にす る時 人は自分 も大切 に しち くるる。苦労を

承知 じ取 り組んだ『 踊 りの祭典』心通わせた 人 と人が力を英知を

アイデアを 生 か して 6ヶ 月の集大成が終わ った。 まだ実感 は湧か

んが それぞれの責任を果た した 満足感 はあ った と信 じたい。多

くの人の温か い支援協力  に支え られて この世 に生 きていた証を

残 したそんな人間本来 の 夢が叶え られて 疲れが襲 うけん どそれ

も又人生。苦労 の後の喜 びは金では物で は 買え ない宝物 じゃき。

あなたの力技英知 は 永久 に消えん じゃろ うな ぇ。

夢 にか け た踊 りの 祭 典

春ん行事 カラオケ連合ん発表会、盛会 に終わ リホ ッ トー息。 と

踊 りの祭典の話が もち上が った。 日ごろ熱心 に勉強 してい る 生徒

の表舞台わ と『 呼びか けてみょ ぅ』 そげ な ことか るスタ‐―卜した

ふ るさとに根づ いて 50年  踊 りの祭典が まさか で もそげな思 い

を皆 もっていた。以心 伝心 とか ササ ンカが風 に舞 う そん風が肌

にマ コチ心地 いい頃 じゃつた。

社中ん代表者 に打診 しちみ る。二つ返事 の賛成 じ滑 りで 一た。影

に隠れた人たちが 晴ん舞台 じ披露す る笑顔が 目に浮かぶ。
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あん人 もこん娘 も嬉 しさが  自分 の もん の よ うに伝 わ る。 黒 髪

白い肌 え くば も出来 る 親 を連 想 した り親 に似 た 幸 せ人 生 が も

うす ぐ実 る巡 り合 わせ 。 3月 23日 第 1回 打 合 せ 会 に 9月 3日 に

決 ま り 5ケ 月 はす ぐ過 ぎち行 く。 しっか り根 性 は め ち…取 り組

まに ゃな るめ ぇ。

出演 50人 予算 25万 円 出演者 も 1000負 担。実行委員 も

少数精悦で 町長 に も甘 えち広告収入 に も頼 ることに。新聞原稿

も望みかけち送 ると 早速 5月 5日 掲載 まで こぎ着 けた。 7月 ん

打合せ じゃ積み落 と しね ぇよう 密 な打合せが進む。暑 さ無情ん

中 じ『 ものす ぎも』 ち チラ リ聞 くと飛躍心が燃 ゆ る。 じゃきこ

すす るん じゃ ち晩み返 したい心 ぅえ ― と押 さえた。

折角ん機会 じゃき『 あん時ん踊 りを』 ち 言われ ち捜す とア ッ

タキ・…50年 前ん曲 早速特訓 しち舞合 にか くる。 7月 末に文化

協会総会 あ り。 こっち もプ ログラムが 出揃 うた。広告が予想 よ り

上周 りそ う じほ っと。 じゃが 日時が どん どん減 っち 慌 ただ しい

日が続 く。 29日 プロ構成  8月 5日 校正 じち印刷 に回す。

50年 記念舞台 じゃき顔写真入 リ ケス ト歌手はテイチク歌手

の小野栄昭 さん 涙の友情 出演 にな った。後はすべて手づ くりん

花舞台 に 音響 も友情支援 の三響企画 黙 って見 られん きな。心

が寄 り添 うとなんか ジー とクスグル.七瀬舞踊団 にえ―とご恩返

しが出来 る。素人集団 じゃが心 は玄人 じゃき。 あ と 1月 キ ラキラ

輝 く星ん数 々が ステー ジを飾 る時 ヤツターち。

バ ックデザ イ ン、カ ッ ト画完成  司会 ナ レー シ ョン原稿 も出来

た。顔写真揃 う事務局 は寸時 も 休む暇 な し水車ん有様。 これ も

取 り組んだ き物好 きん税金 じゃ。遅 くま じ取 り組んだ先生方 も

頭が コ ンガラガラニ ャいいが。痛 ま しい 日が くり返 され る。でん

きっと『 よか った』 ち 思 うち信 じちな ぇ。
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立 秋 ん声 が 聞か れ て ん 暑 さ は本 番。特 訓 受 け る子 ど もは き っと

晴 舞 台 に夢 を託 しち  こん苦 労 が 社会 じ生 か さ る る ごつ。折 り

込 み 広 告が 完成 し新 聞 一 面 に 掲 載 記事 も噂 ニ ユ ースが  駆 け抜

け ち静 か な プー ム醸 す 。 こん な時 に踊 りを して い た 出 られ る健

康  世 話 を して くれ る そ こに い る。 諸 々の条 件 が重 な り今 の

自分 が あ るん じゃろ う。 開演 を 夜 に したの も 3時 間半 の時 間が

や り くり出来 る き。

プ ログラムに顔写真が載 った。画期的な演 出 はた った一度 きり

ん思 いで。出来 るだ けん こつ ―盛 り込みたい。事前の PR車 も走

った スタ ッフん アイデアは随所 に生かされ た。 ひと口祭典 ち言

うが 6ヶ 月かけた企画  ゆ うまぁや ったち苦笑す る。 5時 に ゃ車

がね ぇ会長  もう畑 にニラ刈 りに行 っち ょる。勤務 に出 るま じん

時間を事務処理.書 いて は変更す る裏方。刻 む リズムは瞬時 も

待 たなもヽ 9月 3日 .

人 は言 う『物好 きと』 じゃが物好 きも 必要 とされ る世相 には

大 きな宝物の存在。敬意を表す る人あ り 我慢 す る辛 さの人 も。。

折 り込みの誤字あ り修正 に動員。今度は氏名 ミスあ り 動員され

た人 たちの日はまさに血 まな こ。 しか しその苦労 も余韻嬉 しい

開幕が現実の ものにな った当 日。 3月 に始 ま った企画 も構成 に

迷 い もあ ったが心が通 い合 う時 それ も脱皮貫 いた結果は 舞台

の人たちには知らされぬまま 無事に終了した。感謝のみですこ

音響照明司会進行か ら 舞台引 き幕のテクニ ックも 一応 OK
間違 いな しになった。 シルエ ッ トが効果よ く生 か されて 野津原

で は初のそ して今後 ないか も知れない 踊 りの祭典が見事 に効果

を あげて 思 い出を い っぱい残 し 多 くの皆様 に支援 された会。

永遠 に残 る夢物語で もあ ったよ う。巡 り会わせ た人人の幸せ人生

は 静かに余韻残 して……………あ りが とうござ いま した。
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方 言 説 明  § § §

ノウデ ン…な くて も。 しょわね ぇき…‐大丈夫ですか ら。

どけな… どうですか。で けちそん 一出来て それか ら。

もん じゃき― ものですか ら。 コソバ イイゴタルー恥ずか

しいょ うな。お もはゆい。

チ ョイ ト…ち ょつ と、少 し。フ ン トーほん とに。ガイ ト

…た くさん。

じゃっ た…で した。 チ ョコ ッ ト… ほんの少 し。 あれか る

…あれか ら。そ りゅ―。それを。 カルデス…か らです。 く

るる… いただける。 けん ど…けれ ど。

じゃろ うな ぁ…で しょうな ぁ。 そげ ぇ…そんなに。

な るめ ―…な らないで しょう。 じゃきこす…・ですか ら。

そ う じ…そ うですか ら。 コンガラガ ッチ…混雑 にな って

57P

58P

59P

60P

61P

62P あ るん じゃろ う…あ るので しょう。ゆ うまぁったち…よ

くもま ぁ や った ものだ と。

玉手箱 にゃ古 い物語 りや ら ふ っと忘れ ち ょつ た事。習慣が今は

もうないけん ど 懐か しい場面が蘇 るごた る 事 もあ るもんです

。青年団、消防 団、 なんか も そげ言 ゃあ ったな ぁち 追憶 され

る人 もきっとあ るで しょう。踊 りの祭典 も 何年かに一度 と決め

て いたが やは りいろん な条件が 揃はない と実現 は難 しい。

23年 も過 ぎ ると あん時んホ ンノ 10歳 ん娘 さん  もういい

お嫁 さんで 子 ど もさんが早 ければ 幼稚 園か小学校か もね。 そ

ん な年月ん流れ の中 じ ふ っと今でんあ る『 貰 い湯』ん 人情が

写 しださるる。雪 の降 る夜 の貰 い湯は 追 い焚 き して くれ る隣人

の 愛情 に涙す る若 い嫁 さん。 じゃが こん老婆 も若 い頃に体験 し

た恩返 しの一つ じゃつた。
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『 ィ ッパ イ ヨ ンジュ ク レ』『 あ ら一遅 か ったな ぁ早 ぅ入 りよ』

隣 ん若 い嫁 が  昼間 で 合 った時 ぃ『 ●入 り来 ょ』 ち 言 わ れ ち よ

た き もう 2日 も入 っち ょ らん き 遠 慮 の ぅョバ レニ 来 たん じゃ

った。待 っち ょっ ち くれ たん か  す ぐ降 りち くる と『 入 っちみ よ

チ ッ ト ォ キ が ぁ った き 冷 め ち ょ らん ち思 うき』

暗 いき遠慮の う脱 ぐと 入 った らオカ ンは いい按配 じゃつた

。『 ォカ ンいいんで ォォキニ』『 ソウナ ユ ック リ入 りよえ』

又ち っとクベチ クレタゴタル 窯が熱 くな って 冷 えた体 に ゃ

なによ りん ゴチソウジヤツタo百姓 じゃみなみな風 呂がね ぇが

そか ぁ隣同志 じ沸かす と 誘 い合い入れ ち もらうが  や つぱ遠慮

はっ き もん。

草 履 ん音 じ『 又来 て くれ たん じゃな』 ち 思 うと涙 が に じみ 出

る 寒 い夜 ん 風 呂場 。『 せ かん の な ら寄 りよ』『 お お きに』 と

本 当 は よ りた い けん ど ―一人 だ け風 呂に入 って と 思 うと こん夜

はす ぐ帰 らな ぃ と い ろ ろ にな る ごた る。 小 さな声 じ『 オ ゴ ッソ

ンナ リマ シ タ 又ュ ック リサ セ テ モ ラ ウキ』『 じやな ァ ほか の

しの事 もあ るきな ぇ 気 を つ けち帰 りよえ 』『 お お き に』

こっそ り忍 び帰 りに  1婿 じようは解 っチ ョッタゴタルが そこは

知 らんふ り じ寝返 りうつた。そろり床 に入 ると いろいろが脳裏

を掠めたが  や っぱ暖 ま った体は 安 らか に眠 りにつ けた もん。

『 ぉばあち ゃん オオキニ お休みなさい1 目を開 じると自分 も

年 とった ら あんな風 に したい もんち 心 に決め よ った。

家族を責め るのではない 経済の事 もあるがそげな 生活が今

ん家 じゃ常識 になっち よ るき それ以上 は贅沢かん知 れん。 じや

き自分だけ贅沢す る引 け 目 も なぃゎ け じゃなか った。婿 じょう

はそん点理解 は じち ょっ た ごたる。朝飯ん時ん空気 は ち心配 し

たが差 程 ん雲 行 きは  な か った きホ ッ トは したが 。
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大分県でん消防訓練大会があ っち 昭和 43

大会に 《1968》  野津原町消防団が優勝 した 。

9月 ん『 第 6回

9回 九 州 図 書昭和 49年 1月 《1974》  今市中学校 が第

館 コ ンクールで 最優秀賞 …文部大 臣賞受賞 。

昭和 54年 11月 《1979》 野津原町  中央公民館 も 文部

大 臣賞を受賞 した。

◎  こばれ ば な し も 少 しご披 露 します 。

昭和 28年 7月 17日 《1953》 水害 で苗不足に九州各県

よ り『 救援苗』が到着 少 し遅 れの 田植の感謝便 りが 東京か ら

ラ ジオ電波で放送 されたんで全国 に。◇ 農事放送通信員 よ り。

昭和 33年 4月 29日 野津原 の 本の内簡 易水道完成す る。 2

日で負担 12000円 だ った。 《1958》

同 じ年 の 9月 2日 原 村 の 奈 須 勝 造 さん 雌 牛 15頭  連 続 出産

記 録 を 。 《1958》 》 ◇

昭和 38年 2月 27日 に 恵良 の大火災 あ り罹災 23戸 132

人が。冬水不足や救援消防車が 渋滞で接近 で きず惨事にな った

。 (1963)

昭和 54年 5月 26日 《1979》 に 福宗ハ ウス園芸農家が

取 り組んだ メ ロ ン栽培が東京か らラ ジオ放送。◇

昭和 62年 7月 1日 大分合同新 聞の 野津原通信部が開設 され

て く1987) 野津原の故郷情報が 多 く取 り上げ られた。

平成元年 には加賀縫製が 企業 と して進 出 く1989》 し 2年

6月 1日 (1990》 に 第 26回 ふれ あいプ レス大分合同新聞

の開催。情報展開が広 まった。
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0ゆ 0 方 言 案 内 ← ← ←

ょつ た 一忘 れ て い た。 なん か も一 な ど も。 そ げ ― … そん

に。 ホ ンノ… わ ず か な。 じゃが 一 で も。

イッパ イ ヨンジ ョク レーー風呂入 らせて ください。 ち ょら

ん き…ないので。 ヨバ レチーいただ いて、入 らせて もらっ

て。ォキー残 り火ん温度 で。オカ ンー温度 は。 クベ チクレ

ター追 い焚 き して くれ る。 ゴッソウ ジャツター もて な しの

気持 ちで。 じゃな一ですね。 ごた る…よ うです。 チ ョツタ

ゴタル…ようです。オオキニ…あ りが とう。 じゃき…です

か ら。

でん―‐で も。

ょだ き―…よ く使 う方言 じゃが 京都 か る入 った ごたる。

京都『 源氏物語』に出て来 る『 よだけ し』が

起 源の よ うじ 海を渡 っち伝わ った 生活用語。九州ん大分県 宮

崎県 、鹿児島県、 じ使われ よ る。又兵庫県、広島県、島根県でん

使 われ よった。使わないと減 って無 くな り 使 うと増えち残 っち

いつ までんあ る もん。

序 で に解 りそ うじ難 しい 方言 ぬ幾つか並べ さげ―た。

食品 …アマ ジル…ぜんざい。 ツキアゲ…ふ らい。 コガ シ…麦を煎 っ

て粉 に した もの。キ ラス…おか ら。 〉ッパ イー・と うふ。

衣類 …・シャルマ ターパ ンツ。 シャツポ…帽子。テ ノゴイ…手拭 い。

イマキー腰巻。 オ トシーポケ ッ ト。 はハ ダツケー馬方 の財布。

花野菜 ―タチ ヮケ‐―ナタマメ。 トビシャクー‐ほ うせんか。 シ ビ トグ

サーど くだみ。 テマ リコ…あ じさい。オ リバナ…万寿沙華。

身体 …ヤケハ ター火傷。 ウワ シンゾウ…散髪 。 ウソバ …親知 らず。

ツキヤ クー生理。 ツズ…唾液。 ドバキ ー吐露す る。

動物 …キナ…ば った。 ワク ド…蛙。アプラム シー ごきぶ り。
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『愛宕山ないつか らあるん』

五 助 さんが 雨 じヨ コ ウチ ョツ タ ラ 近所 ん 子 ど もた ちが  遊 び

来 た。 五 助 さん な馬 方 じ 頼 まれ た荷 物 を 運 ん だ り 旅ん 人 た ち

を乗 せ た り す る生 活 ぅ しよ った。

子 ど もが 来 た な 理 由 が あ った 。 そ りゃ一何 で ん ユ ウ 知 っち

る物 知 り それ に話 が うまい 嫌 ち言 わん。 偉 そ うに話す人 で ん

子 ど もが 頼 む と 物 知 りぶ っち 妙 な顔 しち嫌 う もん じゃが  こ

ん五助 さん な  もう全 くそげな 人 を 分 けへ だ て た りゃ せ ん き

誰 か らでん 好 か れ よ った 。

『 お前 ど う 何 事 か  また話 し ゅう 聞 きに来 たん じゃな』

顔 色 み り ゃわ か る それ でん断 わ られ ん ち ち ゃん と解 っち ょ る

き ニ コ ッ ト笑 うた 五 助 さん も 釣 りこまれ ち 皆 ん な も笑 う

た。『 お前 ど うが ん  そん 笑顔 が  や っぱ い いの う』

年上 の子 ど もが  『 愛 宕 山は  な しア ッキ あ るん な』『 なん や

ち っと 難 しいの ぅ』『 りゃ一知 らん の な』『 いん に ゃ聞 いた話

しゃ あ るん ど それ が 聞 きて ぇん じゃの』『 そ うで』 皆 ん な

真剣 な顔 に な った。 子 ど もん好 奇 心 な い い もん じ 五助 さん も

ち っと 若 が え った ごた る。

『 ほん な話そ うかの ぅ』 タバ コぃ っぷ く吸 うと 真顔 にな っ

た。そん時にゃ ゃ っぱ子 ど もた ち も 真顔 にな るごたる。

大昔 安蘇ん山が爆 発 した。皆ん なは真剣 な 顔 になった。 そ

ん時ん溶岩が流れ ち ここま じ来 たん と。 じゃき今でん 原村や

ら竹の内なんかん 川 そ こは固い一枚石ん まま 残 っち ょる。が

野津原 ま じゃ 来ん ままに溶岩 も 止 まったん と。 や っぱ ヨダキ

カ ッタ ンカノ ゥ。
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『 じゃき いつ ん なかめ ―か  それが固 ま っち 今 も残 っち ょ

る もん じゃき 昔 ん ま まに水 が 流 れ よ る。 けん ど野 津原 は大 水 が

出 た りす る と ち っ とんず つ 川 が  エ グラ レチ底 が  深 ぅな っち

いつ ん なか め ―か  こげ―低 くな ったん と。『 そげ ― な ったん 』

まん 前 ん子 どま よ っぽず タマ ガ ッタ ンカ。

ところが  あん愛宕山は 固 い石 じ出来 ち ょるき 雨 に も削れ

ん まま 残 った もん じゃき あ っき―座 ったままにな った。雨や

風ん力は弱 いち 思 うと何百年 もす る なかめ― こげなふ うに

変わ っち しまうき オ ジイ ジャロウ。それ じフコだけ ゃ ヒキ イ

ケ ン ド 周 りゃ昔か るん 高 さに残 った じゃな。

『 ほ ら周 りゃ 辻 原 でん  竹 の 内 でん  船 平 でん  だ いた い

同 じ高 さ じゃろ う。『 でん宇 曾 山 な 違 うごた るが』『 い い所 い

気 が ち― たの ぅ や ん な や っぱ頭 が いいの う』『 い いで 頭 に ゃ

デ キ モ ンなね ぇで 』 子 ど もた ち ぁ ドッ ト笑 ぅた もん じゃ き

五 助 さん も 横 腹 ぅ押 さえ ち 笑 い よ った。

『 あん 山 は の ぅ 違 う頃 に こん だ地 か る せ りあ げ られ られ ち

ニ ョキニ ョキ と 出来 たん と。 じゃき山ん土 も岩 も 違 うそ うな

。『 …………』 子 ど もた ち も 珍 しい話 に 物 言 えん ごつ  タマ ガ

ッタ ゴ タル.五助 さん な ひげ 面 を なで なが ら  『 ど ぅ じゃ解 っ

た か』 ち ~言 わん ば か り じゃつ た。

『 それ で ん面 白 い な ぁ 爆 発 した り 溶岩 が 流れ た り 固 ま っ

た り 山が  せ りあが った り :地 の 中  どげ な っち ょるん か 』

子 ど もた ち も ち った疑 間が 解 け た ごた る。『 茶 でん 飲 む か』

嫌 とん 言 わん 子 ど もた ちに 五 助 さん も な しか嬉 し ゅな った

ごた る。

今 でん原 村 谷 、大 田谷  福 宗谷  竹 の 内谷 ど ま 川 底 が

一 枚 岩 にな っち ち っとん 変 わ らん 水 が流 れ よ る。
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『 塩 水 は母 の楽 しい飲 み物 』

風邪を こ じ らせ たの か  寝込 みが ちん 母 親 が  学 校 に出か くる

子 ど もに声 ぅか けた。『 お 前学 校 か る帰 りに 又 汲 ん じ来 ち くれ

な ぁ』『 あ い  ほん な瓶 ぬ 持 っち 行 くき』 本 当 は ヨダキ カ ッ

タ そげ な年 頃 。 それ と あ っち ま じ汲 み に 行 くと途 中 じ悪棒

が ぉ っち コナサ レモ  シ ヨ ッタ。

じゃがそげん事 ぅは 言 うち ょれれん。勉強ん終わ りん鐘が

鳴 ると いそい じカバ ンに 学校道具を さぜ こむ と 草履 ぅ

っ っかけち 飛 び出た。 トギが一緒 に帰 るかち 思 うち『 やんな

今 日は 忙 しい ごたんの ぅ』『 うん 塩水汲み行 くき』『 そ うか

ほんな 行 っち加勢 しゅうか』『や いいんか』

そん 時 ん嬉 しい こと 涙 が こぼ れ そ うな  『 い いん か』 そ う

言 うと  『 い い ど』 よか ったち 思 わ ず そん トギ ぅ 見 ると

涙 が 出 たん じゃろ う 滲 ん じゆ う見 えん 。 二 人連 れ に な った き

コナ ス あん悪 棒 も『 仕 方 ね ぇか』 ち 思 うた よ うな 格好 が ゆ

ぅわ か った。

大事 抱 え ち家 に帰 る と  『 今 日は トギ が お つた き』 何 も知 ら

ん母 親 は  『 そ りゃよか った な お お きに ち言 うた か え』『 うん

言 うたで』 こん だ用 事 ん あ る時 ぁ 加 勢 せ に ゃな ぁ』 それ だ

け言 うと 泣 けべ そで ん  や っぱ誰 かが 助 け ち くる る あ りが て

ぇち 折 角 汲 ん じ来 た  水 ぅ旨そ うに飲 ん だ 。

高貴薬 ぅ飲 むわけでんね ぇき 病気ははか ど らん じ なかなか

オケたてん。時折ん塩水汲みが や っぱ苦 になるごた るぬ 親 じ

ゃもん見抜 けんはずはね ぇ。『 今 日も汲ん じ来て くるる』『今 日

も』 重たい返事に母親 は ぴん と来 た。『 遅 ぅな りゃ いいん

で』 母親ん言葉はす ― と消え るごつ な った。
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子 ど もは や っぱ 汲 ん じ帰 ろ う。 ち 朝 でか け に『 今 日汲 ん じ

くる き』『 い いん か え 遅 ぅな りゃい いん で』 内心 は解 っち ょ

つ た。 何 か が あ りよ る 自分 に ど うに もな らん 。 父 親 も忙 しい。

『 今 日は  もうい い き 気 をつ けち行 きな ぁえ 』『 汲 ん じ来 る き

な』 なん か ブ ッキ ラ ボ ウに 言 うと走 っち学 校 に行 った。

家 じ寝 ち ょつて ん  心配 じゃつ た母 親 。 じゃが ど うに もな らん

。 頭 ん 中 じ い った いな にが あ りよ るん か。 あん 子 ん よ うに優 し

い子 に  とわ が子 は可 愛 い もん じ 自分 を攻 め よ った。 お医 者 が

馬 じ近 所 ま じ来 た ち 寄 っち くれ た。 ばば さん が  相 手 しち そん

ほん の  少 しん 間 に お 医者 さん に  申 し上 げ ち見 た。

『 そげな ことが な ぁ』あ っちに ゃ悪餓鬼が居 るち.お 医者 さん

も相手ん子 は うす うす知 っち ょつ た。『あん ま り心配 しなん な

病気 にな』『 あ りが とうございます .: 嬉 しい涙が とめ どの う

流れて帰 るま じ や っぱ落ち着かん じゃつた。 ち っと遅 くな った

き 胸騒 ぎがす る母親。

と 元気 のいい声 じ帰 っち来 た。『 お帰 り す まん じゃつ たな

ぁ ひどか った じゃろ う。遅 ぅな ったな ぁ』『 あん な行 く道 じ

お医者 さんが 行 く家があ るきち 連れの うち くれた』 『 え―

そ りゃま ぁ』『 ち っと急 げや ち言 われたき ドッ トン歩 いた』

『 ふんふん』 それ じ どげな ったんか  もう先が早 ぅ聞 きたい

『 どけ したん な』『 いんにゃ 今 日はだいぶん  いい ごた るき

。後 じ聞 いた話 じゃ 水汲んだ ら相手 の家 じ待つ ごと。一緒 に帰

りゃもう途 中な ら 心配ね ぇき。 そげな所 ぅ見せ ち ょきゃな ぁ

相手 も何 もせん じゃろ うき。連れの うち帰 る姿 ぅ 見た悪餓鬼 も

それか るは コナサ ンゴツな った ごた る。心 は優 しいん じゃろ う

が  ま ぁ若 い頃ん な ぇ。それか る間 もの ぅ母親は他界す る。
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『 皆 ん なの風 呂は天下 逸 品 』

昔 ん話 し じゃが 田舎 ん  7軒 の 家 ん 人 た ちが  共 同 じ風 呂を

造 っち ょつ た。水 に不便 な所 じ家 が  固 ま っち ょる こ と も あ

っち いつん ナ カ メ ー カ  こげ な方 法 を 決 め ち ょつ た。 チ ッ トズ

ツ出 る水 を 竹樋 じ 引 い た こ となん か  ま こち考 え た知 恵 じゃ

った ごた る。

当番が晩方 に ゃ沸 か しち そん家ん年寄 りが 先 に入 ると

よそん人たち も順 に アイテイル シガ 先 に入 って行 く方法。

だいたい ドコ ン家でん 入 る時間 も決 まっち あん ま り混む こ

と もなか った。 じゃき夕飯 あとん  か たずけが済む頃 にゃ 女

したちが入 る。

それ も毎晩 入 る もん じゃ き 水 もか け流 しに な る き いつ入

て ん 汚 れ もね ぇ 天 下 逸 品 の 風 呂 じゃつ た。 年 寄 りに ゃ湧 いた

ら 子 ど もが言 うち い く。 年 寄 り も特 別用 事 が なか り ゃ 早 め

に入 っち他 の しに 迷 惑 か けん ごつ す る。 皆 ん なが想 い合 うき

不 思 議 と うま い具 合 に風 呂は 納 ま りよ った ら しい。

入 ら●ん人 もあ りゃ 遅 いが いい しもあ る。女た ちは一緒 に

入 るき あん ま り問題 もね ぇ し 風 呂場が皆 ん なか たん まん

中にあ るきそ りゃ もう 安心 も出来 よ った。始 めち嫁 に来た し

も は じめはチ ッ ト戸惑 いよ った。が慣れち くるとソカーーまぁ

ゆ うした もん じ 隣近所が助 けあい 庇 いあ うき問題 はね ぇ

気持 ち じ 婿 じょうも心配が少の ぅか った。

Fお じゃん  カ ンな い い な』『 ウ ンい い ど お前 も入 らん か

た まに ゃ 一緒 に入 ろ うや 』『 い いん な』『 い い ど』『 ふ ん な

入 ろ う』 い きな り裸 に な る と 入 りか け た き 年 寄 りが 叱 り

か け た ら  『 解 っち ょるで  尻 洗 え じゃろ ぅ』『 や ん なケ ック

シャ面 白 いの ぅ』
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遅 ぅな っち入 る若 嫁 ごが  ち っと心 配 しち風 呂 に来 た。 側 ん

お ばん が 気 に シチ ョッ タ き  『 遅 ぅな ったな ぁ は ょ ぅ入 りよ』

申 しわ けね ぇ気持 ち じ  『 いつ も済 み ません 』『 そ げ な心 配 は

い らん で  わ しも若 い頃 ぁ みん な にユ ウ シチ貰 った き ご恩返

しア ンタニす る き 先 じこん だ他 の人 に な』『 は い』

側 に来 る と『 オ キが あ る き ヌルハ なか ろ うが  入 っちみ よ。

ヌルか りゃ燃 や しち ゃ るで 』  『 お お きに す み ませ ん 』 人ん

心 が 通 い合 い そ こに ゃ恩 を 次 に返 す  人 間 の『 ッ ッ ロク人 生 』

が  こ こ じゃ根 づ い ち ょる。 入 って側 で  お ばん が オ ル ン も 又

ゆ った り甘 え らる る。

雨ん 日に当番にな った ら 外仕事が休み じゃきか 風 呂ん炊 き

口 じ何か しよる。『 何 しよるん な』『 あ た まが った』 ビク ッ

トした若 い しが  『暇 じゃき焼 き芋 しち おばん にやろ うか ち』

たまに ゃイイコツす るん じゃな 冷やかされ たが 人ん世話 に

な るこつ ぅ お返 しす る気持 ちは ほんの焼 き芋 てん 受 ける人

に ゃ どん くれ嬉 しいん じゃろ う。

『 おばん お るん な』『 お るで ちっと風邪気味ん ごたるき

横 にな っち ょる』『何 え  しょわねえん な』 遠慮ね ぇ上が っち

見 ると 顔がホテ ッチ ョル。『熱 は』『熱 は ねえ ごた るが』

ム コズラ当た っち見 る。「 熱 はねえ な ぁ 何か食べ たな』『 ……

ん  あん まり食べ と うね ぇき』 『 そ りゃ悪 いで お粥でん食べ

るる」 そ う言われ ると 相手ん親切ん無視 は 出来 ない もん。

そん うち他ん しも 聞 きつ けたんか来た。女 ご しが着替え させ

ち 汗を拭 いちゃると 気持 ちが ゆ うなったんか 笑顔 が出たき

皆ん なホ ッ トした。『雨 も降 る し 今 日は ここ じ昼飯食 いを す

るな』『 うっとうも来 るで』『 俺 もカチーノ』『皆ん な来 りゃい

い』 おばんなそ り ゅ聞 くと  『皆んな済 まん な ぇ』  【(tr
√
ノ

ノ イ′
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● ● ● 方 言 説 明  ● ● ●

ヨク ゥチ ョツタラ…休んで いた ら。 しよ った… していた。

そ りゃ―…それ は。ユ ウ…よ く。ぶ っち一 自慢 して。 じゃ

が一ですが。そげな…そんな。せん き… しないか ら。 ど ぅ

たちは。 ど うかん …たちの。 ア ッキーあす こに。 いんにゃ

いいえ。 そ うど…そ うです よ。 そ うかの ぅ…そ うですかな

ぁ。 じゃき…ですか ら。 ヨダキカ ッタ ンカ ノ ゥ‐一代議 じゃ

ったんで しょうか。

けん ど…けれ ど も。 ォ ジイ ジャロウ…おそろ しい怖 いで し

ょう。 それ じソコーそれでそ こに。でん …で も。やんな一

あん たは。デキモ ンー傷や外傷の病気。 どけな っち ょるん

か…ど うなって いるのですか。

くれ な ぁ… くだ さ い。 あ い ― は い。 ヨナサ レチ …苛 め られ

て。 シ ヨ ッタ。 して いた。 さぜ こむ と一 慌 て て一 緒 に集 め

て いれ る。 トギ ー友 達 。 い いん か … よ いの で す か。 おお き

にち … あ りが と うと。 はか ど らん ごた るぬ …能 率 が あが ら

な い よ うなの で。

そげなことか…そのような事ですか。連れのうち…連れだ

って 。 ドッ トン… 忙 し く急 い で 。

いつんナカメーカー いつの間 にや ら。 チ ッ トズ ツ…少 しず

つ。 アイチ ョル シガ ーてす きな人 たちが。 ソカーマ ァ…そ

んな時は臨機応変 に。 ゆ う した もん じ…よ くした もので。

カ ン…か も。 ウ ンーあ りが とうの気持 ち。か けた ら一言 う

と思 った ら。 ケ ック シャ…結構。

シチ ョツター して いた。ア ンタニ ャー貴方 には。 ヌルハー

温度が低 くない。 ッッロク人生… い った り来 た りす る人の

心の交流。 カチー ノ…加えて。 うっとう一私。 そ りゅう…

それを。オル ンモ…居 るの も。ホテ ッチ ョル…上気 して顔

が赤 くなる。
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育 ち盛 りん 子 ど もた ち は 好 奇 心 が 旺盛 じ何 で ん  珍 しい とか

不思 議 とか に見 ゆ る。 盆 地 に ピコ ッ ト高 い山が  座 っち ょる と

それ に疑 問 ぬ思 うな 知 恵がつ いて 来 た証 拠 。 じゃ きおか しい ち

思 う。 それ が 一 つ坂 を 上 が る と 川 底 が一 枚岩 じゃき おか しい

ち気 づ く。

噴火があ った り爆発があると どけな固い土地でん 動 き回 る

もん じゃき変ゎ って しま う。ち っと東に行 くと や っぱせ り上が

った 吉熊ん谷か る胡麻鶴へん ま じ 地質が違 う もん じゃき そ

こに ゃ断層がせ り上が り 新 しい格好 にな った ら しい。

塩水が湧 き出 る地層 も 同 じょ うな線が連な.っ ち そん麗 りに

塩水がわ きでよる。炭酸水 ごた る鉱脈が 走 っち ょるんが ゆ う

わか るが冷 たい き  『 冷泉』ち言 う。つ まり塩水 を沸か した もん

じゃき 温泉 とは言わん らしい。が沸 かす と温泉 になる 理屈 か

な りたちそ うじゃが。

のむ と胃腸の弱 い人や悪い人に 効果があ っち遠方か る も 宿

泊が けに来 る人が多 い。朝夕飲む その湯に入 る。近所 にはあん

ま り遊び場 もないき 自然静養 も出来て  1週 間 とか 10日 療 養

す ると 快感 になるそ う。そん水を送 って もらって 帰宅 して も

飲 む療法が 効果に もなるらしい話。

共同浴場 は少 ない人数で 利用す るのに ゃ利便性 もあ っち 古

い頃か るん アイデアは 旨い企画でん ある。子 ど もも大人社会の

中 じ 躾教育 も身につ くし 交流 によ る心の浄化 情愛が知 らぬ

間 に身につ いち よる。隣人同志の支えあいなんか も 気軽 く出来

る『 つつ ろ く人生」が  ここじゃ生か されち ょる。動物でん植物

でん  ま ぁ一人 じゃ生 きられん もん。 じゃき助 け られ助 け合 う。

それ が生 きち ょる証  生 か され ち ょる証 でん あ る。 寿 命 は 120

年 ぐれち言 う 有意義 に心豊かにな ぇ それが得 じゃろ うな。
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『 五助 さん  あ げ な  こげ な話 で』

五助 さんな幾つ にな ったん な…『 28じ ゃ』 …ほん な端がたつな

一 いんに ゃ歯はいいき。『本 当は 2 5 10じ ゃ』 あ りゃ半分

にな ったな ぁ。『 そ うか  じゃの ぅ ジューチの うな ったの う』

そ りゃ悪 い や っぱ迎えちや りゃ 元気なるき』『 そ うか ほんな

82ぐ れな ら どげかの ぅ』『 もう ふん と 五助 さんの話 しゃ

やつ ぱ 上 り段 ぬ行 くと……本 当は くじゅう かん じれん ど』『 や

90た  ちっとムゲ ノウネ ェ』  『 イイチ ャ 色が黒 い き 90
ク ロが似合 うかん』

★  雷 にヘ ソ取 らるき 隠 せ ち言 うが 雷 さん が 食 うん じゃね ぇ

。 けん ど ち っと寒 ぅな った頃 に ゃ 寝 ち ょつ て ん 腹 を 出 し

コケデ ーチ ョル ト 寝 冷 え じち腹 ぐあ いが  悪 く ぅな る事 が

あ るき 用 心 しよ、 ち言 う注 意 でん あ る。

朝虹 は雨  夕虹 は晴 ち言 う。 秋 ん夕焼 け に ゃ鎌 を研 げ ち言 う

ん も 雲 ん 流 れ じ天 気 が 変 わ るき 先 人 が 体 験 した 気象ん

鍵 でん あ る。

小春 日和 …旧ん 10月 頃 《現在ん 11月 C)12月 》 爽やか

な天気が続 くが 季節風 が南 にさが っち 西 の方か ら移動性

の気圧が張 り出 しち 通 過す る時に現 れ る 天気を呼ぶ言葉

ん よ う。 ポヵポヵ陽気 じ まるで春ん ごた る事か る。

※ 人ん運命 一生 まれつ き人 は 宿命を背負 って いる。

人の秘密 はあん ま り あばかん こと。追 い詰 めない事 も。

自分を大切 にせに ゃ 人 を大切にゃ出来 ない。

人の為 にな ることは 人 の世話をす る事 に も 結 びつ く。

健康 に生か され る幸せを 大事に しない と 人が不幸 になれ

ば回 って  自分 も不幸 になるのが 自然 の摂理である。
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『 五助 さんの 親心』

久 しぶ りん大仕事 じ ち っと帰 りが 遅 ぅな った 夕 暮 れ道 じ

シャガ ミク ウ ジ泣 きよ る男 ん子 が  馬 ん 足音 に タマ ガ ッタ ンカ

忙 しゅ脇 に ょ けた。 そん ハ ズ ミ こ け た もん じゃ き :石 につ まづ

いち擦 りむ いた。血 が 流 れぜ ― た き タマガ ッタ ン じゃろ うか

泣 きで 一 た。

『 しょわ ね えん か 』 側 に よ っち 抱 え お こ した ら 頬 に涙 が

流 れ よ る き  『 り ゃ一悪 か ったの ぅ 馬 が 来 た きの ゃ』 『 … …』

痛 さ とタマ ガ ッタに  ひ ち くり しなが らん  お ろお ろ震 え ち ょる

。『 心 配 せ ん でん い い  お前 か た ま じ連 れ ち .行 っち ゃ る きの 』

え ― と聞 きで 一た そん子 ど もん家 ま じ 背負 ぅち行 くと 子 ど

もも 安 心 は したけ ど 本 当 は怒 られ ち 飛 び 出 しち ょつ たん じ

じゃつ た 。

親が 怒 るぬ  『 ま ぁま ぁ 早 ぅ傷 ん 手 当て しち

た ち 反 省 しち ょる ごた る き』  『 す み ません な

しも ぅち  ほ ら お い さん にお礼 を 言 わ に ゃ』

今 は責 め ん じ 後 じっ くり話 した ら解 るわ な』

迷 惑 か け ち』

本人 も悪か っ

心配かけち

『 もう そげ ―

『 はい 本当 に

五助 さん も 優 しゅう言 い含めち 帰 つたが 子 ど もはヤ ッパ

何か 納 まラ ンコタル よ うじゃつ た。次ん朝 にな っち五助 さん

が傷 に巻 いた 手拭 いが そん ままに な っち ょつ た。子 ど もは

そ りゅう見 ると  『 昨 日は ご免  これあん お いさんがん l〕 ゃき

持 って行 っち くる』 親 は たまが っち しもうた。

あん子 ど もが  自分か ら 返 しに行 く気持 ち。『 解 ったが そん

まま じゃ 汚れち ょるき 洗 って夕方  返 しに行や どげ ぇ』 と母

に言われ  父親 も『 それが いい それ に お礼 もな』『 うん』
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奇麗 に洗 ぅた手拭 いを  親 が 見 つ くろ った み や げ と一緒 に

五 助 さん かて 持 っち来 た。『 お ご免  お いさん お るの』『 誰 じ

ゃろ うか』 おば さん が 出 ちみ る と あん ま り知 らん 男ん子 。

『 お い さん今  出 ち ょるが  す ぐ帰 る き ま ぁち ょ うと 待 って

ん いい な。『 は い』 素 直 に返 事 の挨 拶言 葉 。

そ ぅこ ぅしよった ら 五助 さんが帰 っち来 た。昨 日ん子を見 る

と  『 よい 怪我ゆ うな ったか 痛 ぅなか った』『 うん』『 そ う

か そ りゃょか った ま ぁ上がれ』『 昨 日は す み ません 世話

にな っち これ手拭 い 洗 た くした き おお きに。 これオ トッタ

ンと オカチャンが  みやげ』『 なんや みやげ くるるんか』

嬉 しそ うな 五助 さん  『 み よ  オ トッタ ン も オ カチ ャ ン も

心 配 しよ ろ うが  の ぅ 言 うこつ 闘 か に ゃの 親 はみ な 同 じど

こん だ  困 った ら うち来 て ん の 』  『 は い』 素 直 なん に タマ ガ

ッタ。 や っぱ話 しゅ 聞 か ん じゃつ たん じゃろ う。『 ち ゃん と

話 せ ゃ 親 は ち ゃん と 聞 いち くる るん ど』『 は い』

『 おみやげま じ貰 うち 悪 いのや オ ウツ リャねえの』 おば

ぁさんが 何か ゴ トゴ ト音を させ よる。『 こな いだ貰 ぅた粟が

あ るき 珍 しかろう』『 そ りゃいいわ い』 帰 りにみやげ貰 った

もん じゃき なんか嬉 しそ うな。五助 さんに 話 した きもう 気

持 ち !ま 日本晴れ。『 おお きに』 みやげさげち 足音が軽 しヽ。

※ ※ ※ 方 言説 明  ※ ※ ※

端… 10の 途 中だか ら端。 いんにゃ…いいや。 じゃの ぅ

…ですね。 ジュウジュー…消えて。 くれ な ら… くらいな

ら。や っぱ…やは り。 くじゅう… 90。 ムゲ ネノ ゥエ…

可愛 いそ うで。 イイチ ャーょいょい。 けん ど…けれ ど も
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ころげ で 一 ち ょる一裸 に な り肌 も出 て 。

シ ャガ ミク ウ ジーか が み こん で。 アヽ ズ ミ…瞬間 に。 で

ぇた … だ した。 ごた る き… ょ うで 。 そ げ ―… そん な に

。 ャ ッパ ー や は り。 ラ ンゴタル ー・気 分 が お ちつ か ぬ 。

じゃっ た …で した。 が ん じゃき― の もの だか ら。 汚 れ

た もん じゃ き…汚れ た ま まで は。 どげ ぇ… ど うなの 。

つ くろ うた …準備 した。 ち ょるが 一 出て い るが 。 そ う

こ う しよ った ら一や が て の こと。 よ い … よびか け。 そ

ぅか そ りゃ一 そ うです か それ は。 オ トッタ ンー お 父 さ

ん 。 オ カ チ ャ ンーお母 さん 。 なん や … なんで。 み よ …

それ ご らん 。 こん だ … こん どは。 じや ったん じゃろ う

一間 が なか ったんで し ょう。 くる るん ど一 くれ るか ら

。 オ ウ ツ リー おか え しの 。 させ よ る一 して い る。 こな

いだ 一 この前 は。 もん じゃき… もの で す か ら。

△ △  生 活習慣 病 予 防  12ん ポ イ ン ト 《生 活 ん 中 じ出来 る》

1-腹 八分 目を 守 る 見 え る場 所 に食べ 物 ぅお かん。手 洗 い。

2-野 菜を ガ イ ト食 べ る。 3… 塩 分 の取 りす ぎに注意 …添 加 物

か らん塩 分 に も注 意 。 4… 動 物性 脂 肪 を 取 りす ぎな い。 豆

類 、青 さか な な どを多 く。 5… 酒類 を 控 え る。飲 まな い。

‐たばこは吸わない。 7… 適当な運動の励行 体を動かす。

・ス トレスを貯めない 音楽、趣味などを生かす。 9-ス リ

ムな体系を保つ。測定の励行。 10-睡 眠を充分にとる。

時間の観念を守 り早寝早起 き。 リズムカルや生活。

11-定 期 的 な検 診

12-丈 夫 な歯 を持 ち

お 日の衛 生 も。

健 康管 理 に心 くば り。 早 期 受診 な ど も。

歯磨 きの励 行。 毎 食 後 の規則正 しい
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100年 振 り『 御 輿 』 ん新 装

五 助 さん チ ッ ト若が え っち くん な ぁ  『 よ しきた い い ど』 1気 が

若 い もん じゃ き スルス ル っと平 成 23年 に来 た。 2011年 の 頃

ぁ もう地 球 全 体 が  事件 事 故 ん 流坪 じゃつ た。 3月 に 東 北 地震 大 津

波  そ り ぃカ テ チマゼ チ放 射 能 が  発 電所 か らん流 出 事 故 。 半年 が

過 げてん 収 束 は ままな らん 。

そげな 8月 24日 にゃ 清正公 まつ りが例年通 り は じまった。

こん年 ゃ特 に 100年 振 りに 新装 な った御輿がお 目見え。巻 には

不況ん波が漂 うがそれはそれ じ 一年一度ん祭 りに ゃ盆 に帰 らんで

ん  故郷ん祭 りに ゃち当番 区の 若 い連中は予想以上が揃 うた。特

に新装を記念す る 50歳 以上ん か っての雄姿ん OBも  正式 な衣

装姿 じ お発 ち 3周 ん奉仕 に約 20人  チ ヨコ ッ トヘ ツ ピリ腰 じゃ

が  見事 そん任務 も果た しち 若者 に担がれた御輿 は 元気 ゆ う社

を後 に 15時 間 の巡幸 に走 りで ぇた。

お供ん若者 は勿論 じゃが  供 そろえ した子 ど もたち も 長 い時間

を苦痛を暑 さを克服 しち  『 ひどか りゃ交替 しゅうか』ん 言葉 に

も  『 いい思 い出になるき いいんで』 そん気力 に ゃ もう圧倒 さ

るる 古 い役員 たち も刺激 され ち お着 きま じ終始 そ っと 見守 る

連帯感が こん年ん祭 りに ゃ 記録 に残 された。

清正公ん江戸期ん施政が  どん くれ領地民に印象残 したか そん

証 が 400年 も過 ぎた今 も 継承 され ち祭 りが行われ る 人ん情愛

が どん くれ意義があるんか 改めち見直 され思 い知 らさ るる。祭 り

ん真髄は知 らん若 い人たちでん 心ん 中に ゃいつん なかめ―か 心

に くいほず人ん愛情が 根 づ いち ょるん じゃろ う。

担 ぎ手 若 者 約 60人 ほず が  取 り巻 い た こん年ん 御 輿 に ゃ や っ

ぱ 清正 公 もチ ョコ ッ ト 顔 覗 か せ ち『 私 も幸 せ じゃよ』 と 言 って

い るよ うに も感 じたけん ど。 (2011-平 成 23年 》
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赤 い祭 り提 灯 の幻想的な 1日 街道は清正 公 まつ りん 余韻残 し

ち静かに更 けち行 く中を 五助 さんは ミツカラ ンゴツ 自分かて

いんだ ごた る。 じゃな ぇあん ま り人 目につ くと 恥ずか しが り屋

じゃきな ぇ。『 そ うぐれた それに してん祭 りん 賑や け ぇに ゃ

タマガ ッチ しも ぅた。

ここ じチ ョコ ッ ト 頭ん体操 しゅうか な ぁ。下ん升 目に 1か る

9ま でん数字 を入れち 縦横 どっちか るでん 合計 15に なるご

つ入れち 見 ち ょくれ。 ※ 答えはコタエハ下欄 にあ ります。

2つ 目…上 下 左 右 か ら見 て も 同 じ文 字 が 沢山 あ ります が  そ

ん 中か る 10個 以 上  解 れ ば …楽 しみ で す が 一。 答 え は 下欄 に。

答えは簡単 で も 着想が問題です。頭 の回転にど うですか 何

かお役 にたてば 幸 いです。頭 は使 うことで老化 も 防 ぐよ うで

す。五助 さん もなかなか物知 りで 方言集 にはいつ も お世話に

な っています。 それ も聞かれ るか ら 勉 強 しち待 っち ょるそ うな

そげな気構 えが  きっと大事 と思 います。頭や全身を使 う事が

お元気の元 と存 じます。有意義 にお過 し ご祈念 申 します。

1の 答 え は 一 ひ な形 と して下記 の よ うに。 そ の他 に も順 は入 れ

変 えが可 能 で す。 必 ず 5を 中心 に。

2の 答え…十、 日、田、回、井、丼、囲、 ※、卍、 X、 0、 米、

ヽ

、
ビ、
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方 言 単語 の ひろが り

平成 8年 の 方言集続編 恥 8号 か る 始 まった方言単語 も昨年

の『 続 NQ1 3号』 じ 14226語 にな りま した。 m14号 には

こん続 きん  さ→ア カル始 め ます。 こん ままん調子 じ進む と

全部終わ るな ぁ 20年 ぐれ先 じ 約 70000語 ぐれ に な り

ゅじめ―か ち 思 っち ょります。そん くれ先人が で ― じに生活

用語 と しち 使 いよ ったんです。

さ サ ァ…そ うですね、そ ぅ じゃないです か、多分そ うで しょう。

ザ ァザ ァ…………。一風か水 の音のょ うな、風 呂で湯かぶ りか。

サ ァチ ャ"…………………す ぐに、考 えな しに、 また先走 って。

サアイケ ………早 く行 きなさい、それ スター ト、 一刻 も早 く。

サアキ ィ・……早 く来 なさい、 どん と来 い、いっで もかか って。

サアナ…… どうで しょうかな、待 って くださぃょ、 ど うかな。

ザアメク ノ ゥ………騒が しい、 うるさいことで、騒 々 しくて。

サァサァ ……‐そ うで しょうとも、 ご もっともな、多分 同 じで。

サイモネエ ケ ン ド………おかず もないが、副食はないけれど。

サイサ イネ ンジュ……………いつ もかつ も、勝手が よす ぎて。

サイデーテ ン……・………差 し出 して も、ぁげたいと思 って も。

サイデ ンマ ジ…さっきまでは、つ い今 までは、いると思 うが。

サイダ シャー……差 し出す と、遠慮 な く貰 うが、嫌 とは言わぬ。

サイチ ョ リャ……………咲 いて ます、咲 いているな ら、咲けば。

サエチ ョ リャ……は っきりと、素晴 ら しいが、見栄 えが して。

サェー ジ ョルガ‐…………騒 いでい る、騒が しいが、煩 いの う。

サェ タゴタル…………。……咲 きす ぎたか、盛 りを こ したかな。

サエ ン………気分がす ぐれぬ、ば っと しない、それ ほどで も。

サオ ンサキ ャ…さきっち ょ、怪我 せん よ うに、狙 いさだめて。

サオホ シガルー……番 ほ しい頃 じゃな、出船 に慌てて船頭が。

サオ ジャキ …‐…竿ですか ら、竿 も使 い様で、みせぶ らかすな。

81



さ サ オ ンヌ レタ ヌ・… … …竿 は乾 か して 、.濡 れ た の は始 末 して。

サ オ ナ リ……… …竿 に従 い、竿が 水 先 案 内 も、 竿 の使 い分 け。

サ オ ダケー竿 に使 う竹 、物 干 しに使 う竹 、竹 の利 用 は多 い。

サ オ ブ チ… …… ……建 築 様 式 の天 丼 細 工 、 見栄 え のす る部 署 。

サ カ シュ… …… … 元 気 な、健康 で な によ り、 年 寄 り も若 く。

サ カ ク ジュ……反 対 意 見、逆 を言 い たが る、 いつ も意 見が 。

サ カ テ … … …会 費 、 小 遣 い、 ポ ケ ッ トマ ネ。 内 緒 の小遣 い。

サ カ ンジ ョウ… …坂 が 多 くて 、高 台 の場 所 に、傾 斜 地 道路 。

サ カ ク ジュ… … …逆 な意 見、反 対 す る性格 、 な じまな い人 。

サ カ ミズ水 が 一時 に は逆 に、反 対 に水 を貰 う、 思 わ ぬ給水 。

サ カ イモ シゴ ト…境 の立 会 い、 きちん と しな い と、 正確 に。

サ カ ネ ジ ャワ リー … … ………無理 に反 対す る、 理 屈 は通 らぬ。

サ カサ メナ ッタ… … …逆 にな って 、方 向転 換 、 左 右 反 対 に。

サ ガ シア ッム リャ‐……捜 してみ れ ば 、 なん とか あ るので は。

サ カ シモユ ウ・… … … ……逆 を言 いつ の る、判 定 を主 張 す る。

サ カ シュカ リャ… … …元気 で いれ ば 、健康 な らな に よ りの。

サカ ノンポ リ‐‐ 逆 に上 って行 く道 、 反 対 方 向 に。

サ カサ メ ………… ………・逆 に、反 対 に、裏返 しに、左 右 が逆 。

サカ リガ……… 発情期 にな って、恋 の季節が到来。

サカシュシチ ョケー元気に していてね、健康 に気をつけて。

サ カ ミダ……逆か らの水 :ま 冷たい、栽培 に支障があるか ら。

サカサ メツガルー逆 な姿勢の交尾、動物 によ っては変則に。

サカ リチーチ…………………交尾期間 にな った、恋 の季節に。

サカダチ ュ・…………逆立 ち運動、体操の基本 に正 しくして。

サカ ッチ…………………………交尾 して、 自然 の摂理 な営み。

サカ ァ…………………坂は、気になる坂道、坂が見えだ した。

サカ リンーーー真 っ盛 り、最盛期、旬、生長期。交尾体制。

サ カ ム カ イ …… 帰 りを迎えて祝 う、帰 りを喜んで。

サ カ ラニ ャ…交 尾 しな い と、性 交 が摂理 の原 点 、誕 生 の元。
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さ サギ _… ……さげて ください、さげなさい、後 ろにひどって。

サキ ッチ ョ‐……………先つ端、先の方 、先端 、一番先の部分。

サキ ンコツ………‐……先 の事は、将来の夢 は、当分先の話 は。

サキ メ………割 れた 日、咲かないで しょう、先 に見 る、先見。

サキ ノニ…咲 いたばか りなのに、咲 いて まの ない、今咲いた。

サキナ リャ………先 にな ると、先 にな るほどに、早 いが よい。

サキ ノマ レチ…先 に感づかれて、威圧を感 じる、後手 は失敗。

サキー……‐…避 けたが よい、遠慮 したが よい、関わ らない事。

サキバナ…………先頭を受 け持つ、先手が勝 ち、 日だつ役割。

サキベ ロ………………先の方に行 くのが無難 、先が間違 いない。

サキ シレチ ョル…先が知 れて いる、 自惚 れが強 いか ら考慮を。

サキバ ノ………………先 に目立つのが特 、先手手法、早者勝 ち。

サキ ュー…………先を、先 に、避 けたが よい、裂 けた ら儲 け。

サキ ンベ タ……………………先の部分、先 の一部、先端の部分。

サキ ンアチ ン…先 に も後 に もない、珍事が起 こる、前代未聞。

サキガキ…… うま く駆 け込んで、手回 しが よ くて、先手手法。

サキボー………棒 の先を担 ぐ、先を担 いで、話 の切 り出 しを。

サキ ンボウズ……先 に来 るものが勝敗を、 占い勝負 に掛 ける。

サキ ソボクッチ……咲 きそ こな って突然、季節 はずれの開花。

サキボソ リ………先が細 くな って見すぼ ら しい、哀れな肢体。

サ クネ ジ…逆 さに文句を言 う、期待はずれ な意見、逆手手法。

サ クマツ リュ………作 の被害が ないよ う祭 り、作神様の祭 り。

サ グ リアテチ……………や っと捜 しあてて、捜 しあてた喜 び。

サ グ リコスル…… さ ぐりあいをす る、早者勝 ちのさ ぐりあい。

サ グ リマエーチ…探 ってや っと見つ けた、意外 な場所 にある。

サ ク ッ ト…………あ っさ りと、節度が ょ くて、繊細 な切れ味。

サ クメ………咲か ないだろ う、裂 けた割れ 日、喜 びはどうか。

サ グロ ドチ。一 探̈ りたいか ら、探 って見 たい、探れば宝物が。

サ グラ ンカ………探 りなさい、探れば発見 、宝 は捜 して こそ。
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さ サ ゲ ノニ …下 げ たば か りに、下 したば っか りに 、下 げ た の に。

サ ゲ チェ ー ト… … …… ……下 げ たので や っと、薬 が 聞 い た の か。

サ ゲ ラ レン… ‐一… … …さげ られ な いか ら、 さが れ ませ ん か ら。

サ ゲ ベ ラ…… ……… … …下 が った場所 に、下 げ た の は よか った。

サ ヶュ ー ト…… ……酒 に酔 った醜態 、酒酔 い 自分 は天 下 太平 。

サ ケ ンデ ン……避 け な くて も、裂 け な いか らよ い、 叫 ぶ の も。

サ ケニ ノマ ル リャ…… …¨…酒 酔 いの言 い訳 、 自分 を失 って は。

サ ケ メ ン… 。一 ……避 け た場 所 の 、避 けた材料 も使 い よ うで は。

サ ケ モ チー …………酒 材 料 で 作 った餅 、酒 こ う じ利 用 の蒸 し餅。

サ ケ タナ ワ リー…避 けた な悪 いが 、 裂 け ると使 い物 に な らぬ。

サ ケ

サ ゲ

サ コ

サ コ

サ コ

サ コ

サ コ

サ サ

サ サ

サ サ

チ ョキ ャ… … … … …裂 けて いれ ば、避 け るの も定 法 手段 。

― チ ョヶ… ……… ………捜 して お けば 、捜 せ ば役 立 つ 事 も。

タハ デ ケ ン… … …狭 い 田ん ぼ は 出来 が悪 い、狭 田 は 苦労 。

一チ ョッ タ…… …境 が 隣 り合 わ せ 、隣接 した境 、境 合 う。

ンタニ ャ………・― ‐狭 い場 所 の 日 には、場 所 が 悪 い と苦 労 。

トビオ レチ…坂 を飛 び お りて 、坂 な ど平 気 で 飛 び 降 りる。

一テ ン…… …境 いあ って も、隣 同士で も、 隣 人 こそ味方 。

ク レタ ッチ。… …荒 々 し く肌 が な って、仕 事 で 手 が 荒 れて く)

ミダ… …‐一一 ……笹 色 の水 、湧 き出 た清 水 、 自然 の 湧 水 。

ン…指 さな い、刺 さな いか ら、差 さな いの で。 使 命 せず 。

ササ ラ ン……束:|っ て いない、刺 して ないよう、通 らないので。

サ シヨ リ……とにか く、 とりあえず、当座の、手 っ取 り早 く。

サ シ……差す、刺す、 さ して使 う、差 し上げ ます、両方 か ら。

サ ジーモ ンジャキ……・…………すば しこいので、気早 いか ら。

サ シノ…………指 してす ぐ、刺 した瞬間、差 した時 はす ぐに。

サ ジイキ………すば しこいか ら、早 い動作、 あ っと思 う間に。

サ シチ ョケ……指 して おけば、刺 したのな ら、 さ して使 えば。

サ ジコター……早 いことは、早 いがお得、遅 いは誰で もす る。

サ ジー……手回 しが早 い、抜か りな くすば しこい、瞬間動作。
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さ サ ジー…すば しこい、動 きが早 い、対応が機敏、抜 け目な し。

サ ジクゥジ …̈…………まとめて入れて、 ま とめてかたずけ る。

サ シデ ン……… ……………向か い合 って、両方か ら、相対 して。

サ ジ_ャ ッチ ャー……………すば しこい者、油断のな らぬ相手。

サズナ リャ‥……………すば しこ くな ると、早 くたち回 る性格。

サズガ リャ…………………早 い相手 に対抗 、相手の油断 に抵抗。

サズー………機敏 に動 いて、早 いが得策 、待 ったな しの動 き。

サズ リャアル………集 め捜せば、あつめ るか ら、少 し待 って。

サスヌ……刺すか ら、差 し出 したのに、指 す人 に したが って。

サスル ンカ……させ るのですか、 させ ます か、利用出来 るの。

サ ス ンナ … させ るの は、 させ て もよ いか ら、 使 って くだ さい。

サズ ナ リャハ エ ェ。……動 きが 早 いか ら、 び ん そ くなの は得 人。

サ ス メー刺 す 仲 間 に、 指 して い るの に、 差 しあ げて い るの に。

サ ス ンニ … させ ます か ら、 させ るか らこち らに、 使 って よ い。

サ セ ンジ ョケ … … … させ な さん な、使 わ せ な い、利 用 は無 理 。

サ ゼ ンマ エ ー … … …集 め な い前 、 あつ めて か らは、前 もって。

サ ゼ ア ツ メチ … … … … … …す べ て あつ め た 、 全部 集 め たので。 、

サ ゼ タ ンカ … …清 掃 したの、奇 麗 に な った の 、掃 除 が 出来 た。

サ ゼ ラル リャ… … … くりごと言 わ れ る と、 あ ら捜 しされ る と。

サ ゼ ラ レンゴツ … … あ ら捜 しされ な い よ う、汚 点 発覚 に注意 。

サゼ ヨルー捜 して いる、集 めて いる、汚点捜 し。人のあげ尻。

サゼチータ…………物付 きが感 じられ る、思 わぬべ った り被害。

サセメー トン……させないと思 うが、使わせない、利用禁止。

サセチャ リャ……させてあげれば、使わせ た ら、 させなさい。

サセ ンジ ョケ…………………させなさん な、使わせ ないよ う曇。

サセ ンナ ワ リー ド・…………させないのは ど うか、使わせた ら。

サセチ ョキ ャイイ………………させてお きなさい、使わせた ら。

サセタカ リャ……………させたいのな ら、使 わせて もよければ。

サセテ ン……させて も、 させなさいょ、使 わせてよいのでは。
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さ サ セ ヨル … … … させ て い る、 して も らい よ る、使 わ せ て い る。

サ ゼ ク ビツ リ……勝 手 にそ こに紐釣 りす る、素 知 らぬ使 い方 。

サ ソ ウチ ョケ……誘 い な さ い、声 を か けた ら、皆 ん な連 れ で。

サ ソヤ … … … …誘 った ら、誘 って あ げた ら、声 か け して 行 く。

サ ソ フニ ャ…誘 わ な い と、誘 わ ぬ裏 戻 し、知 らぬ ふ りは不 利。

サ ソ ゥタキ ミヨ… … …誘 ったか らみ 見 な さい、 誘 いで ご褒 美。

サ ソ ワ ンナ … …誘 わ な い と後 で、誘 え ば得 策 に、誘 いが 円満 。

サ ソ ゥテ ン…誘 って も、偏 屈 は取 扱 い に くい、 素 直 に応 じぬ。

サ ソ ゥンナ ラ…… …誘 うの な ら、誘 うの で あれ ば 、誘 った ら。

サ ソ ャイ イカ ン・… … … …… …誘 ったが よ いか も、 誘 いが 得策 。

サ ソ ゥチ ャ コマ ル … …………誘 って は困 る、誘 うの も考 え よ う。

サ ソ ゥ ドチ ……… …・誘 いた い と思 って 、誘 うはず が 間違 って。

サ ダ ミュー ……小 作 米 を、 小 作 を早 め に出 して 、 小 作 納 めて。

サ ダ メデ ン…小作 米 て も、小作 の代 わ りに代 用 で 、小 作 制度 。

サ タヤマ ジ……… …… ……全 く音信普 通 に、連絡 が な くな った。

サ タネ ー モ ンジ… … … …連 絡 もな いの で、 ど う して い るのか。

サ タ ンゴ トンー… …音 信普 通 も考 え物 で 、 ど う して い るのか。

サ タナ シゴ ンベ ー… … ど して い るや ら、元気 が 病 気 が さ いは。

サ タア リャ……… … ……連絡 で もあれ ば対 応 の て はず もな くて。

サ タヤ ミ…… …・ま った く連 絡 もな くて 、 ど う して い るの や ら。

サ ヂーヤタ・…………………すば しこい奴、早回 りが効 くので。

サヂカゲ ン …̈……匙ん はか りかたで、匙 の調子が よいとつ い。

サ ヂヤ ロ……………察 しが早 い、機転が効 くか ら、動 きが早 い。

サヂカ リャ…早動 きが特をす る、機転が効 いて、抜 き差 し特。

サ ッパ ソウロ ゥー =一‐でた らめ もいいとこ、あ らま しが定評。

ザ ツス ミャ………粗雑 な木炭、 くず炭てせ ま使 い勝手が いい。

サ ッチ ャムチ ャ…無理 こ しゃりこに、強引に通す したたかさ。

サ ッチモ ゥ……無理 に言 い張 って、強引 さにあ きれて しまう。

サ ッコ リャ………立 ち上が りの気合 い、かけ声千両ん見せ場。
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さ サゼ ク ビツ リ こげな方百が あ ったぬ  1聞 いた時 に ゃタマガ ツ

クが 当時ん貧 しい人たちん 言えん悲 しさが

ゆ う解 る。勝手 に他所ん家ん物 に 自分かたん

物 ぅ千す乾 かす為 ぃ 紐 じか けち縛 りつ け る。

じゃがゃ っぱ ヨナ ショッタナ 報 いがあ ったん じゃ。知 らん ま

に次 々と病気 、死亡が続 くもん じゃき 祈 とう者 に見ち もらっ

た ら  『 お前 の家はょその本 に 干 し物 をす るに紐をか けて

あ る じやろ う』 ち 調べ た らあ っち もこ っち も 勝手 に しち ゃ

っ そ うな。

別 ん話 に ゃ隣 ん畑 ん 茶 の株 に 取 った草 を 頭 か ら イ ッパ イ被

せ ち ゃっ た。 じゃが 時 々主 人 が 頭 痛 に苦 しむ。 確 認 す る とそげ

な事 じゃっ たが  そん時 は コ ソ ツ ト除 け た き ゆ うな ったが

次 は また忘 れ た頃 に ガ イ ト乗 せ たん と。 と ころが大 風 が 吹 い

ち全 部  自分 の畑 に吹 き飛 ん で せ 畑 ん 野 菜 が 全 部 腐 って  し

も うた。 それ だ け じゃの う じ 草 ん種 が全 部 落 て ち 目が い つ

ぱ い 出ち草 取 りが  大 事 じゃっ た そ うな。

こげんふ うに 黙 っち ょるち思 うと ど こか じ大損をす る。

ひどい時に ゃ もう何 もかに も の ぅな っち 自殺 にま じな った。

『 そ ら見よ 自分 じ ooooし たん じゃろ ぅち。人を コナス、

い じめは必ず  そん報 い も裏戻 しあ る 世 のた とえでん あ る。

サ ッチ ャ。……ど う して も、む りや りに。言 うこと聞か ないので。

サ クナ……………裂 きなさん な、裂 くのは無理で :よ 、割 きますか。

サ ッチど……・うして も、無理 や りに言 うので、反対 はむ りかな。

サゼチ ョケ……………集めて まとめて、集 めなさい、あつめ ると。

サゼ クウジ……集めて入れて、集めて保存す る、あつめてあ る。

サゼテ ン・……集めて も、あつ め るな ら役立つ、集めた と して も。

サゼ ンヨ リャ…………あつめ ないよりは、あっ めれば奇麗 にな る。

サゼ タプ ン……………集めた分は、あつめて おけば役立つか ら。
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さ サ デ ッカ ル ル ‐一 … …障 りが あ るよ うな、心 理 的 な問 題 に合 う。

サ デ ノ…集 め たば か りで 、 か き集 め た ら、 集 め終 わ ったので。

サ トガラ・… … ¨い た ど り、 湿 地 に多 く自 して い る、 山 野 草 で。

サ トガ ク ロ。一 一¨… …里 祭 りの神 楽、 田舎 の季節 祭 りの神 楽。

サ トミズ …… ……・砂 糖 を入 れ た簡 易飲 み物 、糖 分 補 給 に一 役 。

サ トャー … …砂 糖 売 る店 、 里 にあ る小 さ な家 、里 に あ る小屋 。

サ トラル ンナ ー悟 られ な い よ うに、用 心 しな い と気 づ か れ る。

サ トン…… … Ⅲ…里 の 、ふ る さ との、 田舎 の 、生 まれ た場 所 の。

サ トラ レ ンジ…悟 られ な くて ょか ったね 、気 つ か れ な い よ う。

サ トイマ …… … … …… … … …里芋 は、里 芋 の料 理 に使 いた いが 。

サ トッチ ャヮ リィ………悟 られ ると大変、知 らぬが よいので。

サ トガエ リュー…・里 に帰 って来たよ う。里帰 りは子 ど も連れ。

サ トンコ……・……里 に生 まれた子 ど もたち、里育 ちの子 ど も。

サ トニデ ン……………里 にで も、さとに こそあ る、里 に行 くと。

サ トメ……里 の娘 たち、里育 ちの女性 、里 に生 まれて育 って。

サ トゴン・一一……里 の子 ど もたちは、里育 ちの子 ど もたちは。

サナボ リモチー [r]植 えが終わ った祝 い餅、苗を備 えて内祝い。

サナ ンツクロイ…蒸 し器 の さなの修理 、間 に合わな いと困 る。

サナボ リャ。………………田植え休み は、田植え も済んだので。

サナ ドマ・一…………蒸 し器 のさなは、 いつで も使 え るよ うに。

ザニスイ………………座敷 に据えて拝む、座敷が定位 置だか ら。

ザニ ュツマム………ざ :こ を撮み捨て る、ザニは用心 しないと。

ザニデ ンアギー…座敷 にあげた ら、座敷 に上が って もらえば。

ザニ ャネ ェ‐一一………座敷 にはないけれ ど、座敷 は捜 したが。

ザニォケ…・一‥……座敷 において使 う、座敷 に始末 してお く。

ザニアゲ チ…座敷 に上が って もらって、座敷でゆつ くりして。

ザ ノモ ンナ う。一…………牛馬の飼料 は、飼料 は食べ させたの。

サネカルキ ー…陰核 か ら、陰核の検査を、陰核 は大事 な場所。

サ ネブ ト…………陰核 は丈夫 なよう、陰核 は心配 な しよ うだ。
・
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さ サ ネ イ ケー あち らの方 に、 こ っち に向か って 、 あ ち こちの意 。

ザ ノ ミダ ノコセ …… …牛 馬 の飲 み 水 は残 して 、 牛 馬 も家族 と。

ザ ノス ミャ……座敷 の 隅 は、座 敷 の片 方 に、 座 敷 の一 部 には。

ザ ノモ チ ャ…………… …座 敷 に供 え た餅 、座敷 に あ げ て あ る餅 。

ザ ノキ ャカ…… …… …座 敷 の お 客 さん 、来客 は座 敷 に通 して。

ザ ノ シ ト……… ………… 座 敷 の下 は 、 床 下 の方 は 、 座 敷 の床下 。

ザ ッ トシチ ョケ ‐一… …簡 単 で よ いの で 、 と りあえ ず 整 理 整 頓 。

サ バ サ バ シチー … … …あ っさ り した感触 、清 楚 な思 い にな る。

サ ボ ヨムナ ヤ ーー… ご まか しは悪 いか ら、悪 質 な考 え は非 礼 。

ザ マ ミヨ………… …… …見 たか そ れ 、失 敗 はわ か って い るの に。

サ ビー ケ ン…寒 いか ら用 心 を 、 寒 さ に気 をつ けて 、寒 気早 い。

サ ビュー ナ リャ‐…… … …寒 くな ったの で 、防寒 準 備 を 早 め に。

サ ビ… …寒 い、錆 の つ い た包 丁 、 奥 深 い技 法 、心 の こ もった。

サ ビチ ー チ ……錆 が つ いて早 め の 補 修 を、 さび止 め を早 め に。

サ ビー チ … … さむ いか らと苦 情 が 、 寒 いか らと悲 鳴 を あげ る。

サ ビグ レカー …… ……… …寒 い ど ころか 、寒 さが 最 高 に な って。

ザ ブ ッ ト‐一 …………… …どん ぶ り浸 か って、頭 まで 入 った入 湯 。

サ ブ ー ジ… ……寒 くて 大 変 な、寒 さが厳 しくな った 、厳 寒 に。

サ ブガ リャ… …・寒が り性 格 で 、 寒 さ に弱 いの で 、寒 さ対 策 を 。

サ プ リャチ ッタ……選 別 すれ ば 少 しは、選 別 して こそ儲 けが 。
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ズセ………水 の分配板 を外 して、排水す る場所の板。

イイ………選別すれば まだあ るか ら、選 別効果あ り。

ャ……・…寒 くなれば、寒 くな ったので、寒波が襲来。

…………寒 い寒 いの連発、本格的 な寒 さにな ったよ う。

ドマ………座布団の準備 を、来客に備えて前準備を。

ウガ……寒 いで しょうが、風邪 に用心を、風邪対策。

チ………話 ま くって賑やか、お しゃべ り も程度 もの。

ミモアルー選別 したのは実 も入 っている、選別効果。

リャ …̈………選別 して あれ ば、選別 した儲 けの分が。
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さ サ ベ

サ ベ

サ ベ

サ ベ

サ ベ

サ ベ

サ ボ

サ ボ

ザ マ

ザ マ

シ ヨ

レニ

ル リ

タ ン

ノ コ

ノ …

ル カ

ッチ

不 ―

… … … … …選 別 した上 に更 に、念 入 りん選 別 した ら。

ャ・… … … …選 別 で きな い よ うな ら、 選 別が無 理 な ら。

ャ… …選 別 が で きるな ら、選 別す れ ば苦労 ん 報 い も。

卜… …選 別 したよ うで 、選 別 す れ ば それ だ け収 入 に。

リー …選 別 した残 りが結 構 、選 別 した残 りで思 わ ぬ 。

…選 別 した ばか りなの に、せ んべ つ して こそよ けれ 。

・一……ず る休み しますか、手抜 き も失態 に結 びつ く。

ョツテ ン……ず る休み して いて も機械 は休 まないが。

ノ…見か けが悪 くて不評 に、整理整頓 は 日常の常識。

レー…見か けが悪 く見抜かれ る、清楚が よいのだが。

ザ マ ッチ ョケ ー 人 に知 られ な い よ うに、気 づ か れ な いよ うに。

ザ マ サ レチカ ル ー …騒 されて は 元 も子 も、 相 手 に気 をつ けて 。

ザ マ サ レタ ンカ ー 油 断大 敵 だか ら、用心 しな い とひ どい 目に。

ザ マ サ レチ ドゲ ナ ル … …… …覇 され て油 断 も隙 も、油断大 敵 。

サ ミナ リャ ン…… … ‐…寒 くなれ ば 、 さむ くな ったので注 意 を 。

サ ミュ ウデ ン… … …寒 くて も、寒 くな って も、 季節 は大 切 に。

サ ミシ ミマ イ … … ご不 幸の見舞 いに、悲、しみ も分 か ち合 う心 。

サ ミシイナ ー寂 しい気 持 ちの支 え あ い、 それ が 人生 で もあ るこ

サ ミグ レハ ー寒 い く らいは、寒 さ も慣 れ れ ば 、 対 応 しな い と。

サ ミタ ン ドー寒 い け れ ど、 だか ら気 合 い も入 る、 四季 の感 触 。

キナ ミ

サ ミ

サ ム

サ ム

サ ム

サ ム

サ ム

サ ム

サ ム

ナ

キ

ガ

ア

ナ

リ

カ

ガ

ナ

ン

リ

ン

ヤ

リ

ツ

リ

カ

ヤ

チ

ヤ

ア

ヤ

…寒 い な ど と言 って は い られ な い、

…… …… … …寒 いか ら、頑 張 ると とか

… …寒 さ に弱 い人 は気 の毒 、 防寒 対

寒 くて も絶 えて こそ生 きて い る証 、

一寒 くな った季節 に も感 謝 、寒 いか

―・覚 め た な ら希望 の光 、 冷 め た な ら

キ オ ツ キ ー寒 さの対 策 で 元気 に 、寒

ン・… …寒 が りは病 気 が 近 寄 る、 元 気

……・…寒 くなれば 、暖 か い 日が 近 く

皆 ん

け声

策 で

寒 さ

ら暖

暖 め

さに

で乗

な る

なおなじ。

は よ い が 。

乗 り切 り。

の次 に は。

か い春 も。

て もよ し。

負 け な い。

り切 りを 。

、元気 に。
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さ サ メカケ チ ー冷 めて い るょ う、冷 め た の で飲 ん で も、 熱 が冷 め 。

サ メチ ョケ ー覚 ま して や れ ば 、冷 ま して お けば 、 冷 ませ ば よい。

サ メタカ …… …・覚 め た よ うだ か ら、冷 め た な ら使 え ば 、冷 ます 。

サ メ ソ ウ ジ… …冷 め た よ うに あ るが 、 覚 め た ら しいが 、覚 めた。

サ メー チ ャル ー冷 ま して お けばす ぐ間 に、冷 ま して 使 え ば簡単 。

ザ モ ノー デ ン…… 取 り散 らか して あ るが 、掃 除 も して いな いが 。

ザ モ ミル チ ャ… …恥 ず か しい思 いを して も、 少 しは整 理 整頓 を 。

ザ モ ミヨ… … …あの模 様 じゃ恥 ず か し くて 、 も少 し整 頓 して は。

サ ヤマ ミゥ……・葵 に入 った豆 、剥 いて な い ま まの豆 、 葵入 り豆 。

サ ヤ ンマ ンマ … …葵 に は い った ま まの 豆 、剥 いて な い ま まの豆 。

ミ・……爽 には い った ま まの 、取 り入 れ した ば か りの豆 。

… …葵 な どは取 って お いた ら、 剥 いて 葵 か ら取 り出す 。

サユデ ン…沸か した湯 、何 もはい って いない湯、 その ままの湯。

サ ョジャロウヵ……………そ うで しょうか、それ な らよいのだが。

ザ ワザ ワ……騒が しい音 、騒 々 しい音がする、煩 いよ うな音が。

サ ワ リャタケモ ン……触 った りす ると高 い ものに、手を出す と。

サ ヮギ ャモ トイ リー話が 弾 む と元入 りになる、何事 も金 に繋 ぐ。

サ ワガ シュウジ・… …………煩 くて困 る、騒 々 しくて困 った もん。

ザ ワメキ ャ………動 きが おか しくな った、物事が始 ま りそうで。

サ ワガ シヤ ッチャー。一煩 い人だ こと、騒 ぎ立てて困 った人だな。

サ ンキ ラ イ… ……かん か らの葉 っば 、蒸 し餅 の下 に敷 く葉 っぱ。

サ ンダ ンナ …… ……正 面 して考 え た、 う まい真 会 に取 り繕 うた。

サ ン ドー ラ ……… … …・…米 俵 の 回締 め に俵 の間 に入 れ る藁 の蓋 。

サ ンワキ ャ… ……出産 した後 の養生 期 間 、静 養 す る大 切 な期間 。

サ ンベ ンマ ワ リャ… … い くらなん で も三 回 回 れ ば 、 念 入 りの証 。

サ ンバ イ ジル ………香気 者 は 味 噌 汁 も 3杯 は飲 む、 無 関心 、香気 。

サ ンネ ンス リャ…… … …物 事 は三 年 が 勝 負 、三 年 辛 抱 で きれば 。

サ ンワキ デ ン……・… … 出 産 後 で も頭 張 る人 も、無 理 は禁 物 だが 。

サ ンボ ウ… …祭 りな どで 供 え物 す る祭 具 、金 を 貰 って歩 く用具 。

ル
　
マ

グ
　
ド

ヤ
　
ヤ

サ
　
サ
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さ サ ン ドサ ン ドー … … いつ もか つ も、心 くば り、世 話 に な って 。

サ ンガ ンニ ー ……・… あの人 に、 あ の人用 に 、 あの 人だ け に は 。

サ ンワキ ャ‥… …… …お産 の後 の 用 心 を、 お産 した体 を大 事 に 。

サ ンワ ネ レー三 和 を練 って 、 三 和 で補 修 を す る、三和 で 補 強 。

サ ンダ ンナ ー大 変 な 目にあ って 、大 事 に出会 って 、 ご苦 労 様 。

サ ンパ チ ャー吃 驚 す る結 果 に、 予 想 以上 の 珍 事 に、仕 方 な し。

サ ラ ド…新 しい物 、 買 ったば か りの晴れ着 、 履 物 、手 回 り品 。

サ ラ シカ ネエ … …新 しいの しか な いが、新 しいの で よ けれ ば 。

サ ラオ リー チ… … … ……初 お ろ した げた、 初 お ろ しに使 う朝 。

サ ラネ ブ リャ…皿 まで紙 め るお い しさ、奇 麗 に食 べ て お代 り。

サ ラ タ ー …新 しい とは、 これ で も新 品です′か 、 ま さか新 品 で 。

ザ ラザ ラ …表面 が 荒 々 しい、手 触 りが ひ ど い状 態 、手 先 用 心 。

サ ラガ ミセ テ ー・… … ……新 しいの を 見せ た い、 流 行 の先 端 を 。

サ ラケ デ ー チ… … … …丸 出 し して 、 そ こまで 見 せ て もい い の 。

サ ラマ ジ……… … …皿 まで、新 しい物 まで 、 更 に内緒 もの まで 。

サ ラエ チ ョケ………根 ほ り端 ほ り聞 いて、す べ て を知 りつ くす 。

サ ラ ケ ン …頭の最高部頭 の天辺。一番 目立つ場所 。

サ ラユ リャ……捜 し出 して公開す る、恥部 まで言 うのはど う。

サ ラデ ン……新 しくて も、め ったに見せ られ ないが、本当 は。

サ ラケチ………見せ られて恥ずか しい、そ こまで ひろげて は。

サルマ ト……男性 用、パ ンツ、古 い時代の男下着、パ ンテー。

ザル ンツクロイ……農用道具の補修、手真 し して、最利用 の。

サル トリイバラ……植物で蒸 し餅の下 に敷 く、カ ンカラの葉。

サ レタナイイ ド…されたのな らいいのでは、 されてよか った。

サ レテ ンシカタネエ……されて も仕方 ないか、無理 もない事 。

サ レテ ンコマル…………されては困 る、拒 否すべ きで しょう。

サ レニ ャノヤ… され なければ、 され ないとすれば、判断至難 。

サ レメ ゴタル…… されないよ う、 されないな ら、別の方法 も。

サ レチ ョリャ…… されていれば、 されたのな ら、結果 ょ早 く。
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さ サ レル リャ イイ… …・され る な らい いが 、 され る元気 が あれ ば。

サ ロー チ イ クカ ー さ らって 行 く、捕 まえ て連 れ て行 く、 浚 う。

サ ロベ ク ソ ウ ロウ… … あ や ふ や に して 、結 果 は 出 な い ま まに。

サ ロヤ レ・…lIⅡ を こち らに、 皿 を取 って くだ さ い、皿 が 欲 しい。

サ トガ ラ……・さ ると りいば ら、 水分 の多 い と ころ に 自生 植 物。

こ こまで『 あ』 行 の『 ア』 か ら  『 さ』 行 の『 ン』 まで  進 み

15024語 が 揃 い ま した。 まだ足 りな い方 言 、重 複 した方言

『 そ りゃ一方 言 じゃね ぇで 』 も あ るで しょ うが  ご了承 くだ

さ い。 卑下 す る言 葉  禁 句 用 語  差 別 方 言 もあ ると思 い ますが

方言 集 の 性 質上 あ え て 取 り入 れ ま した。

※  66Pで 残 した方 言 を  並 べ ま した。

花、野菜類

子 ど も関連

タチ ワケ ー な た豆 。 ビシャ クー鳳 仙花 。 シ ビ トク

サ ー ドク ダ ミ。 トーマ メ ー唐理Rテ マ リコ ー あ じ

さい。 オ リバ ナ ー万寿沙 華 。 コチ ョヨチ ョノキ ー

サ ルス ベ リ。

イ ロチ ョウ グ … くれ おん 。 トギ ー と もだ ち。 ュサ

ンゴ… ブ ラ ンコ。 ベベ ンコ ー肩 ぐるま。 イ ケー硯

。 ハ ダ クル …仲 間 はず れ。 ユ キ ア シー竹 馬 。

□△◇ 辻の方 言談義 若 い二 人の物語 ◇△□

チ ヨイ ト 《す こし》 ヒヨカ ッ トシタ 《変な事を》コツ 《重 卜》

を 聞こうち思 うが 《ききたいと思 うが》 ヨカロウカ 《ょいだ

うか》 ナニヤ 《ナニデスヵ》 そげん こつ一言 ヮレテ ン 《ソン

ナコ トヲ いわれて も》 ダマ シジャ 《急では》ツマルカ ン 《へ
゛

ンジ困るか も》 しれん ど 《知れないが》 デ ンや っぱ聞 きてぇ

もん じゃき 《で も やは り聞 きたいものですか ら》ノ ゥ 《ヨイデ

スカ》。ソレデン くそれで も》 ワリーチユ ウンカ 《悪 いで しょう
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か》。 ソゲマ ジ 言わ る りゃの ぅ 《そん なにまで 言われ る

んな ら》 しか と しも ネー ンジャガ 《たい した事わ  ネー

ンジャローガ》 ユ ウダケ言 うちみ りゃ いいわい 《話 して

みれば いいん じゃが》。エー ト 《や っと》 いいち ゅう じゃの

《よいと言 うのですね》 済 まんのや くすみ ませんね》。

ドギ ジャキ マ ァ 《友達 だ か らそれ な ら) コ ロサ レタ ンデ ン

ネー 《殺 さ れ るので もな いので》 フ ガ イ イチ ノ ゥ フ ン ト

《運 ウ ンが い い もの で 》 ワキ ャガ ル ノ ゥ 《調 子 乗 せ られ て

か ら》。 それ じなん か 《それ で話 は》 、 ハ ヨ言 わん と 日が

暮 るる 《早 く言 わ な い と暮 れて しま う)。 ソゲセ カ ンデ ン

《そん な に急 が な くて も》 夜遭 ち ゃ 日は幕 れん 《夜 道 には

日暮 れ な しで す )。

こないだわ りゃ辻 じ くこの前は辻で》 ドッカ ンシ ト 《知 ら

ぬ人 と》話 しゅしよ りゃ せん じゃつ たか 《話を して いなか

った》 した ど ど してん して一ち 百わ るりゃ くしたよ

ど うして も話をち 言われ ると》 男 じゃせんわけに ゃイキ

メーガ 《男 じゃ知 らぬふ りもで きない〉 そ りゃま ぁ そ う

じゃが くそれは確か にそ う じゃが》 じゃき何 なち聞 いた

くだか ら何 事 と聞 いた》 そ した らノヤおか しいち思わん

《そ した ら おか しいと思わ ない》 たば ご入れか る煙 りが

ち 《たば こ入れか ら煙 りが》 ゆ う見 りや煙 りが。

《よ く見 た ら確かに煙 りが》 さっき飛 ば したホガ ラが入 っ

ち ょるごた る 《さ っき飛 ば した吸い残 しの火が入 ったよ う》

あぶね 一打 ち上 ぐるで 《危ない燃 え上が ります よ》 それ

じ消 したん か くそれです ぐ消 したの》 そげ―思 うたん じゃ

が 《そ う思 ったのですが) そん ままつ ― じ帰 っち風 呂場ん

フキタテに くそのまま飛んでかえると 湯殿の焚 きつけに

ホガラを投 げこんだ》 燃えデータ 《燃えだ して)。
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し シーチ ョンナ…好 いているよ うで、好 いて い ますか、好 きな。

シア ジャキ………冗談ですか ら、 ほんの遊 びですか ら、 ご免。

シアギ ュー仕上 げを して、完成 させて くだ さい、出来上が り。

シアサ ッテ… 3日 あ との 日、明 日あさ っての次の 日、 3日 後。

シアユーテ ン…冗談 に言 うて も、冗談で も相 手が納得す るか。

シァクチャ……………しわ にな って しま って、跛のな った状態。

シア シゲネー……忙 しい状態 に、忙 しいので 、多忙 な時間に。

シアグ リャー仕上が れば、完成すれば、 出来上が った時には。

シア ヨ リャ…… うっか り寄 ると、突然立 ち寄 り、蹴が寄 った。

シイルニ ャ……無理 強 いす るのでは、奨 めて喜ぶ人 もいるが。

シ イ

シ イ

シ イ

シ イ

シ イ

シ イ

シ イ

シ イ

シ イ

シ イ

ッチ ョレー好 いて い るの な ら、好 きで あ るの な ら、相愛 。

ッチ ョケー‐無理 に奨 め て お いて、 無 理 強 い も時 には作戦 。

ッチ ク リー …無 理 強 い して くだ さ い、 無 理 に奨 めて お く。

ッテ ン…… …・… …無 理 強 い して も逆 効 果 も、無理 は禁 物 。

リャコス … …無 理 に奨 め るよ りそ っ と、 相 手 の気 持 ちが 。

ンナ … …無 理 強 い しな くて も、相 手 の.気 持 ち に合 わせ て。

ル ンナ ………無 理 強 い して効 果 が 、 な い場 合 も考 え られ る。

ラモ チ ュ………………… …餡 の入 って い な い餅 、普 通 の 白餅 。 、

ラデ ン… …餡 が 入 って な くて も、餡 要 らず で もよ いか ら。

チ ョル カ ン… …好 いて い るか ら、好 いて い るよ うだか ら。

シイチ ョリャ……好 いて いるのな ら、好 きあ っているよ うだ。

シイテ ン……好 いて いて も、好 いた と して も先 は、好 くのが。

シイチ ョキ ャー……………好 いて いるな ら、好 きであるのな ら。

シイタ ン ト…好 いた ら しい、好 きにな ったよ う、好 きらしい。

シイタナ………好 いたよ うで、敷 きま したか、敷 いて ようで。

シイタラ シイ………敷 いたよ うで、敷物 に気が入 りま したか。

シイタゴタル………敷 いたよ うな、敷 き詰 め た、敷 き込む と。

シイコ…………‐……子 ど もの小便、幼児言葉 に便意をそそる。

シイサイダセ……小便を させては、子 ど もの排便 は きちん と。
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し シゥ ター チ … … しよ うと思 うて も、 した いが 一 人 で は無 理 で。

シエ モ チ……… …餡 の入 らな い餅 、 しい ら もち 、普通 の 時 の餅 。

シエ ー ター裂 いた、割 いた、 咲 いた、差 した 、指 した 、刺 す 。

シエ デ ン… … しい ら餅 、餡 が 入 って い ない餅 、行事 な どの餅 。

シエ ニ デ ン… …餡 の入 らな い餅 に して 、普 通 の持 ち に作 って 。

シォ ル リャ… … … しな びて、 しお れ て 、水 不 足 で枯 れ そ うに。

シオ レテ ン… しな びて も、 しおれ て も、枯 れ そ うに な って も。

シオ グ レハ …………塩 ぐらいは買 い置 きを 、塩 が 切 れ て は大 変 。

シオ タ レチ ー・…塩 が 水 分 を 吸 って に じみ 出 る。 塩 が 水 垂 れ に。

シォ ドキ ニ ャ…… ………丁度 た いみ ん ぐよ く、 季節 到 来 の慶 事 。

シオ ガ レー…塩 分 が 多 くて 、塩 分取 りす ぎ、 塩 分過 多 に用心 。

シオ リヨル ー… …・曲が って しお れて い る、折 れ そ うに な って 。

ジカ ビキ ュ…… …・材 木 を 直 に馬 に引 かせ て 、 木材 の ひ きだ し。

シカ タ ネェ ゃ … ………む を え な い事 か 、仕 方 が 無 い と ころ まで。

シカ ケ テ ン… …仕 掛 け た もの の 、準 備 したの だ が 、見 合 わ せ 。

シカ キー ヌ‐… … … …四角 の材 料 、堅 物 人間 で 、 時 に は軟 弱 に。

シカ ク リャ…… … … ……仕 掛 け たの な ら、 始 め た な ら完 成 まで。

シカ トシモ ネェ … … …つ ま らぬ 出来 事 、 面 白 くも何 で もな い。

ジカ ンナモ ドラ ン… …時 間 と言 葉 は帰 らな い、確 認 生 活 こそ。

シカ ブル ー粗 相 を して しま う、 介護 が急 務 に、恥 で は な いが 。

シカ ク リャヤメ ン・一……は じめたのな ら、最後 までや り抜 く。

シガキ……………厚 い鎌、細 い木 なとせを切 るのに使 う農用具。

シカメツロー・思わ しくない顔、嫌われ る様相 、苦痛が あ るか。

シキモ ン………………敷物、品物 を受 ける盆、 ご祝儀の受 け盆。

シキ リャ……………で きるものな ら、出来 るのであれば、挑戦。

ジキ ジャキ …‐す ぐですか ら、す ぐそ こです、す ぐ来 ますか ら。

シキルキ………出来 ますか ら、解 って いますか ら、 OKで す。

シキ ッテ ン‐……出来て も、出来 たと して も、納得 させて こそ。

シキルモ ンカ……………出来 る ものですか、出来 ないと思 うが。

96

ズgハ

Qぜ覇



し シキ ンナ ラ… …出来 るの な ら、 出来 ます か ら、 出来 るのです 。

シキ ロー ガ … … … 出来 ます か 、 出来 る よ うな ら、 出来 ます よ。

シク ゥジ ョケ ……… …… …仕 込 ん で お いて 、 仕 込 ん で くだ さい。 、

シク シク… …悔 しい涙 が 、泣 きの涙 も、悔 しさ に打 ち上 げて。

シグ レテ ン… 雨模 様 に な って も、雨 か も知 れ な いが 、雨 な ら。

ジ ク ジク… …湿 って 乾 か な い、 湿気 画 多 くて 湿 りが ち、湿地 。

シク ジー… …………う る さいほ ど言 いだ す 、 何 回 も くり返 して。

シクナ イ イ …………… …敷 くの は よ いが 、敷 いて もよ い けれ ど。 、

シゲ リャ… … …茂 って か らが 問題 、繁 茂 す れ ば手 入 れ が大変 。

シケ グ レハ … … … … …台風 な どの被 害 が 、 後 か たづ けが大 変 。

シゲ リヨル … …茂 り始 め たが 、茂 るの は よ い けれ ど、茂 る と。

シケチ ョンニ ー ‐一 … … …茂 りす ぎて 貧 弱 に、何 で も程 度物 で。

シケ ドマ … … … …台 風 な どは後 が大 変 、 嵐 に な らね ば よいが 。

シケ メー ケ ン ド…荒 れ は しな いだ ろ うが 、 風 雨 が 共 に来 ると。

シゲ ミャ… … …茂 み に入 って 見 る と、 茂 み に ゃ用心 しな い と。

シケカ ンシ レ ンー台 風 か も しれ な いが 、 風 雨 が 強 くな りそ う。

シケニ ャハ ナ セ ー台 風 の場 合 は放 して 小 屋 に、 風 雨 に は開放 。

シゲ ッタ ンカ … …茂 ったので す か、 見 事 成 長 して大 き くな り。

シケ タチ … … …衰 弱 して 見苦 しい、 咲 きす ぎて 見栄 え が悪 く。

シケ メー トン…風 雨 に は な らな くて も、 用心 に越 した ことは。

シゲラニ ャ……茂 らないと折 角の仕事が、茂 らないよ うでは。

シゲ ッチ ミヨ………茂 ってみれば成果が解 る、茂 って初めて。

シゲ リャコス…………茂れば育てた甲斐 もあ るが、成功謝礼。

シゲルナイイガ・……茂 るのはよいのだが、茂 らない時はどう。

シゲル ンカ ン……茂 ると思 うが、反対 な らど う結末をつける。

シゲル ウチ ャ……茂 る間は、茂 って いれ ば、茂 っていたのに。

シゲルコタ ァ…茂 る事 は報奨 の約束 も。人気 に も結 びつ くが。

シゲ レメェ……茂 らないのでは、その結末 は果 た して どうか。

シゲ レンナ…‐茂れないのでは、欠陥が あ ったよ う、原因発見。
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し ショーチ ョル…飯た きの準備は してある、炊 く準備 してあ る。

シヨル…………生育が よ くて見栄えがす る、茂 って見栄えが。、

シゴッ………仕事を、 しごとが決 まったか ら、仕事 は早め に。

シヨ・…………準備、取 り組みの世話、前準備をす る。世話を。

シヨ シコ…歯 さわ りが よい、食感が素晴 らしい、成果が よい。

シコス リャ・…準備すれば、世話 しておけば、 これで準備完了。

シヨグ レハ………・・………準備 くらいは、世話を して いつで も。

シコ ッチ ョルー茂 って素晴 らしい、威張 って いる、生意気 な。

シヨナラスグ……………準備な らす ぐ、 いつで も出来 る準備。

シヨルーいきいき成長、勢 いが よ く育 って いる、茂 って い る。

ジゴ… …地 元 の粉 、地 元 の生 産 品 、地 産 物 を地 元 で 消 費 す る。

シゴチ イ ケ‐―仕事 に行 きな さ い、 仕事 で励 む 、仕 事 な に よ り。

シ ゴキ ャ ワ リーー…あ ま り苛 め は禁 物 、程 度 物 だ か ら、 忍耐 力 。

威 張 って い る風 格 、程 度物 が 似 合 う もの。

シヨ タマ … …・…… た また ま、予 想 よ り沢 山 の 、思 わ ぬ大 量 の。

シゴ タア ル ド… …仕 事 が あ るか ら、仕 事 は人 間 に はつ き もの。

ショ シチ ョク… …準 備 して待 って い る、 世話 を す るの も務 め。

ショー チ・…… ……飯 炊 き準 備 が 出来 た、 いつ で も炊 け るか ら。

シコ タ ンナ … ……沢 山 な、予 想 以 上 の成績 で 、思 わ ぬ成 果 に。

シヨ ドマ ……準 備 す る こ と も、世 話 をす る こと も宿 命 で あ る。

シヨダキャ 世話だけはしておく、準備 しておけば間にあう。

シゴ トン………・…仕事 の、圭話の要素が あ るか ら。

シゴグ レダセ……四合 くらいお くれ、少量 出 しを。

シゴデ ン・一……四合で も思 いあい、助 けあいの心。

シヨグ リャー‐世話 ぐらいは、準備 は、いつで もな。

シヨ ッチ ョル…………威張 って いる、程度の認識。

シヨ ッタ ン ド………育 って いる成果、出来 たどや った、力戦。

シヨ ッタナ…………育 ちが よ くて嬉 しい、成果が実 った喜 び。

シヨグ レハ ー世話 ぐらいはす る心構え、準備 して待つ心意気。

ンコ ツチ・

幕 3ヽ
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続 編 m20号 も『 方 言単語』 15386語 まで  辿 り着 き『 し』

行 の『 コ』 まで終 わ りま した。 次 回 も継 続 して 予 定 で は  7万 語

に な るか も しれ ませ ん が  それ だ け生 活 用語 は 人 の 心 を結 びつ

けて時 には支 え  場 合 で は助 けて生 き続 け た の で す。 だ か らこそ

今記 録 に残 す 意 義 も あ ると信 じて い ます 。

『 伝承、民話』 に夢 とロマ ン。戦後 の厳 しい時代 も乗 り越えて

故郷の今はあ ります。底力のつ よい女性 、五助 さんは表往還街道

442号 を 石合か ら荒木谷 まで。 ほ っぺ も落 ちそ うな『 故郷料 、

理』『 民話のつ は る物語』『 玉手箱』 な どを 結 びつけて ち ょ

っと一服す ると  『 方言子 ど もの世界』が待 っよ。。

『 あげな話 こげな話題』 も 過 ぎ去 ると面 白おか しくなるが 中

には 目を見張 り大人 げない 歓喜 に底 ぬ けに喜ぶ素朴 な 里人の

赤裸 々人生双六が  くりひろげ られ ます。発足 して 27年 あま り

多 くの皆様 に ご支援 ご協力を頂 きなが ら 甘 えて素人集団の粗

末 な冊子を  ご愛読頂 くおかげで限定 100冊 が 発行 されて い

ます。

単語 と申 しま して も必ず 方言 ではないか も それに差別用語や

卑下す る単語 など も 入 って いますが『 方言集』 の 性質上なに

とどご了承 くだ さい。 これか ら先 この種 の研究を 手が ける方の

お役 に立てば記録 だけは 残 してお きた いと取 り組み ま した。心

暖 まる生活用語 に 実 は惚れ こんで しま ったか らです。

改 め ま して 厚 くお礼 を 申 し上 げ  皆 様 の ご健 勝 を ご祈念 申 し上 げ

ます 。 ご愛 読 誠 にあ りが と うござ い ます 。 これ か ら もさ らな る

ご指 導 ご支援 の程 を  お願 い もう しあ げ ます 。
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素 人 集 団 の 会 員が  全 て手 づ くりの『 方 言 集 』 です 。

続 編 NQ 2 0号 ご愛 読 あ りが と う ござ い ま した。 粗 末 な

冊 子 です が お 陰 さ まで 関 東地 域 、京 阪 、 広 島 、松 山

、 県 内 各地  大 分 市 内 な ど 多 くの皆 様 か ら ご支援

頂 きなが ら限 定 100冊 を 継 続 して い ます 。

次 号 通算 31号 には 《続 編 m21号 》 項 目別 で は順 に『 伝 承 、

民 話 』『 戦 後 の故 郷 …昭 和 33年 か ら』『 方 言 子 ど もの世 界』

『 ふ るさ との味』『 宝 の 玉 手 箱 』『 あ げ な話 こげ な話 題 』 『安 性

の底 力 』『 五 助宇 曾 山物 語 ―・]』 『 ち ょっ と一 服 』『 方 言 単 語 』

な どの予定 で す。

引 き続 きの ご愛 読 を  お待 ち もう して い ます 。 発 行 は平 成 ■ ■ 年

撲
の 予定 で す 。皆 様 の ご愛 読 に よ って 素 朴 な この冊 子 も継 続 が

出来 ます。 心 よ り感 謝 申 し上 げ ます。

調査収拾編集 印刷製本 スタッフ

小野寿祐、佐藤源治、那須政子、赤星 Fシ ミ。

0870=1211 大 分 市 大字竹 矢  野 津 原 方 言 調 査 会

=E 588==0572
事務局  588=0092
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